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第一章　前代未聞の平民聖女












　王宮の広い厨房は、鬼気迫る勢いで腕を振るう料理人たちの苛烈な戦場と化していた。

「焼き上がったぞ、運んでくれ！」

　ニコレッタの目の前にどん、と置かれた大きな皿には、オーブンから取り出されたばかりのガリフ鳥が丸ごと一羽載っていた。こんがりと焼かれた皮は見るからに食欲をそそり、添えられた小玉ねぎと人参のグラッセはつやつやと輝いている。

（美味しそう……！）

　思わずごくりと喉を鳴らすと、包丁を持った料理長が眉を吊り上げた。

「おい、つまみ食いなんかしたら承知しないぞ！　とっとといけ、高貴な方々をお待たせするんじゃない！」

「は、はいっ！」

　ニコレッタは慌ててお皿をカートに載せると、小柄な身体を弾ませて厨房を飛び出した。

　料理を運ぶ先は、王宮でも最も広く格式高い大広間だ。そこでは辺境から十年ぶりに一時帰還した第二王子ファウストを迎える夜会が盛大に催されていた。

　カートを押して広間に入ったニコレッタは、煌びやかに装った貴族たち……ではなく、その奥にずらりと並べられた料理にうっとりと見惚れた。贅をつくした料理はほとんど手つかずのままだ。

（ああ、もったいない……！）

　ニコレッタは食べることが大好きだ。特に、忙しすぎてお腹がペコぺコになっている今みたいな時には、余計に食べることしか考えられなくなってしまう。

（あのオイル漬けのエビ、すごく大きい。ミートパイもこぼれそうなくらい肉たっぷりだし、フルーツたっぷりのゼリーなんてボウルごと抱え込みたい……ああダメ、耐えられない！）

　ニコレッタは少し悩んでからポケットに手を突っ込んだ。そこにはいつも非常食として乾燥させたクルヴァンの実を隠し持っている。

　ひとつ口に入れて音を立てないように噛み砕いた時、視界がくらりと揺れてぼやけた。

（あ……視みえる）

　次の瞬間、ニコレッタの頭の中に鮮やかな映像が浮かび上がった。







　夜会で賑わう大広間の片隅に華やかなドレスを纏った令嬢が幾人か集まっていた。聖印が刺繍された揃いのストールを巻いた令嬢たちが冷たく見据えているのは、場に似つかわしくない洗いざらしの聖衣の、チョコレート色のくせっ毛を二つに編んだ小柄な少女だ。

『す、すみません！』








　唐突に映像が途切れ、視界が元に戻る。ニコレッタは何度か瞬いてから青ざめた。慌てふためいてぺこぺこと頭を下げていたのは、他でもないニコレッタ自身だった。

（うわわ、急いで逃げないと――）

「なぜあなたがここにいるの？」

　わたわたと引き返そうとしたニコレッタに、ひやりとする声が投げかけられた。振り返ると、ドレス姿の令嬢たちが逃げ道を塞ぐように立っていた。いずれも、女神エルザの紋章が刺繍されたストールを身に着けている。彼女たちは女神エルザより奇跡の力を授かった「聖女」だった。

　触れるだけで瀕死の重傷者を治癒してみせたり、また頭に思い浮かべた場所に一瞬で転移してみせたりするなど、奇跡の力は個人によって異なるが、いずれも人知を超えたものだった。聖女は国の宝であり、王族に準ずる地位を持つ。神殿によって聖女に認定された令嬢は王宮の敷地内にある「聖女宮」で何不自由のない生活を送りながら、国益のために能力を使うのが通例となっていた。そのまま王族に見初められることも多く、歴代の王妃は強い力を持つ聖女が選ばれることが暗黙の了解となっていた。現在の王太子である第一王子カルロの婚約者も、筆頭公爵家出身で過去視の力を持つ聖女エリーゼである。

　そんな聖女の力は、女神エルザと縁が深い血筋である高位貴族の令嬢にだけ発現するとされていた。だが十年前、初めて例外が現れたのである。

　それがニコレッタだ。

　五歳の時に孤児となったニコレッタは神殿に引き取られて小間使いをしていたが、聖女鑑定用の水晶を磨いている時にいきなり水晶が光り出して「聖女の力」を持つことが分かり、大騒ぎになった。徹底的に出自を調べられたが、高位貴族の血など一滴も混じらないまごうことなき平民であることが分かっただけだった。さらにニコレッタが授かった能力も、他の聖女たちと比べてあまりにも異質だった。

　ニコレッタに発現したのは未来を見通す「未来視」である。過去に前例のない非常に貴重な力ではあるのだが――その発動条件は「何かを食べている時のみ」であり「見える未来は三十秒先まで」という、恐ろしく限定的なものだった。

　聖女の奇跡というには微妙過ぎる。しかも、本人は今までに例のない平民。

　困惑しきった関係者たちが議論した結果、これは女神エルザがたまたま哀れなみなしごにほんの少しだけ慈悲を下されたのだろう、女神が下界にあまねく目を配っておいでだという証左だ――という半ば投げやりな結論でお茶を濁すこととなった。

「とりあえず」聖女宮の裏手にある古い物置小屋に落ち着くことになったニコレッタだが、平民で中途半端な力しかないことから、周りからはあからさまに疎んじられていた。せめて何かの役に立とうとせっせと雑用をこなすうちに、あれこれと言いつけられるようになり、今では聖女の力があることなどすっかり忘れ去られ、下働きのような立ち位置になっていたのだった。

「飾り気のない格好だこと。そんな粗末な身なりで夜会の場にいるなんて、何のつもり？」

「す、すみません！」

　身を縮めたニコレッタは、ひたすら頭を下げた。まさに未来視の通りの光景である。こうなることが分かっていたのに逃げそびれた自分を恨むばかりだ。

（たった三十秒じゃ逃げようもないけど……）

「今日の夜会は王家主催のものなのだから、聖女である私たちが出席するのは当然だけど、あなたが出席を許されているとは聞いていないわ」

「私は料理を運んできただけで、出席するつもりなど……」

「皆さま、何のお話をしているの？」

　割り込んできた甘い声に、ニコレッタを責め立てていた聖女たちがハッとした顔になる。

　ストロベリーブロンドの髪を揺らしながら歩み寄ってきた聖女の姿を見て、ニコレッタは心からホッとした。

「アンナマリア様……」

「あら、ニコレッタ！　あなたも出席していたのね」

　にっこりと微笑んだのは治癒の聖女アンナマリア・ラウリーニだ。有力な伯爵家出身であり、可憐な美しさと強い治癒の力で国民からの人気も高いアンナマリアは数少ないニコレッタに友好的な聖女だった。ニコレッタを邪険にする聖女たちによって王宮を追い出されかけた時に「せっかく女神様のお慈悲を賜ったのだから」と庇ってくれ、以降も何かと気にかけてくれている。行くあてなどなかったニコレッタにとっては恩人だった。

　今も、縮み上がっているニコレッタを囲む聖女たちの様子を見てとったアンナマリアは綺麗な眉を悲しそうに曇らせた。

「あの……皆さま、ニコレッタをあまりいじめないであげて？　可哀想よ」

「いじめているわけではありませんが、この子は平民でありながら分もわきまえず夜会に忍び込んでいたのです」

「しかもこんなみすぼらしい格好で……非礼にもほどがありますわ」

「あの、別に忍び込んだわけでは……」

「まあ、そうだったの！」

　弁明しようとしたニコレッタの言葉を遮り、アンナマリアが声をあげた。ニコレッタの手を取り、顔を覗き込んできて小首をかしげてみせる。

「そんなに夜会に出たかったのね。相談してくれたら、わたくしのドレスをいくらでも貸してあげたのに」

「ひえっ……そ、そんな、滅相もありません」

（アンナマリア様のドレス、絶対にものすごく高い……！　万が一汚したり破ったりしたら絶対に弁償できない！）

　ニコレッタは必死で首を横に振ったが、他の聖女たちは顔を見合わせると小さく吹き出した。

「アンナマリア様、その子があなたのドレスを着るのは不可能です。破れてしまいますわ」

「ええ、二着繋ぎ合わせても入るかどうか」

　この国では男女ともに、細身が美しいとされている。貴族の令嬢である聖女たちも皆こぞって細さを競っていて、中でもアンナマリアは風が吹いただけで折れそうなほど華奢ですらりとした体形をしていた。対して、食べることが大好きなニコレッタは小柄ながらぽっちゃりと肉付きがよく、腰や腕などはアンナマリアと比べると一回りは違うだろう。

　アンナマリアは細い腕をニコレッタの腕に絡ませて悲しげに緑の瞳を潤ませた。

「そんな意地悪を言わないで。ニコレッタ、あなたはそのままで十分可愛らしいわ」

　体形についてあげつらわれるのはいつものことだけど、アンナマリアはいつも初めて耳にしたように悲しそうに慰めの言葉をかけてくれる。

「あなたのそのふくよかな身体をみていると、楽しくなっちゃう。押したらころころ転がりそうじゃない？　うふふ」

「あ……ええと、そうかもしれません」

　ニコレッタはぎこちなく笑みを返しながら、急に重くなった胃のあたりを押さえた。

「それに、聖衣は聖女の正式な装いだもの。平民のニコレッタにはむしろぴったり。問題ないのではなくて？」

　ぱっと顔を輝かせたアンナマリアが言うと、聖女たちは不服そうな顔をしながらも「そうかもしれませんわね」と頷いた。

「認めてくれてありがとう。良かったわね、ニコレッタ。平民とはいえ、少しは女神の祝福を受けているのだから雰囲気だけでも楽しむといいわ」

　腕を外してにっこりと微笑むアンナマリアに、いつの間にか集まってきていた貴族たちが「噂通りお優しい方だ」「平民にも分け隔てないのだな」と囁き合う。アンナマリアはさらに笑みを深くしながら、何かを思いついたように手を打った。

「そうそう、今日もお菓子があるのよ。ニコレッタにあげようと思って……はい、どうぞ」

「あ……いつもありがとうございます」

　小さな焼き菓子の包みを取り出してニコレッタに渡すアンナマリアは慈愛に満ちていて、さらに賞賛のざわめきが広がっていく。

　ニコレッタは焼き菓子の包みをポケットにしまうと、小さく息をついた。

　アンナマリアはいつも優しい。他の聖女たちに対して声高にニコレッタを庇ってくれるし、毎日ニコレッタを部屋に呼んでは「そんなに食べられないから」と食事の残りを振る舞ってくれる。まともに食事が用意されない生活のわりに肉付きが良いのは、アンナマリアの施しのおかげだった。

（……おなか、すいたな）

　アンナマリアにはいつも助けられているし、心から感謝している。けれど、緑の瞳を細めて囁かれるたびに、どうしてかお腹のあたりがずんと重くなって、無性に何か食べたくなる。

（何故か夜会にこのまま出席するって流れになっちゃったけど、早く厨房に戻らなきゃ料理長に叱られちゃう。アンナマリア様には申し訳ないけど、隙を見て抜け出そう……）

　小さくため息をついたニコレッタの視線が、ふとカートに載ったままの鳥の香草焼きに吸い寄せられた。

「これで何も問題はなくなったわね、良かった。せっかく第二王子ファウスト様が久しぶりに王都へ戻られたのだから」

　両手を合わせたアンナマリアの言葉に、他の聖女たちが顔を見合わせた。聖女のひとりがどこかそわそわした様子で口を開く。

「そのことですが、アンナマリア様……この夜会で第二王子の婚約者が選ばれるというのは本当でしょうか」

「私もそう伺いましたわ。王妃様から聖女は必ず全員出席するようにとお達しがあったのは第二王子ご自身がわたくしたちの中からお選びになるからだと」

（へえー、そうなんだ）

　ニコレッタは聖女たちの話を聞き流しながら、さりげなく移動を開始した。忘れられた存在のニコレッタは婚約者選定の話も今初めて耳にしたし、「聖女は全員出席」のお達しも来ていないから、完全に他人事だった。王家の婚姻事情よりも、冷めつつある鶏の香草焼きの方がはるかに大事だ。

（出席してもいいなら、料理も食べていいよね？　せめて一口だけでも……）

「王太子のカルロ殿下は優美なお顔立ちですが、ファウスト殿下は長年辺境にいらっしゃるからか……随分と雄々しくていらっしゃいますわね」

「先ほど、ひとりずつ殿下の前でご挨拶申し上げた時は、声が震えてしまいました」

「私もです。どうしても気になってしまって……ほら、あの異名が」

「……悪魔の子」

（えっ？　悪魔って言った……？）

　ニコレッタは皿に伸ばそうとした手を止めた。そろりと様子をうかがうと、聖女たちは目配せを交わして表情を曇らせている。

「ことのほか血を好まれ、命乞いする蛮族にも笑いながら剣を振るうとか……」

「些細なことで不興を買う者も多いそうですね。側近が幾人も行方不明になっていると」

「あの瞳でどんな者も虜にしてしまうと聞きますわ。ほら、お母上の側妃様が国王陛下を魅了したように」

（えええ!?　そんな噂があるの、第二王子様って……！）

　戦好きで、癇癪持ちで、女たらし。およそ王族には似つかわしくない噂の数々だ。

（『悪魔の子』なんてすごい異名だけど……一体、どんな人なんだろう）

　好奇心が沸き起こり、ニコレッタはそっと背伸びをして大広間の奥を見やった。

















第二章　選ばれた王子妃候補












　王族が座る席には四人の男女がいた。過去視の聖女エリーゼ・ドロエットはいつものように白金の髪を目にかかるほど長く垂らし、無表情に背筋を伸ばして座っている。その横では、第一王子カルロ・ディ・サンクトゥスがくつろいだ様子で酒を口に運んでいる。きらめく金髪に青い瞳のカルロは絵にかいたような王子様だと言われているが、ニコレッタは正直なところ苦手だった。こちらを物珍しい動物か何かのように思っている節があり、何度か呼ばれては「未来視をしてみろ」と余興をやらされたからだ。すぐに飽きられてお呼びはかからなくなったが、最近は妙にじろじろと見られることが増えた。料理長が豚や鳥の太り具合を確認するときの目つきに似ているような気がして、なるべく避けるようにしている。

　カルロの横には、王妃であるイメルダが座っていた。カルロと同じく金髪碧眼のイメルダ王妃は壮年に差し掛かっているはずだが、白磁の肌には皺ひとつなく艶めかしい魅力を湛えている。隣には本来、国王であるエドゥアルト・ディ・サンクトゥスが座っているはずだが、その姿はない。エドゥアルト王は少し前から病に臥せっており、あまり思わしくないという話はニコレッタの耳にまで届くほど広まっていた。側妃であり王の寵愛を一身に受けていると言われるエヴァ妃はエドゥアルト王に夜も昼もなく付き添っていて、今日の夜会も自分の息子を迎えるものだというのに欠席していた。

（第二王子様が王宮に戻られたということは、いよいよ本当に危ないのかな……）

　そんなことを考えながら視線を動かしたニコレッタは、ひゅっと息を呑んだ。

　第二王子の席に座っていたのは、褐色の肌をした精悍な顔つきの男性だった。王宮ではまず見ない珍しい肌の色に一瞬目を疑ったが、身に着けているきらびやかな衣装は紛れもなく王族の正装だ。大柄な体躯は厚みがあって、王子様というより騎士といったほうがしっくりくる。漆黒の長髪は編まれて後ろに流され、鋭い光を帯びた瞳は赤い色をしていて――。

　確認できたのはそこまでだった。正体の分からない激情が突き上げてきてニコレッタは目をそらした。手足が冷たくなり、冷たい汗がどっと噴き出す。

（怖い）

　本能が近寄ってはいけないと警鐘を鳴らしていた。ばくばくと波打つ胸を押さえていると、アンナマリアが話している声が耳に入ってきた。

「ファウスト様は長年辺境で恐ろしい蛮族を押さえていらっしゃるのですから、御心が乱れることもございましょう。私は……ご立派だと思いますわ」

　ほう、と吐息を漏らすアンナマリアに、聖女たちは感じ入ったように口元を押さえた。

「仰る通りです……さすがアンナマリア様。やはり、選ばれるとしたらふさわしいのはアンナマリア様でしょうね」

「ええ、きっとそうですわ。王家に嫁ぐのは、より有用な力の聖女ですもの」

　恥じらうように頬を染めたアンナマリアがちらりと第二王子へと視線を流す。

「実は先ほど、ファウスト殿下にご挨拶申し上げた時に、じっと瞳を見つめられて……後ほど、もう少し話がしたいとお言葉をいただきましたの」

「まあ、素敵！　既に選ばれておいででしたのね！」

「そんな、わたくしなんて……ですが、求めていただけたなら嬉しい」

（アンナマリア様が、あんなに怖い人のお嫁さんに……？）

　ニコレッタには何が嬉しいのかさっぱり分からない。できるなら全力で止めたいが、アンナマリアは見るからに幸せそうだ。

（まあ、アンナマリア様はこんなに優しくて美しい方だから……きっと第二王子様も大事にしてくださるよね）

　そこまで考えて、ニコレッタは頭を切り替えた。そろそろ空腹が我慢しきれない。

（付け合わせの野菜なら、一口でいけそう）

　きゃあきゃあとはしゃぐ聖女たちがこちらを見ていないことを確認し、ニコレッタは素早く皿に手を伸ばした。まだかすかに温もりを残す小玉ねぎのグラッセをつまみ上げてさっと口の中に放り込む。

　バターの香りと甘みをいっぱいに感じた時、また視界が大きくぶれて未来視が始まった。







　――頭の中に浮かび上がったのは、先ほどまで見ていた王妃と第二王子の姿だった。

『今宵で決めよとはまた急な……』

『辺境の地は過酷ですから、殿下をお慰めする伴侶が必要かと』

　艶やかな声音で告げた王妃に、空白の席を一つ隔てたファウストが苦笑を浮かべてワイングラスを持ち上げる。

『聖女の中から好きな者を選ばれると良いわ。どの力も使えるでしょう』

『そうですね……』

　ワインを飲んだファウストが深紅の瞳を細めた。

『ですが聞いた話では、』

　唐突に言葉が途切れ、ファウストはかっと目を見開いた。口元を押さえて立ち上がりかけたところで、激しく咳き込む。

『ぐっ……』

　苦しげなうめき声を漏らし、第二王子は端正な顔を大きくゆがめてその場に崩れ落ちた。

　後ろに控えていた背の高い騎士が素早く倒れたファウストに駆け寄って叫ぶ。

『毒だ！　殿下が毒を盛られたぞっ！』

『ファウスト様っ！』

　あちこちからの悲鳴が重なって響き合う中、青ざめて駆け寄るアンナマリアが見えた――。








　ニコレッタはぽかんとして立ち尽くした。今、ものすごく衝撃的なものを視た気がする。

（ええと……第二王子がワインを飲んで、倒れて、騎士の人が『毒だ！』って叫んで――）

「って、どっ……!?」

　視たものを理解したと同時に、停止していた頭の中が一気に大混乱に陥った。

（まさか……今から第二王子殿下が毒殺されるってこと!?）

　ここまでとんでもない未来視はしたことがない。しかも、猶予は三十秒しかないのだ。

（止めなきゃ！　騎士様に知らせる？　だけど私なんか知らないだろうから信じてもらえないし、勝手に忍び込んだって牢屋に入れられそうだし、つまみ食いもバレちゃうし、ああもうあと何秒残ってる!?）

　焦れば焦るほど思考は空回りし、何も思いつかない。冷や汗ばかりが流れ、喉はからからで声ひとつあげられそうになかった。

（ああ駄目だ！　視えたって私じゃ止められない！　ごめんなさい女神エルザ様……っ）

「では、私はファウスト殿下のところへ行ってまいります」

　ニコレッタが諦めかけた時、アンナマリアが一礼して歩き出した。ほのかに頬を染めた笑顔に、未来視の最後に映った青ざめた顔が重なって見えた。

（アンナマリア様の目の前で、第二王子様は……！）

　ぶつ、と頭の中で何かが切れるような音がして、次の瞬間ニコレッタは弾かれたように駆け出した。

「えっ、ニコレッタ……っ？」

　驚いたように振り返るアンナマリアの脇を追い越し、いっさんに大広間の最奥を目指す。戸惑いと怒りのざわめきが起き、壁際にいた騎士たちがこちらに視線を向けるのが視界の隅に見えたけれど、たった一つのことしか考えられなかった。

（アンナマリア様を悲しませたくない）

「――どの力も使えるでしょう？」

　太り気味の貴族をすり抜けると、そこはもう王族席のすぐ近くだった。目の前で薄く笑みを浮かべたファウストがワイングラスを持ち上げる。

「そうですね……」

（駄目、それは――）

「ど、毒……っ！」

　必死で絞り出した声は情けないほど小さく掠れていたけれど、グラスを傾けかけていた手はぴたりと止まった。そのまま第二王子はワインを飲むことなく、グラスを下ろす。

（間に合った……）

　ほっと息をついた時、駆け寄ってきた騎士によってニコレッタは荒々しく床に押し倒された。

「ふぎゃっ」

「貴様！　王族の方々にいきなり突進するとは、何のつもりだ!?」

　圧し掛かるように押さえつけられて、声も出せない。腕を容赦なくねじり上げられ、激痛に目が眩んだ。

「来い、不審者め！　まったく、どうやって入り込んだんだか……」

「待て」

　ニコレッタを引きずり起こそうとした騎士がぎょっと動きを止めた。貴族たちのざわめきが波を引くように静まっていく。

「俺が話す。下がれ」

「は……はっ」

　慌てたように手を離して騎士が下がっていく。ニコレッタは幾度か咳き込み、恐る恐る顔をあげた。

　ファウストが、ワイングラスを持ったまま目の前に立っていた。

「毒……というのは、このワインに毒が入っているという意味か？」

　ずしんと響くような低い声は初めて聞くはずなのに、何故か泣き出してしまいたいような気持になった。下唇を噛みしめて頷くと、ファウストはすっと目を細めた。

「何故分かった」

「みっ、視たので」

「視た……」

　小さく繰り返したファウストが、ゆっくりと笑みを浮かべる。

「未来視の聖女。こんなところにいたか」

（えっ、私のこと知ってるの？）

「確か……『ものを食べている時』に限り『三十秒先の未来』まで見通せる、だったな」

　確認するような言葉にぎくりと肩が揺れた。城の大半が忘れ去っているような自分の能力をファウストが知っていることに驚いたのと同時に、恥ずかしくてたまらなくなる。

「そ、そうです……他の聖女様に比べたら取るに足りない力ですが」

「どこがだ？　たった今、俺の命を救ったのに」

「え」

　はっと顔を上げると、いつの間にかファウストが膝をついてニコレッタを覗き込んでいた。赤い瞳はまるで獲物を見定めるように細められている。

（やっぱり怖い……だけど、綺麗）

　思わず見惚れていると、ファウストがふいに口角を持ち上げた。

「ちょうどいい。このまま協力してもらうぞ」

「へっ」

　何が『ちょうどいい』のかさっぱり分からないが、とてつもなく不吉な予感が全身を駆け抜ける。

「あの……わ、私、失礼……ひゃあっ!?」

　ぎくしゃくと逃げようとしたが既に遅かった。伸びてきた腕に引き寄せられたかと思うと、あっという間にニコレッタは逞しい腕に背と膝裏をがっちりと抱えられていた。いわゆるお姫様抱っこである。

　ファウストはニコレッタを抱き抱えたまま、軽やかに身を翻すと王族席へと向き直った。

「私は、この者を我が婚約者といたします」

　第二王子の宣言は静まり返っていた大広間の隅々にまで響き、貴族たちに無音の衝撃をもたらした。最もショックを受けたニコレッタは、真っ白になった頭の中で同じ言葉ばかりを幾度も繰り返していた。

（なんで、なんで、なんで……!?）

「何故ですか!?」

　ニコレッタの思考をなぞったような声をあげたのは、アンナマリアだった。華奢な全身をわなわなと震わせ、いつも穏やかな笑みを浮かべている顔は険しく歪んでいる。

「その者は生まれも卑しく、私たち聖女の足元にも及ばない矮小な能力しか持ち合わせてはおりません！　見た目だって……お傍に置いては恥にしかなりませんわ」

（アンナマリア、様……？）

　投げつけられた言葉が刃のように胸に突き刺さり、思わず瞬く。ニコレッタを睨むアンナマリアの瞳は、これまでに飽きるほど向けられた他の聖女からの侮蔑のまなざしと同じ色をしていた。呆然とするニコレッタからふいと視線を逸らすと、アンナマリアは慈愛に満ちた表情を浮かべてファウストに近寄った。

「殿下の伴侶にふさわしい者はここにおります。どうか……」

「ここにいる聖女の中でもっとも俺にふさわしいのはこれだ」

　冷たく言い切ったファウストに、手を伸ばしかけていたアンナマリアが動きを止める。

「何しろ――どう見ても、この身体が一番抱き心地が良い」

　ファウストはニコレッタを抱く腕に力を込めると、これ見よがしに胸元に頬をすり寄せた。どこか野生的で甘い香りとともに艶やかな黒髪が頬をくすぐり、ぞくりと背筋に妙な感覚が走る。

「ひゃあっ」

　思わず変な声が出て、慌てて口を押さえる。そろりと視線をやると、アンナマリアは真っ赤な顔を歪めて立ち尽くしていた。

「ふふ……ほほほほほほ」

　なんとも言えない空気を破ったのは、笑いながら立ち上がった王妃だった。

「殿下自らが選んだならば、平民だろうと矮小な能力だろうと祝福します。……まこと、ふさわしい相手をお選びになったこと」

　王妃と第二王子の視線がぶつかりあう。赤い瞳を伏せたファウストは恭しく頭を下げた。

「感謝いたします、王妃陛下」






　　　◆






　ニコレッタは広く豪華な部屋の真ん中に立ったまま途方に暮れていた。

　大広間での宣言の後、呆然としているうちに連れ去られた先は浴室だった。問答無用で湯の中に放り込まれてメイドたちに磨き上げられ、あれこれ塗りたくられた挙句に連れてこられたのは、王族が住まう区画の一室だ。壁にかけられたやたらと誰だか分からない肖像画や天蓋付きのベッドにぽかんとしているうちにドアが閉められ、気づけば取り残されていた。

（とんでもないことになってしまった……）

　もしかしなくても、ここは第二王子の居室ではないだろうか。そう考えてしまってニコレッタはぶるっと全身を震わせた。

　怖い。そして、きつい。

　ニコレッタが着せられているのはやたらと薄いナイトドレスだけだった。サイズが合わないものを無理に着せられているのか、胸元を締め付けるリボンが息苦しくてたまらない。できれば元の聖衣に着替えたいが、どこかへ持ち去られてしまっていた。

（多分、もう捨てられてるだろうな……せっかく非常食用のポケットつけたのに）

　香油を塗られた髪からはバニラのような甘い匂いが漂ってきて食欲を刺激される。どこかに食べ物がないかきょろきょろしていると、前触れもなくドアが開いた。

「……ああ、いたのか」

　入ってきたのはやはりファウストだった。風呂上がりなのか、湿り気を帯びた髪を垂らしてバスローブを羽織っている。下にはトラウザーズを穿いているようだった。

「ひっ……っ！」

　ニコレッタは飛び上がり、振り向きながら床に這いつくばった。分厚い絨毯に顔を埋めるようにして必死に頭を下げる。

「すすすすみません！　勝手に入り込んで大変な失礼を……っ」

「顔を上げろ。お前をここに呼んだのは俺だ」

　恐る恐る顔をあげるニコレッタの前を横切って、ファウストはベッドに腰を下ろした。

「いつまでそこにいるつもりだ？　こっちへ来い、我が婚約者殿」

「ひぇっ」

　辺りを見回したが、広い部屋には他に誰もいない。ニコレッタはそろそろ立ち上がってベッドに近づくと、距離をとって腰掛けた。おそるおそるファウストの方を見ると、第二王子は頬杖をついてじっとこちらを見ている。目が合いそうになり、慌てて顔を伏せた。

「綺麗な肌をしているな。白く抜けるようだ」

「はっ、はい、あんまり日に焼けない体質で……王子様も綺麗な肌の色を、あ」

　緊張のあまり考えていたことがそのまま口から飛び出してしまったことに気づき、咄嗟に口ごもる。ひやりと背筋が冷えた時、くつくつと笑い声が聞こえた。

「俺の肌は綺麗か」

（怒って……ない？）

　思わずほっと安堵の息をつきそうになり、何とか呑み込む。

「綺麗……だと思います。珍しい色ですけど……」

「移民の母譲りだ。……知っているだろうが」

　声が近く聞こえたかと思うと、不意に肩を抱かれた。いつの間にか距離を詰めてきていたファウストが至近距離で甘い微笑みを浮かべる。

「ところで、婚約の印は指輪がいいか？　それとも腕輪か。好きなように作ってやる」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　何とか腕から逃れようともがきながら、ニコレッタはおずおずと言った。

「あのですね……そろそろ訂正しておかないと、皆本気にしちゃいますよ」

「訂正？　何を？」

「ですから、そのう……こ、婚約者のことです。私なんかを選ぶなんて冗談を言うのは、あまり良くないかと……」

「俺はいたって本気だが」

　ニコレッタは心底困り果ててファウストを見つめた。

「なんで私なんですか……」

「言っただろう、お前の身体が一番抱き心地が良さそうだからだと。……ああ、あと」

　ファウストはにやりと笑みを浮かべ、ニコレッタを指さした。

「その顔も気に入った。ピーナによく似ている」

「ピーナ様とはどなたですか？」

「あちらで飼っているノールバインだ。俺によく懐いていてな」

　ノールバインは厳しい土地に生息する四つ足の大型動物だ。強靭な体と穏やかな性格から、辺境では荷物の運搬や騎乗用として広く飼育されている。

（要するにペットに似てるからって理由……？）

「あの……それならやっぱりお嫁さんは他の聖女様の方が良いと思います。いくらでも王子様にふさわしい方がいらっしゃいますよ、アンナマリア様とか！」

　思い切って言った後で（不敬!?）とびくびくしたが、ファウストは怒り出すこともなく首を傾げた。

「アンナマリア？　誰だ？」

「誰って、治癒の聖女様ですよ。妖精みたいに細くて、ピンクの髪の……」

「ピンク……ああ」

　ようやく思い当たったらしいファウストに、ニコレッタは勢い込んで畳みかけた。

「アンナマリア様は本当に素敵な方です。能力もすごい上に身も心も美しいんですよ。いつも優しくて、私を庇ってくださって」

「あれが？」

　ファウストは眉をひそめて吐き捨てた。

「記憶が確かなら、あの女は俺の目の前でお前をさんざんに謗っていたが」

　夜会の時のアンナマリアの言葉が鮮やかに蘇り、ニコレッタは俯いた。

「あれは……謗るとかじゃなくて……本当のこと、なので」

　そうだ。平民なのも、能力が微妙なのも、太っていて見た目が悪いのもただの事実だ。

　分かっているのに、アンナマリアの冷たい瞳が脳裏にこびりついて胸が冷たくなる。

「いずれにしろ、その女に興味はない」

「ひゃっ……」

　軽く肩を押されたかと思うと、ニコレッタはベッドに押し倒されていた。

「全員の前で宣言したんだ。今更、やはり私が、などと申し出てくる聖女はいない」

　ふかふかのベッドに感動する間もなく、身体の両脇に手をついてファウストが覗き込んでくる。至近距離から赤い瞳に見つめられて、心臓がにわかにうるさく鳴り始めた。

「もう諦めろ。俺の婚約者はお前だ」

「は……はい」

　仰向けになってファウストを見上げたまま、ニコレッタはぎくしゃくと頷いた。こんな近くで異性と見つめ合うなんて未知の体験だ。どうしていいのかさっぱり分からない。

「わ、分かりました。それでは、王子様もお疲れでしょうしそろそろ失礼を……」

「この部屋から出すつもりはないが」

「か、勘弁してくださいぃ……私なんかがいていい場所ではないです」

「何故嫌がる？　ここは王族用の客室だ、居心地は良いぞ」

「だって広すぎるし、置いてるもの全部高そうだし、あの壁の肖像画なんてリアルすぎて見られてるような気がするんです」

　ファウストの片方の眉がぴくりと跳ねた。

「存外鋭いな」

「へ？」

「いや。……周りなど気にならんようにしてやろう」

　言葉とともに胸元のリボンがするりと解かれた。ふっと呼吸が楽になり、申し訳程度に身体を覆っていたナイトドレスがあっさり左右に開く。

「ひゃああっ!?」

　押さえつけられていた胸がこぼれそうになり、ニコレッタは慌てて両腕で胸元を隠した。羞恥で頭がかっと熱くなる。

「隠すな」

「とっ、とんでもない……！　わた、私の身体などっ、お目汚しでっ」

「言っただろう。俺はお前の身体が気に入った」

　ファウストの長い黒髪が頬をくすぐる。耳元で囁かれる声は低く艶めかしくて、なんだか頭がぼうっとしてきた。

「ふ、太ってますから……」

「これは豊満と言うんだ。……王宮の女はみな痩せすぎだ。掴むだけで折れてしまいそうで、触れる気にもならん」

　しなやかで大きな手がナイトドレスを払い、肩を包み込むように触れる。伝わってくる感触と温もりに思わずびくりと震えてしまった。

「男女がベッドの上で何をするか、知っているか？」

　こちらを見つめるファウストの瞳は、獰猛な色気を秘めている。まるで肉食獣に目をつけられた獲物のような気分で、ニコレッタはごくりと喉を鳴らした。

　厨房や洗濯場などでメイドたちがひそひそと盛り上がる夜の話は聞きかじっているから、ひととおりの知識は持っていた。時には人目につかない空き部屋にそっと消えていく男女を見かけたこともある。

　だが、ニコレッタにとってそれらは全て自分とはまったく関わりのないものだった。それなりにドキドキはしたけれど現実感はなく、いつかは自分も体験する、などということは考えたこともなかった。

（確か……初めてはすごく痛くて、だけど男の人次第で天国に行けるとかなんとか）

「……おい？　まさか、まったく知らないんじゃないだろうな」

「いっ、いえ……存じてます！　なんとなくは……」

　慌てて首を振ると、ファウストは瞬いてからふっと笑った。先ほどまで見せていたどこか獰猛なものではなく、驚くほど柔らかいその微笑みはニコレッタの胸にすとんと落ちて熱を持った。

「なんとなくか。なら、俺に身を任せてろ」

「は……はい」

　肩を包んでいたファウストの手がいったん離れ、首筋に唇が押し当てられた。

「ひゃっ」

　ぬるりとした感触と熱にぞわぞわと痺れのようなものが駆け抜け、思わず声が漏れる。そのまま唇が滑れば、痺れは身体に広がっていった。ぼうっとしているうちに両手首を掴まれ、気づけば隠していたはずの胸を晒してしまっていた。

「あっ、あの……」

「やはりいい。俺の好みの身体つきだ」

　ため息をつくように呟くファウストの顔が恥ずかしくて見られず、ニコレッタはぎゅっと目をつぶった。大きな手が胸に触れ、掬い上げるように包み込む。

（ドキドキしすぎて、王子様に聞こえちゃいそう）

　そんなことを考えた直後、ふいに右胸の先端をぬるりとしたものが覆った。

「あっ……」

　突然走った刺激は強烈だった。思わず目を開くと、ファウストが先端にかぶりついていた。あまりにも淫靡な光景にひゅっと息を呑む。

（食べられる）

　咄嗟に浮かんだ思考を新たな刺激がかき消した。胸先をしゃぶられ、吸われ、強すぎる刺激を何とか受け流そうと身をよじる。

「だ、駄目、駄目です、なんか、なんか変」

「敏感だな。そのまま素直に気持ちよくなっていろ」

（気持ち……いい？）

　生まれて初めて感じる快楽に、どうしていいのか分からなくなる。何かを考えようにも、今度は左胸を咥えこまれて弄ばれた。右胸の方は指でつままれ、転がされ、両方の刺激にニコレッタはひたすら翻弄された。

「お、王子様、おうじさま」

「名を呼べ。ファウストだ」

「ふぁ、ファウスト、さま」

　もうやめてほしい。制するつもりが全く手に力が入らず、ただ力なく空をかくだけになってしまう。

「もう、やめ……んっ」

　やっと胸が解放されたかと思うと、腹を滑り降りた手が足の付け根に滑り込んでニコレッタは愕然とした。

「駄目、駄目です、そんなところっ」

「力を抜いていろ」

　囁かれた声は少し掠れていて、お腹の底がじくりと疼く。自分でもまともに触れたことのないところに指が入り込んだ瞬間、今までとは比べ物にならないほど強い快感がびりっと走り抜けた。

「あぁっ……！」

　わななくニコレッタの指先がローブを掴む。わけも分からずぎゅっとローブに縋りつくニコレッタの背にファウストが腕を回して抱き寄せた。その間も不埒な手は花芽を探り当て、巧みに刺激を与えている。

「ん、ん、そこ、変です、怖いっ」

　自分の身体のはずなのに何がどうなっているのか分からない。強烈すぎる快感に押し流され、目の前の身体に縋りついて喘いだ。

「大丈夫だ。素直に身を任せろ……ニコレッタ」
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　名を呼ばれた――と思った瞬間、ひときわ強い快感が全身を貫いた。

「あ、あああっ……！」

　身体が大きくしなり、お腹の奥深くがびくびくっと震えたのが分かった。頭が真っ白になり、全身から力が抜ける。荒い息をつきながら、ニコレッタは呆然と瞬いた。

（私の名前、いつの間に知ってたんだろう……）

　ぼんやりと見上げると、ファウストは壁の方へ鋭い目つきを向けていた。

　視線の先には例の肖像画がある。ニコレッタもつられて眺め、ふと瞬いた。

（あれ……なんだか……）

「まだ視線を感じるか？」

　ファウストの問いに、ニコレッタは不思議に思いながらもゆるゆると首を横に振った。

「いえ……今は何も。それどころじゃなかったですし」

　ニコレッタの答えに、ファウストはおかしそうに笑った。

「やはり、見かけによらず鋭いな」

「へ？　どういう、っくしゅ」

　火照って汗ばんだ肌に夜気を感じ、くしゃみが出た。軽く眉をあげたファウストは、身を起こすと自らのローブの紐をほどき、無造作に脱ぎ捨てた。なにも身に着けていないたくましい上半身が露わになり、ニコレッタはぎくりと身をこわばらせた。

（そうだ、今からが本番なんだ）

　ふわふわした気持ちは一瞬で吹き飛び、頭の中で「初めてはすごく痛い」という言葉がどうしようもなくのしかかってくる。

（すごく痛いってどのくらいなんだろう。怖い……）

　こみ上げる恐怖心を必死で押し殺しながらぎゅっと唇を噛んだ時――ばさり、とローブがニコレッタの身体にかけられた。

「その格好では寒いだろう。着ていろ」

「へっ……」

　ファウストはぽかんとするニコレッタの横に寝そべり、ローブごと身体を包み込むように抱き寄せた。

「今夜はこのまま、抱き枕になれ」

「で、でも、あの」

「怯える女を抱くつもりはない。――観客も退散したしな」

「観客……？」

　ファウストの赤い瞳がつい、と壁の肖像画へと流れる。

「もう気配はなくなったが――さっきまで、あの肖像画に隠された穴から誰かがこちらを覗いていた」

「は……は、はい？」

「お前の感覚は正しかったというわけだ」

　言葉の意味を理解すると同時に、心臓が飛び跳ねて顔から火を噴きそうになった。

（さっきまでの、全部見られてた!?）

「だ、だ、誰が……!?」

「王族が住まう区画にある客室を覗ける者など限られている。王妃か、もしくはカルロあたりか……それらの息のかかった者だろう」

　あげられた名前に心臓がもう一度ひっくり返りそうになる。

「そんな高貴な方々が、なんで……」

「俺の真意を確認したかった、というところか」

　ファウストは皮肉げな笑みを浮かべた。

「もしお前に興味がないと見て取ったら、改めて他の聖女どもを婚約者として送り込むつもりだろう。まったく、勘弁願いたいものだ」

（聖女ども、って……）

　吐き捨てるような語調に身をすくめながらも、ニコレッタは首を傾げた。

「あの……どうしてそこまで聖女様たちを嫌うんですか？　どの方も高位貴族のご令嬢でお美しいですし、私と違ってファウスト様のお役に立つすごい能力ばかりなのに」

　思い切って尋ねると、ファウストは頬杖をついてニコレッタを見つめた。

「どれほど美しかろうが強い能力を持っていようが、蛇を寝所に引き入れる趣味はない」

「蛇なんて、そんな言い方……」

「ただの蛇ならいざ知らず、毒蛇ならば命取りだ」

　淡々と呟くファウストの声音は酷く冷たくて、ニコレッタは息を呑んだ。少し遅れて、王子の言葉が持つ意味に気づいて背筋がぞっと冷たくなる。

「あの……もしかして、その、ファウスト様は……」

　何度かつばを飲み込み、やっとのことでその先の言葉を押し出す。

「まさか……聖女のどなたかが、ファウスト様に毒を盛ったと疑っているのですか？」

　ファウストは瞬くと、片方の頬だけを軽く持ち上げた。

「思ったより頭の回転が速いな」

「えっ、ありがとうございます……？」

（……褒められたんだよね？）

　反応に窮していると、ファウストは軽く肩をすくめた。

「疑ってはいない」

　ほっと息を吐いた次の瞬間、さらりと続けられた言葉に凍り付く。

「確信を持っている。今夜、俺に毒を盛ったのは間違いなく聖女の誰かだとな」
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　目を覚ますと、広いベッドには既にファウストの姿はなかった。

（お腹空いた……部屋を出てもいいのかな）

　昨日から何も食べていないお腹を抱えてどうしたらいいのか悩んでいると、計ったようにドアがノックされた。

「おはようございまーす。入っていいですか？　入りますよ」

　返事をする間もなくドアが開き、背の高い騎士がカートを押しながら入ってきた。カートからはふわりと香ばしい匂いが漂ってくる。

（こ、この匂いは焼き立てのパン……！）

　思わず前のめりになるニコレッタの前まで、からからとカートがやってくる。カートの上には想像通り焼き立てのパンの他にスープ、サラダ、オムレツがずらりと載っていた。

「よく眠れました？　朝食を持ってきましたから、召し上がってください」

「えっ……あの、私が食べていいんですか？　第二王子様の分じゃなくて？」

　びっくりして尋ねると、騎士は人懐っこい笑みを浮かべて頷いた。

「もちろん！　あなたのために用意したものですから」

「私の……」

　食事は厨房の残り物か、アンナマリアがくれる食べ残しで済ませていたので、自分のための食事なんて久しぶりにお目にかかる。

「あのっ、い、いただきます」

　ニコレッタはローブの袖をまくり上げると、朝食に飛びついた。パンをちぎって口に含むと、小麦とバターの芳醇な香りが鼻に抜けていく。

「ふわあ……」







『それから、これは着替えです。洗濯してあるそうです』

　背の高い騎士はてきぱきとカートの下から畳まれた聖衣を取り出し、置いてくれた。








「着替えの洗濯までありがとうございます！」

「それから、これ……えっ？」

　ちょうど屈んで聖衣を取り出そうとしていた騎士が目をぱちくりさせたことで、ニコレッタは失敗に気づいた。

（……しまった、今の未来視だ）

　勝手に発動する未来視のせいで、うっかり相手の言動を先回りしてしまうことはたまにあった。気味悪がられたり変な顔をされたりしてしまうので、なるべく気を付けていたのだが、焼き立てのパンに夢中になりすぎてしまったようだ。

「す、すみません。今のは……」

「今の未来視ですね!?　すごい！」

　言い訳しようとする前に、キラキラと目を輝かせた騎士が身を乗り出してきた。

「いやあ、自分はずっと辺境にいたんで聖女様の奇跡ってやつを見たことがないんですよ！　初めて見ました、ありがとうございます！」

「いや、私の能力なんてそんな……！　未来といってもたった三十秒先ですし、私の視界に入る範囲しか見通せないし……他の聖女様に比べたら足元にも及ばないです」

「いやいや、それで殿下の危機を救ったんでしょ？　十分かっこいいじゃないですか！」

（あ、この人……昨日の未来視で視た）

　よく見ると、毒に倒れたファウストに真っ先に駆け寄った人物だ。必死な顔で王子を助け起こしていた姿とは別人のように軽い雰囲気でニコニコしている。

「自分はジャンといって、殿下の随従を務めています」

「随従……護衛の方ってことですか？」

　確かに強そう、と思いながら尋ねると、騎士は朗らかに笑った。

「殿下に護衛なんて必要ないですよ！　鬼のように強い上に獣より敏感ですし、自分など足元にも及びません」

「そ、そうなんですね」

「自分は身の回りのお世話などを務めています。それで、婚約者様のお名前は？」

　さらりと言われた「婚約者」に、オムレツを吹き出しそうになった。

「ニコレッタです……様なんてもったいないです、私は平民なので」

「じゃあ、ニコレッタさんって呼ばせてもらいますね」

（ジャンさんって、なんだか懐っこい大きな犬みたいな人だな）

　ジャンの笑顔に癒されたのもつかの間、ニコレッタはハッとして青ざめた。

（そういえば、洗濯のお手伝いに行けてない……！　メイド長はきっとカンカンだろうな。朝食の仕込みも行けなかったし、アンナマリア様のお部屋の掃除も……）

「あの、ご飯を食べたら戻りますね。私なんかが王族専用の部屋にずっといるのも……」

　そわそわしながら言うと、ジャンは朗らかに手を振った。

「ご心配なく！　ニコレッタさんはもう殿下の婚約者なので、今日からここで過ごすように殿下が手配されてますから」

「ひえっ」

「一応、隣の部屋がニコレッタさんのお部屋になります。こことはドアで繋がってますから、どちらの部屋でも、お好きに過ごしてください」

「好きに……と言われても……」

　昨日からあまりに状況が変化しすぎていて、まったくついていけない。広い部屋は未だに落ち着かず、日課の雑用をすっぽかしたことも気になって仕方なかった。

「とりあえず、聖女宮にいってお荷物をとってくるというのはどうでしょうか？」

「えっ、ここから出てもいいんですか？」

「もちろんです！　荷物を運ぶお手伝いなら任せてください」

「だ、大丈夫です、私の荷物なんて着替えくらいなので」

　ニコレッタは急いで食事をかきこみながら、ため息をついた。

（聖女宮に戻る前に、料理長とメイド長に謝りに行かないと。怒られるんだろうな）

　――だが、洗濯場でも厨房でもニコレッタが叱られることはなかった。それどころか、メイド長も料理長も引きつったような笑みを浮かべて「いつも感謝しております」とぺこぺこと頭を下げられて大いに戸惑った。今からでも何か手伝おうと袖をまくれば「滅相もない」と追い出されてしまった。

（やることがなくなっちゃった……）

　途方に暮れながらも物置小屋へ戻ったニコレッタは、ドアを開けて立ち尽くした。

　大して広くもない部屋の中は徹底的に荒らされていた。着替えの聖衣はズタズタに切り裂かれ、床に散らばっている。裏庭で拾い集めて保存しておいたクルヴァンの実も瓶ごと床に叩きつけられ、粉々に踏みにじられていた。ベッドの上には濁った汚水がぶち撒けられ、切り裂かれたシーツを縫い止めるようにナイフが突き立っていた。

「……」

　ちょっとした嫌がらせならいくらでも経験してきた。足を引っかけられたり、クスクス笑われたり、服を汚されたり、そんなことはすっかり慣れっこだった。

　けれど、ここまでやられたのは初めてだ。ベッドに突き立てられたまま残されたナイフから伝わってくる明確な悪意に、背筋が冷たくなった。

（どうしよう……）

「まあ、酷い」

　ふいに場違いなほど軽やかな声がして、びくりと肩が跳ねた。振り返ると、驚くほど近くにアンナマリアが立っていた。

「これじゃ、もうこの部屋は使えないわね。ニコレッタ、可哀そうに」

「アンナマリア様！」

　ニコレッタは慌てて向き直り、頭を下げた。

「今朝はお掃除に伺えなくて、申し訳ありません」

「まあ、やめてちょうだい？　ファウスト様の婚約者に頭を下げさせているなんて、誰かに見られたら困ってしまうじゃない」

「す……すみません」

　おずおずと顔を上げると、アンナマリアは笑顔でニコレッタを見つめていた。

「昨日はとっても驚いたわね。まさか、あなたがファウスト様に選ばれるなんて」

「は、はい。私もどうしてこんなことになったのかさっぱり……」

「あなたが心配だわ、ニコレッタ」

　アンナマリアは長いまつげを伏せて、吐息をもらした。

「ファウスト様の隣に立つ妃には求められるものが多いの。分かるかしら？」

「求められるもの……ですか」

「まず身分と財力。それに品位。もちろん強い能力もなくてはならないもの。そして、なんと言ってもあの方にふさわしい容姿」

　アンナマリアはほっそりとした指を順に折っていき、小首をかしげてみせた。

「ね？　あなたにはどれ一つない。お役に立てないばかりか、ファウスト様の足を引っ張ることになるわ。そしてあなたが至らないと責められることになるでしょう」

　柔らかな口調も穏やかな笑顔も、いつもの慈愛に満ちたアンナマリアそのままだ。けれど緑の瞳は冷たくニコレッタを射抜いていた。

「ねえ、ニコレッタ。ファウスト殿下の婚約者は辞退しなさい」

「えっ……!?　で、でも、王妃様が」

　驚いて目を見開くと、アンナマリアはコロコロと笑った。

「あなたが到底務まらないと泣いて縋れば、王妃様だって考慮してくださるわよ。私も口添えしてあげる」

「アンナマリア様が……？」

「ええ。あなたを助けたいもの」

　聖衣の裾をぎゅっと握りしめてニコレッタは俯いた。

　頭では、ここで頷くべきだと分かっている。アンナマリアの言うとおり、ニコレッタはどこからどう見てもファウストにはふさわしくないということは分かっているのだ。

（私なんかより、他の聖女様の方が……）

　胸にちくりと痛みを覚えた時、昨晩のファウストの言葉が脳裏によみがえった。

（毒……そうだ、聖女様の誰かがファウスト様のお命を狙ってるんだった！）

　ファウストの命を狙う者が婚約者になってしまったら、今度こそ大変なことになる。苦しみながら倒れたファウストの姿が脳裏をよぎり、気づけば勝手に口が動いていた。

「辞退はしません」

「……なんですって？」

　アンナマリアの笑みにぴしりとひびが入った。鋭さを増す緑の瞳に震えながらも、ニコレッタは懸命にその瞳を見返した。

「心配してくださっていることには感謝します。ですが……どうか、このままで」

「まさか、王子妃の座が惜しいのかしら？　平民ならば仕方ないかもしれないけれど、分不相応な夢は見ても虚しいだけよ？」

「ち、違います……！　その……」

「一晩情けをいただいただけでも光栄なことだと思って、身を引くのがあなたのためなの」

　ニコレッタは唇を噛んだ。

（せめて、誰がファウスト様に毒を盛ったのか分かれば……そうだ、いっそアンナマリア様にも事情を説明したほうがいいのかも）

「あの、実は……」

　思い切って口を開いた瞬間――伸びてきた手が乱暴にニコレッタを突き飛ばした。

「えっ……!?」

　一瞬の浮遊感の後、荒れた部屋の床に倒れ込んでしまう。咄嗟に床についた手にガラス片が突き刺さり、鋭い痛みが走った。

「痛っ……」

「――本っ当に忌々しいんだから！」

　部屋に入ってきたアンナマリアが後ろ手にドアを閉めて吐き捨てた。こちらを見下ろす顔にはもはや笑みのかけらすら残っていない。

「この愚鈍！　私がそうなさいと言えば即座に頷けばいいのよ！」

「あ、アンナマリア様……？」

　愕然として見上げた先で、アンナマリアは大きくため息をついた。

「ああ、やっぱり平民は駄目ね。図々しくて浅ましくて……汚らしいったらないわ」

「どうしたんですか……？　いつもはあんなにお優しいのに」

　引きつった喉で何とか声を絞り出すと、アンナマリアは呆れたような顔になった。

「そうよ？　私だけがあなたに構ってあげたものね。適当に庇ってあげて、残飯をあげるだけで目をキラキラさせて。本当、単純なのねえ」

　そこにいるのはいつもの慈悲深いアンナマリアとはまるで別人だった。心が冷たくなっていくのを感じながらも、どこかで納得してしまう自分がいることに気づく。

（……ああ、やっぱりわざとだったんだ）

　慈愛に満ちた言葉に潜む棘や、優しい笑顔に見え隠れする冷たいまなざしが今更になってありありと思い出され、ニコレッタはうなだれた。

「ふふっ、それにしても本当にコロコロ転がったわね！　腕も足も丸太みたい。そんなにだらしない身体をファウスト様に晒したなんて、恥ずかしくないの？」

　鈴を転がすような笑い声が突き刺さり、頬が羞恥に熱くなる。

（平民で醜い私に、何の見返りもなく優しくしてくれる人なんているわけなかった）

「ファウスト殿下だって、ちょっと毛色が違うから興味を持っただけでしょう。抱き心地が良さそうだなんて、まるで娼婦扱いね。ああ違った、ペット扱いだったわ」

（……え？）

「良かったわねえ、ピーナ様に似ているおかげでお目に留まることができて。ノールバインはその辺の草を食べるんでしょう？　木の実ばかりかじってるところもそっくり」

　ニコレッタがファウストの飼っているノールバインに似ている、という話は寝所で語られたことだ。その話を知っているということは――

「……アンナマリア様が覗いてたんですか」

　ぽろりと口からこぼれた言葉に、アンナマリアがぎくりと固まった。一瞬だけ焦りの表情を浮かべた顔が見る間に怒りに染まる。

「何よ……見られてるって気づいてたの!?　それなのにあんな風に乱れるなんて、汚らしい！　淫乱！」

　つかつかと近づいてきたアンナマリアは、ニコレッタの頬を思いきり張り飛ばした。

「あっ……！」

　よけきれず、ニコレッタはガラス片だらけの床に転がった。視界が明滅して口の中にじわりと血の味が広がる。身体を起こす間もなく、床に突いた手を思いきり踏みにじられた。

「う……っ」

「本当に、あなたにはイライラさせられっぱなし！　昨日から私の邪魔をしてばかり……夜会に留まらせてあげるなんて言うんじゃなかった！」

　一言ごとに力が込められ、ヒールが手の甲を抉る。ニコレッタは起き上がる余裕もなく、必死になって痛みに耐えた。

「あなたが余計なことをしなければ、私がファウスト様の婚約者になるはずだったのに！　私の見せ場を横取りするなんて、なんて卑しいの！」

（見せ場？　横取り……？）

　アンナマリアが何をそこまで激高しているのか分からないまま、意識が遠のきそうになった時――ドアが勢いよく蹴り開けられた。

「えっ？　きゃっ……！」

　振り返ったアンナマリアが乱暴に突き飛ばされ、よろめいてあとずさる。ニコレッタは顔を上げ、入ってきた人物に驚いて瞬いた。

「ふ、ファウスト様……どうしてここに」

　ファウストはアンナマリアには目もくれず大股で歩み寄ると、ボロボロになったニコレッタを抱き上げた。身体からパラパラと血とガラス片がこぼれる。

「痛むだろうが我慢しろ」

「血が付きます……」

「くだらんことを気にするな」

「申し訳ありません、ファウスト様！」

　そのまま踵を返したファウストに、アンナマリアが追いすがった。

「嫉妬してしまったのです。あなた様のご寵愛を受けたその者に……ですが、どうかご再考くださいませ」

　ファウストに縋るアンナマリアは涙を浮かべ、はかなげな雰囲気を纏っていた。

「私では駄目ですか？　肉をつけろというならばいくらでもつけます。殿下をお慰めできるよう、励みますわ」

　ファウストの腕にほっそりとした手を絡ませて、アンナマリアは甘い声音で囁いた。

「それに私はラウリーニ伯爵家の娘。きっと殿下とエヴァ様のお力になれますわ。もう辺境にお戻りになる必要などありません。身の程知らずな孤児の娘などより、私を……」

「離せ」

　短い一言は胸に響くような重みがあった。アンナマリアがびくりと手を引く。ファウストは温度の無い瞳をアンナマリアに向けた。

「お前が太ろうが痩せようがどうでもいい」

「なっ……！」

　アンナマリアの顔がかっと赤く染まる。

「壁の裏で聞いていただろう？　お前に興味はないし、婚約者の変更もなしだ」

「ファウスト殿下、あなたは騙されておられます！」

　わなわなと震えながらも、アンナマリアは歩き出そうとするファウストに縋った。

「ニコレッタが見える未来はわずか三十秒なのですよ！　殿下の杯に毒を盛られていたことを見破ったそうですが、そんなに都合よく未来が視えるとは思えません！」

「……それで？」

「ですから、毒を入れたのはニコレッタです！」

（えっ……!?）

　悲痛な告発は意識を飛ばしかけていたニコレッタにも聞こえた。ぎょっとして閉じかけた目を開けた途端、鋭い痛みが走る。

　痛みにうめくニコレッタを勝ち誇った目で見やり、アンナマリアはさらに訴えた。

「きっと自作自演で殿下の気を惹こうとしたのですわ。ファウスト様、こんな稚拙な企みに惑わされないで」

「……面白い」

　アンナマリアを一瞥し、ファウストは獰猛な笑みを浮かべた。

「実に面白い。鏡に映った自分を罵倒する趣味があるとはな」

「……は、」

　アンナマリアが息を呑んで凍りつく。驚愕に見開かれた瞳を真正面から見据え、笑みを消したファウストはずしりと重みのある言葉を投げつけた。

「自身の能力を誇示するために王族の杯に毒を盛るなど、愚かの極み。有力な貴族の娘だろうが、貴重な能力を持つ聖女だろうが、斬り捨てられても文句は言えんぞ」

「ひっ……」

「これ以上続けるか？」

　見る見るうちに真っ青になったアンナマリアは、力なくその場にへたり込んだ。

「私は……殿下、お許しください……」

　ファウストは縋りつくアンナマリアを一顧だにせず、大股で歩き出した。

（……また、ファウスト様に助けていただいた）

　昨日と同じたくましい腕の感触にほっとしながら、ニコレッタは意識を手放した。

















間章　第二王子の思惑












　ファウストが眠るニコレッタの手当てを終えた時、ドアがノックされた。

「ジャンです、入りますよー」

「ああ」

　入ってきたジャンは、血のついた手を拭うファウストを見て眉を下げた。

「殿下が処置しちゃったんですか？　言ってくだされば医者を呼んだのに」

「手当てなら慣れてる。それに、王宮の医者など信用できるか」

「それは確かに。ニコレッタさんは？」

「痛み止めをのませた。今は眠っている」

「傷が残らないといいですね」

　ジャンは心配そうに天蓋の下ろされたベッドをチラチラ見ている。

（昨日の今日で、ずいぶん仲良くなったんだな）

　なぜかそう口走りそうになり、思い直して呑み込んだ。代わりに視線で報告を促すと、ジャンは懐から羊皮紙を取り出した。

「夜会のワインに仕込まれていた毒が分かりました。飲んだとしても命に別状のないものでしたよ。一晩ほどのたうち回って苦しむ程度でしょうか」

「悪くない。王妃の杯と入れ替えておけばよかった」

「あっははは、面白い冗談ですね！」

「俺はいたって本気だが」

　じろりと視線をやると、ジャンはやや大きめに咳払いした。話をごまかしたいときのこの男の癖だ。

「あー、で、結局アンナマリア嬢はどうするんですか？」

「釘は刺した。それでも懲りないようなら次の手を打つ」

「治癒の聖女でしたっけ。自分の能力をアピールするために殿下に毒を盛ったんですよね？　普通に暗殺未遂なのに、まだるっこしいですねえ」

　本当ならば、あの場で斬り捨ててやりたかった。だが、そうもいかない事情がある。

「聖女どもはみな王妃の犬だ。下手に処分して付け入る隙を与えたくない」

「露骨でしたね、どの聖女でもどうぞって。よっぽど殿下を警戒してるんですね」

　不快感が蘇り、ソファに腰を下ろしたファウストは忌々しく舌打ちした。

「まさか、まだカルロが立太子していなかったとはな。知らせがないだけでとうの昔に決まっていると思っていたが」

「第一王子は大変に素行がお悪くていらっしゃるそうですよ。手当たり次第に貴族のご令嬢に手を出して、エリーゼ様とも何度も婚約破棄になりかけたとか」

「馬鹿が」

　腹違いの兄の愚行には頭が痛くなる。苛立ちを敏感に察したジャンが手早くワインを杯に注ぎ、一口飲んでから差し出した。受け取って一気に煽る。

「目立った功績のない第一王子より、長年辺境で兵を率いて蛮族を抑え込んでいる第二王子の方が次期国王に相応しいんじゃないか、って声がじわじわ増えているらしいですよ。主に第一王子に娘を弄ばれた貴族様とか」

「都合がいい話だ。十年前、俺を移民の血を引く卑しい王子だとさんざんに蔑んでいたことは忘れたらしい」

　苛立ちを通り越して、いっそ笑いすらこぼれてしまう。

「久しぶりに戻ってはみたが、やはり王宮など屑ばかりだ。どいつもこいつも、少しでも叩ける相手ばかり探している」

「ニコレッタさんは違うじゃないですか！」

　ワインボトルを持ったジャンは、にこにこしながら空いた杯にワインを注いだ。

「いやあ、本当にニコレッタさんが夜会の場にいてくださってよかったですよね。平民で、能力も微妙だけど一応聖女認定はされている、なんてまさに理想の方です！　来る前に一応聖女様の情報は調べましたけど、あんな方がいらしたなんて知りませんでした」

「だろうな」

　ニコレッタは王宮ではほぼ忘れ去られた存在だ。王妃すら忘れていて、意外そうな顔をしていたくらいなので、辺境に情報が伝わるはずもない。

「殿下はよくご存じでしたね？」

「十年前、あれがやってきた時は少しだけ騒ぎになったからな。まだ俺が王宮にいた頃だったから、噂は耳にした」

　本当は――それだけではない。

　王宮に迷い込んだ平民の子どもが気になり、時々こっそり様子を見に行った。大人たちに邪険にされながらも雑用を言いつけられ、懸命に働く姿は、幼いながらもひたすらに前向きで、腐りそうになっていた心を勇気づけられた。

（愚直なほど素直なところは、あの頃から変わらんな）

　淡い思い出を呑み下すように、ファウストは杯を傾けた。

「王都の貴族たちには殿下に妙な野心がないことも示せたでしょうし、王妃様の手先を傍に置くこともない。万々歳です」

「まだ諦めていない奴らもいるがな。こっちはとんだ迷惑だ」

　空になった杯を置くと、ファウストは声を低めた。

「まあ、そんなことはどうでもいい。……それより、何か掴めたか」

「それが、側妃様の姿を見た者が誰もいないんですよ」

　申し訳なさそうに眉を下げると、ジャンは再び杯にワインを注いだ。

「使用人たちの中では、国王陛下の傍に侍っているという認識のようです」

「実際には王の傍に姿はなかった。たまたま席を外しているだけと言っていたが……」

　ファウストは重いため息をついた。

（さすがに王が危篤という状況ならば、ひと目だけでも会えると思っていたが……やはり、どこかに幽閉されているか）

　今回、辺境からジャンを連れてきたのは、部下の中でもっとも情報収集が得意だったからだ。よく気が回り愛想のいいジャンはどんなところでもすぐに周囲と打ち解け、入り込むことを得意としている。それは、今回のファウストの目的に必要な能力だった。

「王族の居住区のどこかにいらっしゃると思っていたんですが、案外そうとも限らないかもしれません。何しろ、側妃様のお顔すら知らない者の方が多いくらいですから……」

　ジャンは思いきり気まずそうな顔をしながらも、躊躇いがちに続けた。

「その、こんなことを申し上げるのは甚だ不敬だとは思うのですが……側妃様は、既にお亡くなりになっているということは」

「それはない」

　ファウストはきっぱりと言い切ってワインをぐいと飲んだ。

「王妃は一度手に入れた玩具をやすやすと手放しはしない。母も、そしてこの俺も掌の上で転がしておかねば気が済まないだろう。どちらかが死んだり目の届かぬところに行ったりすることなど、許すはずもない」

「……失礼しました。ますます気合いが入りましたよ」

　息を吐いたジャンは、ぐっと握りこぶしを作ってみせた。

「必ず手がかりはあるはずです。任せてください」

「そう信じるしかないな。引き続き頼む」

　胸元に手を当てて一礼したジャンを見やり、ファウストはもう一度ため息をもらした。

（あまり時間はない……）

　あれこれと理由をつけて父王への面会はほんの短時間で切り上げられたが、意識もうつろでほとんど意味のある会話はできなかった。おそらくもう先は長くない。王が亡くなれは王宮の状況は一変するだろう。そうなれば、目的にこだわっている場合ではない。

「どう転んだとしても、王がくたばったらとっとと王都を出るぞ」

「手配しておきます」

　きびきびと答えるジャンに頷き、ふと思いついて言い添える。

「それから、王都からある程度離れた町に家をひとつ手配しておけ。若い女が一人で暮らせるようなものだ」

「了解しま……え？」

　頷きかけたジャンが瞬いてファウストを見やった。戸惑いの視線を受け流しながら思案を巡らせる。杯を口に運んだが、中身は既に空だった。

「カルダーナかマラカあたりがいいだろう。比較的治安もいいし、気候も穏やかだ」

「ええと、一応確認ですけど……その家は誰のためなんでしょうか」

　ファウストは無言のまま、視線で天蓋の下りたベッドを示した。

「え、ええ!?　ニコレッタさんを連れていかないんですか!?」

「声が大きい」

　慌てて口を押えたジャンは、ファウストの隣に腰を下ろしてぐいと顔を近づけた。

「近い」

「何故お連れしないんですか？　選んだ理由はともかく、ニコレッタさんのこと結構気に入ってらっしゃいますよね」

　すっぱりと言い切られて、ファウストは顔をしかめた。

「何故」

「だって殿下、今日はずいぶん顔色がいいですよ。辺境を出てからずっとあった顔のクマもなくなってるし、よく眠れたのでは？」

（よく見ているな、こいつ）

　思わず舌打ちしかけて呑み込み、ファウストはジャンの手からワインボトルをむしり取って杯に注いだ。

　ローブ越しに抱きしめたニコレッタはひどく温かかった。寝付くまで傍にいるつもりが気づけば自分の方が寝入ってしまい、明け方まで夢も見ずにこんこんと眠っていた。

（……あんなに深く眠ったのは、辺境を出て以来だ）

「殿下が熟睡するのってピーナと寝てる時だけじゃないですか。よほど気を許せたってことでしょ、ニコレッタさんに」

「……ニコレッタには裏もなければ思惑もないからな。警戒する必要がない」

「ますますいいお相手じゃないですか！　殿下みたいな疑心暗鬼の塊にはぴったりですよ。ぜひこのままお嫁さんにしましょう！」

「誰が疑心暗鬼の塊だ。……俺が良くても、向こうがそうとは限らん」

　昨日、ベッドの中でニコレッタは縮こまって震えていた。冷たい肌は触れれば次第に熱を帯びたが、こちらを見上げるはちみつ色の瞳からは最後まで恐怖の色が消えなかった。

「どうやら向こうは、俺のことが心底恐ろしいらしい」

「あ、分かります。殿下は普通にしていても若干怒ってるように見えますから」

「おい」

「すみません。ですが、そこは慣れですよ。自分も慣れました！」

　にかっと笑うジャンを睨み、ファウストは杯を煽った。

「それだけじゃない。昼間の騒動でよく分かったが、あれは悪意に対してひたすら無力で無抵抗だ。……俺の傍に置くには弱すぎる」

　側妃の子であるファウストの周りには、常に悪意が渦巻いている。王宮で暮らしていた頃から幾度となく暗殺されかかり、辺境で蛮族が反乱を起こした時には死ねとばかりに追いやられた。厳しい環境と蛮族の脅威にさらされている辺境の方が王宮よりずっと落ち着ける場所だったことは皮肉なことだ。

「そこは殿下がしっかり守って差し上げれば」

「王宮にいる間はそれでいい。……だが、その後まで付き合わせる必要はない。王宮から連れ出した後は安寧に暮らせる場所を用意してやることが、俺に付き合わせるせめてもの礼だ」

　空になった杯をテーブルに置いてファウストは立ち上がった。

「少し出てくる。後は頼んだ」

「お任せください」

　ため息をついたジャンは、さっさと部屋を出ていこうとしている主の背に声をかけた。

「ところで……殿下はニコレッタさんのことを噂で知っていたっておっしゃってましたけど、もしかしてそれだけじゃないんじゃないですか？　会ったことがあるとか」

　ドアに伸ばした手が思わずぴくりと止まる。一瞬、自分が豪奢な薄暗い部屋ではなくて木陰にいるような感覚に襲われた。クルヴァンの実の香りとともに、柔らかな笑い声が耳朶の奥に響く。

「殿下を見てると、なんだかそんな気がしたんですよね。当たりました？」

（本当に、よく見ている）

「気のせいだ」

　そっけなく言い残し、ファウストはマントを翻して部屋を出ていった。

















第四章　忍び寄る悪意












　ニコレッタは木陰にしゃがみ込み、無心にクルヴァンの実を拾い集めていた。

　使用人たちが主に暮らす西の区画の外れには、ちょっとした森がある。昔は罪人が入れられていたという小さな古い塔を中心として広がるその森は、ニコレッタにとって特別な秘密の場所だった。主にクルヴァンの樹が生い茂っており、貴重な非常食となる実がたくさん拾える場所でもある。人がめったに近寄らないため、ニコレッタは一人になりたい時、いつもここを訪れていた。

　機械的に手を動かしながらも、ニコレッタの頭の中は昨晩聞いたファウストとジャンの話でいっぱいだった。

（私、辺境には連れていってもらえないんだ……）

　傷の手当てをされた後、痛み止めのせいで眠気はあったが、それ以上にアンナマリアの正体がショックで眠れなかった。うじうじ考えているうちにジャンが入ってきて、そのままふたりの会話を聞いてしまった。

　自分を婚約者にしたのは単なる気まぐれではなく、きちんと考えがあった上での決断だと分かって安心した。けれど、その先に続いた話で安心なんか吹っ飛んでしまった。

（ファウスト様は全部分かってたんだ。私がビクビク怖がってたことも、弱くて何もできない役立たずだってことも）

　アンナマリアにさんざん罵られても、言い返すことも逃げ出すこともせずにやられっぱなしだった姿を見て、ファウストはきっと呆れ果てただろう。それなのにニコレッタを助け、連れ帰って手ずから手当てまでしてくれた。丁寧に処置してもらったおかげか、一晩経っただけで身体の痛みはずいぶん引いていた。

　今、ズキズキと痛んでいるのは心の方だった。情けなくて恥ずかしくて、穴を掘って埋まりたいくらいだ。

　手元にめぼしい実がなくなったことに気づき、ニコレッタはため息をついた。重くなった袋を横に置き、膝を抱えてその場に座り込む。

（ファウスト様は全然怖い人じゃない。今まで出会った中で一番優しい人）

　役立たずで臆病なニコレッタなんて、用が済んだらその辺に放っておいたって誰も何も言いはしないだろう。ファウストは王子で、ニコレッタは平民なのだから。

　それなのに、ファウストはニコレッタを王宮から連れ出してくれると言った。それだけでなく、わざわざ治安のいい町を選んで家まで用意してくれようとしているのだ。

　ファウストが挙げていたカルダーナやマラカはどちらも豊かな都市で住みやすいらしい。きっと、辺境に行くよりずっと穏やかでのんびりと暮らせるだろう。

　それなのに、何故か――一緒に連れていってはもらえないと聞いて、ニコレッタは自分でも驚くほどがっかりしていた。

（最初はファウスト様には関わらないようにしたい、婚約者なんてやめたいと思っていたはずなのに……今は、よく分からない。私、どうしちゃったんだろう）

　頭を抱えていると、ふと風や木々のざわめきではない音が聞こえてきた。一瞬、ぎくりと身をこわばらせたが、柔らかな歌声であることに気づいてほっとする。

「……妖精の歌だ」

　誰が、どこで歌っているのかは分からないが、風の具合によって昔からたまに聞こえてくる歌を、ニコレッタは密かに「妖精の歌」と呼んでいた。

（久しぶりに聞けた。ラッキーだな）

　ニコレッタはよくここに歌を聞きに来ていた。不思議な抑揚の旋律は、へこんだ心を慰めて少しだけ元気にしてくれる。今も、歌を聞いているうちに混乱していた心は少しずつ鎮まっていった。

（そうだ……お別れする前に、せめて助けてもらった恩くらいは返したい）

　しょげていたって何も変わらない。今の自分でやれることを探すしかないのだ。

　ニコレッタはもう一度、包帯を巻かれた自分の手を見つめた。

（だけど、私にできることなんて三十秒先の未来予知くらいしかない。……他に何か、役に立てることはないんだろうか）

　頭を抱えてみたけれど、さっぱり思いつかない。しばらく考え込んでいると、微かに空気を切り裂くような音が耳に飛び込んできた。

　ハッとして耳を澄ませば、そう遠くない場所でけたたましく笑う声がして、再び鋭い音が響く。それは弓を引く音と、放たれた矢が空を裂く音だった。

（始まった……早く行かなきゃ）

　ニコレッタは身を低くすると、声から遠ざかるように急ぎ足でその場を去った。

「あれ、ニコレッタさん？」

　林を出てほっとしたところで声をかけられ、振り向くとジャンが手を振っていた。

「ジャンさん！　どうしたんですか？」

「いやあ、うろうろしてたら道に迷っちゃったんです」

　ジャンは照れたように笑った。

「王宮なんて、もう二度と来られるか分からないですからね。どこもかしこも洗練されてるから、つい見て回りたくなっちゃって」

「こっちは使用人の区画ですよ。ジャンさんのような騎士様がご覧になっても、つまらないでしょう？」

「いやいや、辺境に比べたらこの辺りだって十分綺麗ですよ！」

　朗らかに言うと、ジャンはニコレッタの後ろに視線をやった。

「だけど、その先はあんまり王宮に似つかわしくないですね。まるで森みたいですけど……動物でも放してるんですか？」

「ええ、まあ……ここから先はカルロ様専用の狩場なんです」

　ニコレッタはちらりと林の方へ視線を投げた。

「カルロ様は弓がお好きなんですよ。ですから、十年ほど前に王妃様がこの辺りをカルロ様がいつでも好きな時に楽しめる狩場になさったんです」

「へえ！　さすが、王子様ともなると自分だけの狩場があるんですねえ」

　ジャンは感心したような顔をした後で、ニコレッタに向かってにやりと笑った。

「ちなみに、殿下も弓はお得意ですよ。ノールバインを走らせながら、すばしっこい獲物の急所を悠々と射抜くんです。カルロ様とどちらがお上手でしょうね」

「どうでしょうか……」

　ニコレッタは小さく首を振った。

「カルロ様は以前……むしろ、獲物の急所は外したいとおっしゃっていました」

「えっ？　どういうことですか？」

「毒矢を使われるのです。……掠り傷を負わせた獲物が必死に逃げるうちに、毒が回って苦しむ姿を見ることが何より楽しいと……」

　あんぐりと口を開けたジャンが、隠しきれない嫌悪感を滲ませて眉をひそめた。

「それは……殿下とは大違いだ」

「カルロ様は気まぐれに狩りをなさるのですが、その際に狩場にいる者は全て獲物とみなすと仰せです。一度、手入れをしていた下働きの人間が誤って射られた時も、毒に苦しんでいる者へ狩りの邪魔をしたと激怒されました。それ以来、狩りに巻き込まれることを恐れて誰も近づかなくなったんです」

　ジャンはごしごしと顔を拭った。いつもの朗らかな様子はなく、苦いものでも呑み込んだような表情を浮かべている。

「……狂気の沙汰だな。急がないと」

　ぼそりと呟いたジャンの言葉に、ふと昨日のやり取りで気になったことを思い出した。

（そういえばファウスト様、ジャンさんに側妃様のことを調べさせていたみたいだった）

　声が低くなったのであまり聞こえなかったが、どうやらファウストは側妃がどこにいるのか知らないようなことを言っていた。

（どうしてまだお会いできてないんだろう？　何か事情があるのかな）

　思い切って聞いてみようかと思いつつも、そうすると盗み聞きしていたことを話さなければならない。ためらっているうちに、振り向いたジャンはいつもの笑顔を浮かべて話しかけてきた。

「ところで、そんな危ないところでニコレッタさんは何をしてたんですか？」

「私は……クルヴァンの実を拾いに」

「ええ!?　危ないじゃないですか！」

「カルロ様はいつも奥の方で狩りをなさいますし、弓の音が聞こえたらすぐに逃げるようにしていますから。……それに、このあたりは人がいなくて考えごとがしやすいんです」

「考えごと？」

　ジャンは瞬くと、軽く眉をあげた。

「もしかして、殿下のことで何か悩みでも？」

「えっ、いえ、その……は、はい」

　ズバリと言い当てられ、ごまかそうとして結局ごまかしきれずに頷いてしまった。ジャンはくすくすと笑い出した。

「ニコレッタさんって素直ですよねえ。殿下のことなら自分が力になれると思いますよ！　よかったら聞かせてください」

　眉を下げてにこにこ笑うジャンを見ていると、なんだか心が解れていく。ニコレッタは思い切って口を開いた。

「私、ファウスト様にお礼がしたいんです。それで、何ができるかなと考えていたんですけど……思いつかなくて」

「ははあ、なるほど。それなら、ぜひ自分からお願いしたいことがあります！」

「えっ？」

　きょとんとして顔を上げると、ジャンはいたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「ニコレッタさん、殿下に食事を作って差し上げてください」
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「失礼します……夕食を持ってきました」

　ニコレッタは緊張しながら、料理が載ったカートを押してファウストの居室のドアをくぐった。入った途端、頬杖をついて座るファウストと目が合ってぎくりとする。

「今夜の食事はお前が作ったと聞いたが」

「は、はい……厨房を借りて」

　いきなり厨房を貸せと言われた料理長は恐ろしく不機嫌だったが、ジャンとしばらく話し込んだ後は別人のように笑顔になって「食材は好きに使っていい」と言ってくれた。

（ジャンさんって、実はすごい人なのかも……）

　大型犬のようだと思ったことを申し訳なく思いつつ、ニコレッタはぎこちない手つきでファウストの前に料理の皿を並べた。

　ほかほかと湯気を立てているのは鳥肉と野菜を煮込んだシチューだ。その横にはよく焼かれたソーセージとマッシュポテト、それにパンと、カットした果物が添えてある。

「……」

　王族の夕食というよりは、どこかの宿屋で振る舞われそうな素朴な料理を、ファウストは無言で眺めた。沈黙がずしりとのしかかり、ニコレッタは身を縮めて俯いた。

「あの……すみません。ファウスト様にはふさわしくないですよね、もっと豪華なお食事の方が」

「お前も席につけ」

「へっ？」

　面食らって顔を上げると、ファウストは隣の席をトントン、と示した。

「夕食はまだ済ませていないんだろう？」

「そんな、ファウスト様と同席なんて恐れ多いです」

「婚約者だろう。何の問題もない」

　じっと見つめられ、ニコレッタは観念して恐る恐る隣の席に腰を下ろした。

「それじゃあ……失礼します」

　ファウストは小さく頷くと、スプーンを手に取った。ニコレッタがハラハラと見守る中、シチューを掬って口に運ぶ。

「どうでしょうか？　私がまともに作れる料理といったらこんな賄いくらいで」

「うまい」

　は、と目を丸くするニコレッタの前で、ファウストは勢いよくシチューを食べ始めた。

「あの……ご無理はなさらないでください。とても高貴なお方の口に合うものじゃ……」

「無理などしていない。辺境では料理に贅を凝らすなどできないから、これでも充分豪華な食事だ」

　話している間にも、料理は見る見るうちに消えていく。がっついていると言っていいほどの勢いなのに、ファウストの食事風景はあくまでも優雅だった。

「あの……お腹空いてたんですか？」

「王宮の料理は何が入っているか分からないから、あまり食べないようにしていた」

　あまりにさらりと言われ、少し遅れてはっとする。

　昨日の会話で、ファウストがどれだけ不安定な立場なのかやっと分かった。王妃やカルロのみならず、様々な思惑を抱えた貴族たちからいつ命を狙われてもおかしくないのだ。

（だからジャンさんはファウスト様の食事を作ってくれって言ったんだ）

　唐突な「お願い」の意図に気づくと同時に、何故か鼓動がとくんと跳ねた。

「ファウスト様は……私の料理は信じてくださるのですか？」

　妙にざわめく胸を押さえながら尋ねると、ファウストは少しだけ手を止めた。

「ああ」

　たった一言の返事は、ニコレッタに火を灯した。温かいようなくすぐったいような気持ちが胸を満たしていく。それは、今まで感じたことのない不思議な感覚だった。

　ニコレッタはぼうっと食事をするファウストに見惚れた。許されるなら永遠にこうして見ていたいと思っていると、ファウストがこちらを見た。

「何をしている？　お前も食べろ」

「あ……私は大丈夫です。お腹いっぱいで」

　嘘ではない。ニコレッタは今、常に感じていた空腹感がきれいさっぱりなくなっていることに気づいた。こんな風に満たされるのはいつぶりだろう。

　ほわほわしていると、眉をひそめたファウストがパンをちぎり、ニコレッタの口元へと差し出した。

「口を開けろ」

「え、ええっ？」

　面食らうニコレッタに、ファウストは意地悪な笑みを浮かべた。

「遠慮して食べられないようだからな。俺が食べさせてやる」

「そんな、遠慮とかではなく、あの」

「ほら、早くしろ」

　つん、と唇をつつかれ、思わず口を開けるとパンが押し込まれた。勢いあまって唇にファウストの指が触れる。香ばしいパンの味よりも生々しい感触に鼓動が大きく跳ねた瞬間、視界がぶれた。







　窓が大きく割れ、夜風が吹き込んでいる。テーブルの上の料理はなぎ倒され、辺りに飛び散っていた。椅子は倒れてドアの前まで転がっていて、赤く染まった右腕を押さえたファウストが黒ずくめの男と対峙していた。男の手にはべったりと血のついた短剣が握られている。ニコレッタは青ざめ、腰を抜かしてガタガタと震えていた。

『ファウスト様……わ、私を庇って』

『……逃げろ』

　ちらりと視線を投げたファウストが息を吐いた瞬間、男が地を蹴って飛び掛かり――。








「……っは!?」

　未来視から覚めた途端、ニコレッタは椅子から弾かれたように立ち上がった。たった今視た衝撃的な光景に心臓がバクバクと跳ねて、冷や汗が噴き出す。

（今の何!?　ファウスト様が怪我をなさって、襲われて）

「ニコレッタ？　どうした？」

　ただならぬ様子に異変を感じたのか、ファウストが真剣な顔になる。答えようとしたが、舌が喉に張り付いたようになって声が出ない。

（時間がない、もう来ちゃう！　窓――そうだ、窓が割れてた）

　はっと視線をやると、まさに黒い影が窓に張り付くのが見えた。

「ま、窓――」

　ニコレッタが声を絞り出したのと、ファウストが椅子を蹴って窓に向き直るのはほぼ同時だった。次の瞬間、窓を破って黒い影が部屋に飛び込んできた。抜き身の短剣を振りかぶった侵入者が、放たれた矢のようにファウストへ襲い掛かる。

「きゃあっ……！」

　ぞっと全身が冷たくなったが、重い金属音が弾けた直後、床へ転がったのは侵入者の方だった。

「暗殺にしては派手に来たな」

　落ち着き払って呟いたファウストには傷ひとつなく、手にはいつの間か抜き身の剣を携えている。反対に、床でもがく侵入者はざっくりと腕を切りつけられ、血だまりの中に短剣を取り落としてしまっていた。

「ふ、ファウスト様……」

「目を閉じていろ」

　鋭い声に慌てて顔を伏せる。重くこもった音がして、うめき声が一瞬の悲鳴に変わり、すぐに途絶えた。抑えようとしても、全身がガタガタと震えてしまう。

　聖衣の裾を握り締めていると、足音が近づいてきてすぐ傍で止まった。

　ニコレッタはそっと顔をあげた。ファウストは視界を遮るように目の前に立っていた。

「あちらは見るな。殺してはいないが、逃げないよう足の腱を切って気絶させた」

　淡々と告げるその身体のどこにも怪我がないことを見て取ると、どっと安堵が押し寄せてきた。がくんと膝の力が抜けて大きくよろめく。

「あ」

　そのままへたり込む前に、ファウストが素早く手を伸ばして身体を支えてくれた。

「す、すみません」

「俺こそすまない」

「え？」

「俺はたった今、お前の目の前で人を斬ったばかりだ」

　ニコレッタを支えたまま、ファウストは一瞬だけ苦い笑みを浮かべた。

「だが、対処できたのはお前のおかげだ。お前が窓を見なければ不意打ちを食らっていたかもしれない。感謝している」

　――侵入者が飛び込んできた瞬間、ニコレッタは自分を呪った。

　どうして迅速にファウストへ襲撃を知らせられなかったのか。声が出ずとも、せめて刃の前に飛び出してファウストを守れなかったのか。ここでファウストが傷つくならば、それは全て愚鈍で役立たずの自分のせいだ。

　けれど、ファウストはニコレッタのわずかな仕草から危機を読み取ってくれた。迅速に対処し、鮮やかに侵入者を切り伏せた。

　そして今は、ニコレッタが恐ろしいものを見ないよう気遣ってくれさえしている。

（ああ……）

　怯えがないと言えば嘘になる。けれど、身体を支えてくれる腕はニコレッタにとって安心できるものだった。

「私……さっき、腕を怪我したファウスト様を視ました」

　ニコレッタはファウストの右腕に触れた。傷があったはずの場所をそうっと撫でる。

「ここをざっくり斬られて、剣が握れなくて……ご自身が危ない状態なのに、ファウスト様は私を見て『逃げろ』っておっしゃったんです」

　幻の中で視た傷がないことを確認するように、幾度も肌を撫でさする。

「お怪我をされなくて良かった……」

「ニコレッタ」

　名を呼ばれ、顔を上げるとファウストと視線が絡まり合った。赤い瞳はどこか熱を帯びていて、とくんと心臓が跳ねる。魅入られたように見つめていると、大きな手がそっと頬に触れた。肌を滑った指が唇に触れ、なぞっていく。

「……ニコレッタ」

　もう一度、確かめるように名を呼ぶと、ファウストはニコレッタの顔から手を離した。

「これからあの者を取り調べる。せっかく用意してくれた食事なのに、すまない」

　ニコレッタは何も言えずに首を横に振った。心臓は耳から飛び出しそうなほどの音を立てて轟き、一言でも話すと爆発しそうだ。

「ゆっくり休め」

　言い残すと、ファウストは侵入者の身体を担ぎ上げて部屋から出ていった。その姿を見送ったニコレッタはふらふらと椅子に倒れ込んだ。まだ感触の残る唇に触れてみる。

　顔の熱は、しばらく冷めそうになかった。
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『……気が利かず、すまない』

　難しい表情を浮かべたファウストがニコレッタに向かって頭を下げた。

『ファウスト様、そんな……！』

『俺からのドレスは間に合わないが……せめて、これを』

　あわあわするニコレッタに、ファウストは自身が嵌めていた指輪を外して渡した。ニコレッタの手の中に、赤い宝石がはまった指輪が輝く。その宝石は、ファウストの目の色とよく似ていた。

『綺麗……』

『いいか、くれぐれも王妃には気をつけろ』








　ニコレッタはハッとして瞬いた。慌てて手元を見たけれど、そこにあるのは指輪ではなく、朝食として食べていたかじりかけのパンだ。部屋にいるのは朝食を運んできてくれたジャンだけで、ファウストの姿はなかった。

（何がどうなったら、三十秒後にファウスト様がやってきて指輪を渡されるの？）

「どうかしました？　また何か視えちゃいましたか？」

　横に控えていたジャンがわくわくしたように顔を覗き込んでくる。

「ええと……まあ、はい」

　どう説明しようか首を捻りながら頷いた時、図ったようにノックの音が聞こえた。

（ファウスト様がいらっしゃったんだ）

「私が出ます」

　ニコレッタはいそいそとドアへと向かい、ささっと髪や服を整えてからドアを開けた。

「お待たせしました、ファ……」

　目の前の人物を見て言葉が消える。そこにいたのはファウストではなく、意外な人物だった。

「早朝より突然の訪問、失礼いたします」

　会釈したのは、第一王子の婚約者であるエリーゼ・ドロエットだった。

「え、エリーゼ様……!?」

「王妃様からのご伝言をお伝えしに参りました」

　身体の前で手を重ね、背筋をすらりと伸ばしたエリーゼは目にかかるほどの白金の髪の奥で視線を伏せ、ニコレッタの顔を見ないまま淡々と告げた。

「王妃様は本日の午後、あなたをお茶の席に招かれるそうです」

「お、王妃様のお茶の席に……私が!?」

　ニコレッタは仰天して瞬いた。背後でジャンが何かを取り落としたらしくけたたましい音がしたが、振り返る余裕すらない。

「第二王子ファウスト様の婚約者となったニコレッタ様と言葉を交わしたいと仰せです。私も同席しますが……」

　エリーゼはわずかに顔をあげると、ニコレッタが着ている洗いざらしの聖衣にさっと視線を走らせた。

「王妃様のお茶の席に出席するのにその格好は不適切です。着替えてください」

「えっ、聖衣では駄目ですか？　でも、服はこれしかなくて……」

（着替えはビリビリに破かれちゃったし……破かれてなくても駄目だろうけど）

　ファウストの方でドレスを手配してくれているらしいが、まだ届いていない。おろおろしているニコレッタを見つめ、エリーゼは小さく頷いた。

「すぐにドレスを届けさせます」

　ニコレッタは再びぽかんとした。少し遅れてエリーゼの言葉の意味を理解すると、新たな驚きが襲ってくる。

「メイドも寄こしますので、手を借りて身づくろいを整えてください」

　驚きすぎて何も言えずに固まっているうちに、エリーゼはさっさと踵を返して去っていった。最後まで、繊細な飴細工のように整った顔は表情を浮かべることはなかった。

「今の方って……確か、第一王子の婚約者様ですよね？　あの、前髪が特徴的な」

　先にショックから立ち直ったらしいジャンが近寄ってきて尋ねる。ニコレッタはまだ呆然としたまま頷いた。

「そうです……過去視の聖女エリーゼ様です。前髪は、うっかり過去視をしてしまわないようにわざとああしているそうですよ」

「美人なのに顔が隠れちゃってもったいないですねえ。それにしても、ずいぶんあっさりドレスやメイドを貸してくれるっておっしゃってましたけど……ニコレッタさん、あの方と親しいんですね」

「ま、まさか！」

　ニコレッタは思いっきり首を横に振った。

「親しいなんて恐れ多いです。エリーゼ様は聖女の中でも特別な方ですから」

「特別？　どういうことですか？」

　首を傾げるジャンに、ニコレッタはどこから説明したものか考えながら口を開いた。

「そもそもエリーゼ様は、一度も聖女宮で過ごされたことがないんです」

　筆頭公爵家に生まれたエリーゼ・ドロエットは、誕生して間もなく聖女の能力を持つことが判明し、すぐに王妃の手配によって第一王子カルロの婚約者となった。そのため、王宮に上がる際も彼女は聖女宮ではなく王族の住む区画に迎えられた。エリーゼは他の聖女たちと交流することもなく、親しい人を傍に置くこともなかった。常に周囲との一定の距離を保ちながら過ごすエリーゼは感情を表に出すことがほとんどなく、婚約者であるカルロの奔放な振る舞いが問題視された時でさえ、眉一つ動かさなかったらしい。あらゆることに無関心な様子から、「王妃の意のままに動く人形」とすら陰で囁かれるほどだった。

「はあ……なるほど、ほぼ王族なんですね。にしても、王妃の人形ですか」

　ニコレッタの説明を聞いたジャンは納得したように頷いた。

「確かに最初から最後まで無表情でしたねえ。顔が綺麗だから本当に人形みたいです」

「あ……でも、まったく表情がないわけでもないんですよ。よーく見てるとたまに目の奥に感情らしきものが見えるというか」

　ニコレッタが言うと、ジャンはぱちぱちと瞬いた。

「どうしてそんなこと知ってるんですか？　実はやっぱり親しいとか？」

「いえ、本当に親しくはないですけど……私が聖女宮に来た頃、エリーゼ様の能力で出自を調べていただいたんです」

　エリーゼは相手と目を合わせることで過去を見通す。そのため、幼いニコレッタは出自を調べられるために毎日何時間もエリーゼとひたすら見つめ合って過ごした。無表情で感情のない瞳をしたエリーゼと個室でただ向かい合うだけの時間は、最初こそ途方もなく息がつまったが、時を重ねていくと氷が溶けるように少しずつエリーゼの瞳は感情を滲ませるようになっていった。時々はニコレッタの瞳を覗き込みながら口元を微かに緩ませていたことさえある。そんな時はニコレッタも嬉しくなってヘラヘラ笑ってしまったものだ。

（結局、私には貴族の血なんて一滴も混じってないってことが分かって調査は終わったけど……あの時間がなくなったのは、少し残念だったな）

　少し感傷的になっていると、ジャンがぽんと手を打った。

「事情は分かりました。だとすると……もしかしたら、ドレスやメイドの手配も王妃様の采配かもしれませんね。ニコレッタさんを確実にお茶の席に呼び寄せたいとかで」

　冷静に指摘されたことで、考えないようにしていたことを思い出してしまってニコレッタは頭を抱えた。

「あっ……そうでした、王妃様とお茶！　どうしましょう……！」

「とにかく、自分はファウスト様に知らせてきます」

　ジャンは小走りに部屋から出ていった。ニコレッタは椅子に戻ると倒れるようにへたり込んだ。すっかり冷めた朝食はまだ大半が残っているが、とても食べる気になれない。

（王妃様とお茶？　私が？　なんでいきなり……？）

　この間盗み聞きした時のファウストの口ぶりでは、どうやら王妃はファウストのことを警戒していて、監視しようとしているようだ。その邪魔をする形になってしまったニコレッタのことなど、目障りな虫けらくらいに思われているだろう。

（私、どうなっちゃうんだろう……）

　ぐるぐると悩んで頭を抱えていると、ドアがノックされた。

「失礼します。エリーゼ様より、ニコレッタ様へドレスをお持ちしました」

「あ、はい！」

　慌ててドアを開けると、荷物を抱えたメイドたちがぞろぞろと部屋に入ってきた。先頭のメイドがニコレッタを上から下までざっと眺め、厳しい顔になる。

「これは……今すぐ支度に入る必要がありますね」

「えっ……でも、お茶の席は午後からと聞いてますが」

「ニコレッタ様の髪と肌を王妃様のお目に触れても良い状態にするには、まったく時間が足りません」

　きっぱりと言い切ったメイドの後ろでは、他のメイドたちがこの上なく真剣な顔つきでてきぱきと化粧道具を並べたり、ドレスを広げたりしている。まるで戦闘準備でも始めるかのような物々しい雰囲気が漂ってきて、ニコレッタは思わずごくりと喉を鳴らした。

（大変なことになってきた……！）

「あの……よ、よろしくお願いします」

　覚悟を決めて頭を下げると、メイドは重々しい顔で頷いた。

「できる限りやってみます。頑張りましょう」

　そこからはニコレッタにとって試練の時間だった。複数のメイドの手によって浴室でしっかり磨き上げられるところまでは体験済みだったが、全身をごりごりと揉んだりほぐしたりねじられたりしてマッサージされた後に、コルセットで思いきり締め上げられたのはまるで拷問だった。なんとか用意されたドレスを身に着けた後は鏡の前に移動して髪を複雑に結い上げられ、丹念に化粧を施される。その間、動かないようひたすらじっとすることに神経をとがらせ、ようやく準備が整った時にはすっかりくたびれ果てていた。

「ひとまずはこちらで失礼はないでしょう。あまり飲食はなさらないように」

　そう言い残してメイドたちが引き上げていったあと、ニコレッタは椅子に座ってじっとしていた。せめて背もたれに寄りかかりたかったが、髪型やドレスが崩れてしまいそうで迂闊に動けない。

（お腹空いた……）

　時刻は既に昼をとっくに過ぎていて、コルセットで締め上げられたお腹はくうくうと音を立てている。お茶の席ならお菓子が出るだろうが、口にしてもいいものか悩んでいると、ドアがノックされた。

「は、はい」

　迎えが来たのかと思って立ち上がったが、蹴とばすようにドアを開けて入ってきたのはファウストだった。

「ニコレッタ！　王妃の茶会に呼び出されたと……」

　いつもよりさらに厳しい顔つきで口を開きかけたファウストだったが、ニコレッタの姿を見てぴたりと動きを止めた。赤い瞳がニコレッタの全身を捉え、大きく見開かれる。

　その様子に気が付くことなく、ニコレッタはぎゅっと両手を握り締めた。ファウストが来てくれたことで、自分でも驚くほど安堵の気持ちがこみ上げてくるのを感じる。

「ファウスト様……申し訳ありません、急なことで断れる雰囲気ではなく」

「……」

「まずかったでしょうか？　でも、どうしていいのか……」

　ファウストはニコレッタの話も聞こえていない様子でじっとその姿を見つめていた。ドアを閉めたジャンが歩み寄り、ファウストの背をつついた。

「殿下、戻ってきてください」

「……あ、ああ」

　ファウストは我に返ったように瞬き、顔を手で拭った。

「すまない、予想外の姿に驚いた」

「あ、これは……お茶の席にふさわしいドレスをエリーゼ様がお貸しくださったんです。身支度を整えるのもお手伝いいただいて」

「そうか」

　ファウストは眉間にしわを寄せて額を押さえた。そのどこか沈痛な雰囲気に、不安な気持ちがむくむくと湧いてくる。

「あの、どこか変でしょうか？　一応、メイドの方には失礼のない格好に整えていただいたのですが……」

　温かみのある淡いオレンジのドレスは、多くの貴族女性が好むような身体の線を強調させる細身のデザインではなく、腰と袖をリボンで調整できるようになっていた。そのため、貴族女性らしからぬ体形のニコレッタでも無理なく着ることができた。

（自分では綺麗に着られたと思ってたけど、やっぱりエリーゼ様のドレスだから……ファウスト様みたいに高貴な方から見たら不格好になっちゃってるのかも）

「すみません、こんなに綺麗なドレスを私なんかが着るのはおかしいですよね。ですが、他に選択肢もなく……」

「違う」

　しょんぼりと肩を落とすニコレッタに、ファウストが少し慌てた様子で首を振った。

「そのドレスはよく似合っている。まるでお前のためにあつらえたようだ。……それが悔しかった」

「えっ、悔しい？」

　ほっとしてから首を傾げると、ファウストは一瞬苦い顔をしてからニコレッタの手を取った。

「本来ならば、お前をこのように美しく飾るのは俺でありたかった」

　ニコレッタは一瞬ぽかんとしてから、みるみるうちに真っ赤になった。不安で萎れていた心が大きく膨らんで弾み出す。

（美しいって言われた……ファウスト様に美しいって言ってもらえた！）

「忙しさに紛れてドレスの手配が遅れたばかりに……すまない」

　フワフワしていると、難しい表情を浮かべたファウストが頭を下げる。

「ファウスト様、そんな……！」

「俺からのドレスは間に合わないが……せめて、これを」

　あわあわするニコレッタに、ファウストは自身が嵌めていた指輪を外して渡した。ニコレッタの手の中に、赤い宝石がはまった指輪が輝く。その宝石は、ファウストの目の色とよく似ていた。

「綺麗……」

　うっとりと赤い石の指輪を見た瞬間、ニコレッタはハッとした。

（あれ？　これって、未来視で視た……）

「いいか、くれぐれも王妃には気をつけろ」

　ファウストは真剣なまなざしになってニコレッタの肩を掴んだ。

「王妃にとっても、お前が俺の伴侶になること自体は歓迎すべきことだ。……おそらく、軽く牽制しておきたいといったところだろう」

「このままほっといてくれたら楽だったんですけど、そううまくはいかないですねえ」

　ジャンがため息をつく。

「脅してくるか、取り込もうとするか。どちらにしろ、適当に調子を合わせておけばいい。そこまでこちらに時間を割いている暇はないはずだ」

　ニコレッタは指輪を見つめてひたすら混乱していた。ファウストたちの会話も耳に入ってこない。

（指輪を渡される未来視を視たのは朝だった。それなのに、実際に起きたのは昼過ぎ……こんなに先の未来が視えたことなんて、今まで一度もなかったのに、どうして？）

　理由は分からないが、ファウストに報告しておくべきだ。やっとそう思い至ったけれど、口を開く前にドアをノックする音が響いた。

「ニコレッタ様、お迎えに上がりました」

「あ……」

　いざとなると不安が押し寄せてくる。ドアへと踏み出せずにいると、ふいにファウストが身を屈めてドレスの胸元に顔を寄せた。

「何を、ひゃっ」

　肌に唇が触れ、吸い上げられる。ファウストが顔を上げると、ドレスで隠れるか隠れないかのところに紅い痕が浮かび上がっていた。

（これって……！）

「殿下……」

「このくらい見せつけておいた方が良いだろう」

　呆れたような顔をするジャンに平然と言い、ファウストはニコレッタの手を取ると指輪を左手の中指に嵌めた。

「薬指に嵌めるものは改めて用意しておく。楽しみにしていろ」

「……っ、はい」

　指輪を見つめると力が湧いてくる。ニコレッタは気合いを入れて、ドアへと向かった。

















第五章　王妃のお茶会












「お待たせしました、エリーゼ様」

　迎えにやって来たエリーゼは相変わらず感情を見せないまま、出てきたニコレッタを上から下までさっと眺めた。髪の奥の瞳が一瞬だけ、ニコレッタの中指を彩る赤い石の指輪に止まり、すぐに逸らされる。

「王妃陛下は南の庭園でお待ちです。参りましょう」

「分かりました」

　てっきり侍女を引き連れて行くのかと思っていたが、エリーゼはひとりだった。深い青のシンプルなドレスを纏ったエリーゼは、長い廊下を音も立てずに歩いていく。

「あの……ドレス、ありがとうございました」

　後ろについて歩きながら、ニコレッタは思い切って声をかけた。

「こんなに素敵なドレスを貸していただいて……汚さないように気を付けますね」

「気に入ったなら、そちらは差し上げます」

　エリーゼの言葉にニコレッタはぎょっと目をむいた。ドレスは上質な生地に丁寧な刺繍が施されていて、見るからに高級な仕立てだ。

「そんな、いただくなんて……！　恐れ多いですよ」

「構いません」

「で、でも……」

　エリーゼはちらりと視線を寄こすと、前触れなく別の話題を口にした。

「アンナマリアが聖女宮を去りました」

「えっ……」

「表向きは病を得たためですが、伯爵が娘の所業を知って連れ戻したようです」

　含むような言い回しだが、おそらくは夜会での一件のことだろう。周囲に関心がないようなエリーゼだが、情報はきちんと掴んでいるようだった。

（アンナマリア様……いなくなったんだ）

　ほっと安堵の息をこぼしていると、エリーゼが独り言のように続けた。

「アンナマリアが出ていき、あなたが残るとは思いませんでした」

　淡々と紡がれた言葉がニコレッタの胸を刺した。思わず息を詰める。

「……申し訳ありません」

　何とか言葉を押し出すと、エリーゼはぴたりと足を止めて振り返った。前髪に半ば隠れた瞳は相変わらず静かだったが、どこか驚いているようにも見えた。

「何故謝られるのか分かりませんが、あなたを責めてはいません。……ままならないと思っただけです」

　二人が足を止めているのは南の庭園に続く回廊だった。かすかに花の香りが漂う長い回廊には、他に人の気配はない。

「ままならない……？」

　ニコレッタが首を傾げた時、エリーゼは黒い瞳をわずかに見開いた。さっと左右に視線を走らせると、身を寄せてくる。

「ニコレッタ様。あなた……未来視の能力に、変化が起きているのですか」

「えっ……」

「未来視できる範囲が広がっているのですね」

　ニコレッタは思わず息を呑んだ。目を合わせたことで、今朝の出来事がエリーゼに見通されてしまったのだ、と遅れて気づく。

（しまった……！）

　エリーゼに知られたからには王妃にもすぐに伝わるだろう。せめて、先にファウストに伝えておくべきだったと苦い後悔の念がこみ上げる。

　冷や汗を流しながら混乱していると、エリーゼはさらに声を低めて囁いた。

「王妃様には絶対に知られないようにしなさい。知られたらあなたは終わります」

　どこか切羽詰まった様子で告げたエリーゼは、素早く姿勢を戻すと前へ向き直った。間を置かず、回廊の先を曲がって侍女たちが歩いてくる。

「え、エリーゼ様……？」

「行きましょう」

　そういうと、エリーゼは再び歩き出した。慌てて後に続きながらも、ニコレッタは混乱していた。「王妃の人形」という言葉がぐるぐると頭を回る。

（今の忠告はどういう意味……？　エリーゼ様は王妃様に黙っていてくれるの？）

　前を歩くエリーゼが庭園の入り口で足を止めた。ドレスの裾をつまみ、優雅なカーテシーを行う。

「親愛なるイメルダ・ディ・サンクトゥス王妃陛下にご挨拶申し上げます。ファウスト殿下の婚約者をお連れしました」

「お、王妃陛下にご挨拶申し上げます。ニコレッタでございます」

　後ろに控えるニコレッタもエリーゼに倣い、ぎこちなく頭を下げる。風を揺らすような笑みとともに、どこか甘い響きを含んだ声が聞こえた。

「いらっしゃい。ふたりとも、こちらに座って」

　顔を上げると、花が咲き乱れる庭園のガゼボに王妃が腰かけていた。ガゼボ内のテーブルには瀟洒しょうしゃなティーセットと見た目も美しいお菓子が並べられている。

　滑るように歩むエリーゼについて、ニコレッタはぎくしゃくとガゼボへと向かった。ベンチに座ると、控えていたメイドが素早くカップに茶を注ぐ。

　仕事を終えたメイドたちは波が引くように下がっていき、庭園には王妃とエリーゼ、そしてニコレッタだけが残された。

　王妃はくつろいだ様子で紅茶に砂糖を落とし、かき混ぜている。エリーゼも優雅にカップを口へ運んでいたが、ニコレッタはカップに手を伸ばすどころではなかった。呼吸することすら不敬に当たるのではないかと恐ろしく、震え出さないようにこらえるのが精いっぱいだ。

「夜会ではきちんと顔が見られなかったから、改めてゆっくり顔合わせがしたかっただけなの。緊張しないで、顔を上げて」

「は、はい……王妃様」

　そっと顔を上げると、向かいに座る王妃はたおやかに微笑んでいた。眩い金髪は陽光を浴びてきらめき、均整の取れた顔立ちは自然と人々の視線を惹き付ける華やかさを放っている。滑らかな肌にはしわひとつなく、まるで時を止めているかのようだった。ただ美しいだけではなく見る者を圧倒する迫力を感じ、ニコレッタは思わず息を呑んだ。

「ニコレッタ、だったかしら。平民だそうだけれど、どこの出身なの？」

「は……あ、あの」

　きちんと答えなければと思うけれど、舌がもつれてしまう。苦しくなった胸を押さえて深呼吸すると、中指にはまった指輪が視界に入り、少しだけ落ち着きを取り戻せた。

「わ、私は……山間にあった村の生まれだと聞いています。生まれ故郷の村は山崩れでなくなってしまい、幼かった私を神殿が引き取ってくれました」

「まあ、では身寄りがないのね。可哀想だこと」

　王妃は透き通ったサファイアのような碧眼を細めてニコレッタを見つめた。

「村がひとつなくなるほどの土砂崩れなのに、どうしてあなただけが助かったの？」

「それは……申し訳ありません、覚えていないのです」

　王妃の眉がかすかに動き、瞳が青さを増す。ニコレッタは身を縮めた。

「……嘘はついていないようね」

「嘘など、まさか……」

「ええ、正直な方が良いわ。とくにわたくしの前ではね」

　イメルダ・ディ・サンクトゥス王妃は「心眼の聖女」と呼ばれていた。瞳を合わせるだけで相手の心のうちを見抜くとされる能力は非常に有名で、王妃の前では何人たりとも嘘をつくことはできないと言われている。

「ニコレッタ自身は村で暮らしていた頃の記憶を持っていないのです」

　沈黙を保っていたエリーゼが口を開いた。王妃がちらりと視線を走らせる。

「聖女宮へ送られてきた折、私が彼女の過去をこの目で確認いたしました。土砂崩れのあった日、ニコレッタはささいな悪戯をして罰を受けていました」

「あらあら。罰とは？」

「その日は村の祭りが開かれていました。ニコレッタは祭りの参加を禁じられ、村から少し離れた小さな神殿の老司祭に預けられていました。翌日には両親が迎えに来ることになっていましたが、その前に山崩れが起こり、村は神殿を除いて全て押し流されたのです」

（そんなことがあったんだ……）

　ニコレッタは不思議な気持ちでエリーゼの話を聞いていた。語られているのは確かに自分の身に起こったことのはずなのに、まるで知らない人の物語のようだ。

（どうして村のことを忘れてしまったんだろう。せめて、お父さんやお母さんの顔くらい覚えていたかったな）

　申し訳なさと寂しさがない交ぜになって、鈍く胸が痛む。

「まあ、大変な思いをしたのね」

　言葉とは裏腹に、王妃はさして興味もなさそうにカップを傾けた。

「も、もったいないお言葉でございます」

「あなたは未来が視えるのよね？　それなのに山崩れも予見できなかったなんて……もっと有用性のある能力だったらよかったのに」

　ごく軽い調子で続けられた王妃の言葉に、ニコレッタはぽかんとした。何を言われたのか咄嗟に理解できず、何度も瞬く。

「でも、こうして王宮に来られたのだから運命は意外と優しいものね。その上、今では第二王子の婚約者。村娘のまま終わるより、ずっと華やかな人生を送れて幸せでしょう？」

　ふふふ、と微笑む王妃の目を見ることができず、ニコレッタは虚ろに瞬いた。まるで氷の塊を飲み下したかのように身体の芯が冷たくなって、周りの音が遠くなる。

（幸せ？　私は幸せなの？）

　確かに、衣食住も心配することのない王宮での暮らしは小さな山村での暮らしとは比べ物にならないほど華やかだろう。けれど、どちらが幸福なのか聞かれれば――。

　エリーゼが小さく咳払いし、ニコレッタはハッと我に返った。遠くに聞こえていた王妃の声が、元の大きさを取り戻す。

「それで……あなたは物を食べている時、三十秒だけ先の未来が視えるのだったかしら」

　王妃の問いに、咄嗟にエリーゼの言葉が頭をよぎって心臓がドクリと跳ねた。

（能力の変化を、王妃様には知られては駄目）

「……はい、王妃様」

　緊張のせいか、わずかに返事が遅れる。王妃は鷹揚に頷くと、クッキーをひとつ摘まみ上げた。

「たった三十秒でも侮れないこと。それでファウスト殿下のお命を救ったのだもの」

　そう呟くと、クッキーを小皿に載せてニコレッタへと押しやる。

「あなたの能力を見てみたいわ。やってみせて？」

「は……？」

「わたくしは楽しいことが好きなの。あなたの能力はなんだか楽しめそう」

　滑るように近寄ってきたメイドが、手のひらに載るほどの黒い小箱をテーブルに置く。王妃は楽しそうに小箱に手を乗せた。

「この箱の中身を当ててみて。当てられたら、中身を差し上げるわ」

（ああ……これは）

　箱や袋の中身を当てるのは、かつて第一王子カルロから何度かやらされた余興だ。そういえばこの二人は親子だった、と思いながら、ニコレッタはクッキーに手を伸ばした。

「かしこまりました、王妃様。では、失礼します」

　シナモンの香りが漂うクッキーを一口かじると、さくりとした感触とともに甘さとかすかな塩気が口の中に広がった。芳醇なバターの風味とともに、視界が揺らぎ――。







　夕陽が差し込む広い廊下に二人の人物が向かい合って立っていた。こぶしを握り締めて肩で息をついているのは、第一王子カルロだ。王妃によく似た顔を歪めたカルロは、眼前の人物に向かって嘲るような笑みを浮かべた。

『移民の息子風情が俺の邪魔をするな』

　ゆっくりと顔をあげたのは、第二王子ファウストだった。浅黒い頬が赤く腫れ、唇の端には血がにじんでいる。

『……腕のひとつでも落として来いと言ったのに、使えんな』

　カルロが吐き捨てるように呟いた言葉に、ファウストは唇を引き結んだ。

『やはり、昨夜の刺客はお前の仕業か』

　カルロは忌々しげに顔を歪めた。

『大人しく辺境で蛮族の相手をしておけばよいものを、父上が危篤だからと今更王宮に現れて何のつもりだ？　王位をとれるとでも思っているのか』

『王になど興味はない』

『はっ、口では何とでも言える。だがな、おかしな真似をしてみろ。お前の大切な母親がどうなるか分かっているな？』

『……母はどうしている』

　ファウストは声を押し殺して問いかけた。カルロは再び軽薄な笑みを浮かべた。

『どうしているも何も、片時も離れず父上の枕元に侍っているぞ。久々に戻って来た息子にも目をくれずにな』

『詭弁を言うな』

『詭弁も何も。側妃の様子については、ついさっきこの目で見て来たばかりだ』

　ファウストは疲れ切ったようなため息を零した。

『……もう十分だろう。あの男が死んだら、母を解放しろ』

『そうしたいのはやまやまだが、側妃については万事が母上の意向だ。それに、そもそも側妃の方が頷かないのではないか？　何しろ、息子の命より王宮での生活を選んだぐらいだからな』

　カルロは気取った仕草で髪をかきあげると、ファウストの肩を叩いた。

『心配するな。俺が王となった後も妙な気を起こさず忠実に仕えていれば、お前の薄汚い母親はこれまで通り大事に扱ってやる……全ては俺の気分次第だ』

『……』

『気が向けばそのうち辺境に送ってやる。ただし、そうだな……その時はお前の子と交換だ。せいぜいあの平民にたくさん産ませろ』

　高笑いとともにカルロはその場を去っていった。ファウストはじっと立ち尽くしたまま、赤い瞳を光らせる。固く握りしめた拳から、血がしたたり落ちた。








　クッキーが手から滑り落ちて、ニコレッタは我に返った。

（今のは……一体いつ？　それに、どこ？）

　傾いた陽からして時間も三十秒よりずっと先だし、今回は場所すら今いるところではない。そのことにも驚かされたが、それ以上にファウストとカルロの会話内容の方がニコレッタにとっては衝撃的だった。

（ファウスト様は、王妃様とカルロ様に母親である側妃様を人質にとられていらっしゃるの……!?　そして側妃様は、どこかに閉じ込められている!?）

「それで、箱の中身は何？」

　忙しく頭を回転させていたニコレッタは、微かな苛立ちを含んだ王妃の声にはっと現実に引き戻された。慌てて顔を上げると、王妃は碧眼を細めてニコレッタを見つめていた。

「もちろん、視えたわよね」

「あ……その……」

「よく分からなかったのなら、もう少しクッキーを食べてもいいのよ？」

　王妃の鋭いまなざしを受け、ニコレッタの背に冷たいものが走った。落としてしまったクッキーを拾い上げはしたが、これをもう一度口にしても今まで通り三十秒先の未来が視える可能性は低いだろう、ということは直観的に分かった。

（エリーゼ様に言われたとおり、未来視の範囲が広がっている……）

「王妃に知られたら終わり」という言葉がぐるぐると頭を回る。何か口にしないと、と思いつつも、頭が真っ白になって言葉が出てこなかった。

「まあ、何をそんなに緊張しているのかしら？」

　王妃の声はまるでおもちゃを見つけたかのように弾んでいた。その心眼には既に何もかもが映し出されていて、煩悶するニコレッタの様子を楽しんでいるような気すらする。

（どうしよう……人の心を見抜ける王妃様相手に隠し通せるはずがない）

　追い詰められて返答に窮していると、エリーゼが小さく音を立ててカップを置いた。

「いい加減に告白されたらよいのではないですか。王妃様の目をごまかすなどできはしないのですから」

　エリーゼは突き放すように言い放つと、ニコレッタへと視線を投げた。一切の感情がない瞳に冷たく射抜かれ、ニコレッタは絶望に心が折れる音を聞いた。

（ああ……もう駄目だ）

　エリーゼはあっけなくボロを出したニコレッタを見限り、王妃の前に差し出すことに決めたのだ。

（申し訳ありません、ファウスト様……）

　ニコレッタは身体が冷たくなっていくのを感じながら、中指の指輪を包むように左手に右手を重ねてぎゅっと握りしめた。

「申し訳ありません、王妃様……私には、その箱の中身を視ることができませんでした」

「あら、まあ！　だけど、あなたは確かに三十秒先の未来が視えるのでしょう？　それなのに、どうして視えなかったの？」

　ねっとりと愉悦を含んだ声音で王妃が尋ねる。

「それは……私の、能力が……」

「発動しなかったのでしょう」

　震えながら告白しようとした時、エリーゼがかぶせるように声を放った。

「ニコレッタ様の能力はとても不安定になっているようですね。やはり、平民が女神エルザの加護を保持し続けることは難しいのでしょう」

（エリーゼ様……？）

　ニコレッタは呆気に取られて滑らかに話すエリーゼを見つめた。心臓がどくどくと音を立てている。

「それはどういう意味かしら？」

　楽しそうに王妃が問うと、エリーゼは優雅な手つきでテーブルに置かれた空のカップに触れた。高貴さを感じさせる繊細な造形のカップには、王室のマークが刻印されている。

「女神エルザの祝福は、女神により近い由緒正しき血筋……つまり、高位貴族の血筋のみが受けるものです。ですが、ニコレッタ様は平民。女神の祝福を受け止めるべき器をもっておりません」

　エリーゼはカップに向かってティーポットを傾けた。香り高い紅茶がカップへと注がれ、やがてカップのふちからこぼれて溢れ出す。

「器がなければ過ぎた力は溢れていくもの。いずれは……」

「失われてしまうということね。それはそれは」

　王妃は扇子を広げると、その後ろでため息をもらす。空になったティーポットを置くと、エリーゼは冷たくニコレッタを見据えた。

「女神エルザの慈悲を失いつつあることを隠そうとするなんて、なんて浅ましい」

　その鋭い瞳の奥に微かな感情の揺らぎを見て取った時、ニコレッタはやっとエリーゼの真意を悟った。

（エリーゼ様は……私を庇ってくださっているんだ）

　ふいに涙が零れそうになり、ニコレッタは瞬いた。エリーゼが繋いでくれたか細い救いの糸を切ってしまわぬよう、まるで深い失意の底に沈んでいるかのようにうなだれる。

「申し訳ありません……」

　意図せずとも震えた声に、王妃はさらに機嫌がよくなったようだった。

「なんと残念だこと。たかが三十秒先の未来を視る力とはいえ、聖女の力を失うなんて……王族の伴侶は聖女であると決まっているから、本来ならばあなたはファウスト殿下の婚約者である資格を失うことになるわね」

　わざとらしく小首を傾げた王妃は、意味ありげにニコレッタの胸元へ視線を注いで笑みを浮かべてみせた。

「けれど……殿下はあなたのことを大層お気に召しているようだもの、仲を引き裂くなどしたくはないわ」

「え？　あ……」

　そこに赤い痕が刻まれていることを思い出し、頬が熱くなる。

「このことはわたくしたちだけの秘密にいたしましょう。エリーゼ、いいわね」

「……王妃様の仰せのままに」

　エリーゼは淡々と頭を下げた。王妃は満足そうに笑うと、「ああ、そういえば」とテーブルに置かれたままだった小箱をニコレッタへと押しやった。

「あなたがファウスト殿下の隣に立つのに少しでもふさわしくなるように用意したのよ。せっかくだから、差し上げるわ」

　ずしりと重い小箱を開けると、中にはごてごてと大きな宝石が散りばめられた派手なネックレスが入っていた。目が眩みそうになりながらそっと閉じる。

「ありがとうございます、王妃様。王妃様が下さった慈悲は忘れません」

「いいのよ。あなたとファウスト殿下は本当にお似合いだもの。ただ、そうね。心配だから定期的に手紙をくれるかしら」

　何気ないように切り出した王妃の声音は、逆らうことを許さない威圧感を秘めていた。

「義理とはいえ、わたくしは殿下の母。遠くで過ごす殿下のことも、もちろんあなたのことも気にかけているのよ」

「……ありがとうございます。私などの手紙でよろしければ」

　ぞわぞわとした冷気を感じながら、ニコレッタはさらに低く頭を下げた。王妃は満足そうに笑うと手を振った。

「今日は楽しいお茶の席だったわね。ふたりとも、下がっていいわ」

「……かしこまりました、王妃様」

　静かに立ち上がったエリーゼが胸に手を当てて会釈する。ニコレッタも少し遅れて立ち上がると、ぎくしゃくと頭を下げて先に踵を返したエリーゼの後ろに続いた。

　まばゆい陽光が降り注ぐ庭園からしんとした回廊に入ると、どっと疲れが襲ってきた。思わず大きく息を吐きだしてしまう。

「……怖かった」

「よく頑張りました」

　足を止めたエリーゼが振り向く。

「ですが、ひとまずは……と言ったところです。まだ気は抜かない方が良いでしょう」

　変わらず淡々としているエリーゼに、ニコレッタはためらいがちに尋ねた。

「あの……どうして私を助けてくれたんですか？　私はエリーゼ様にほとんどお目にかかったことはありませんし、それに、その、エリーゼ様は王妃様と……」

「私が王妃様の意のままに動く人形だと思われていることは知っています」

　すっぱりと言われて、ニコレッタは思わず絶句した。エリーゼはわずかに身体を傾けるようにしてニコレッタの耳元へ顔を寄せると、ごく小さな声で囁いた。

「ですが、私は皆が思うほど王妃様に傾倒しているわけではありません。昔はそうでしたが……ある時、目が覚めたのです」

「目が覚めた……？」

　エリーゼは微かに目元を和ませた。

「あなたのことはずっと覚えていました」

　ニコレッタは驚いてエリーゼを見返した。

「覚えていてくださったんですか……？」

「あなたの過去は、これまで私が見てきたものとは全く違いました。素朴ですが満たされていて、自由で、美しかった。王宮の外にはこんな世界があるのかと驚いた……」

　遠くを見つめて呟いたエリーゼは、柔らかな瞳で振り返った。

「あなたはきっと、あの世界で生きる方が似合っている。だから、早くここから出ていけたらいいと思っていました」

「あ……だから、ままならないって」

　じわりと温かなものが胸に満ちていく。幼いあの頃、エリーゼと心が通ったと思ったのは幻ではなかったのだと知ることができて、心が震えるほど嬉しかった。

「ありがとうございます、エリーゼ様」

　吹き抜ける風がふたりを撫でていく。つかの間、ニコレッタは遥か昔に戻ったような気がした。

「幾度もあなたの過去を思い返しました。小さな村で育ったあなたの記憶を、まるで自分のもののように感じました。そうしている時だけ、私はほんの少し自由になれた」

　無表情の仮面が溶けるように消え去り、エリーゼは美しい微笑みを浮かべた。

「何かあったら頼ってきてください。それなりに力にはなれると思います」

　そう言い残すと、エリーゼは踵を返して回廊を曲がり、去っていった。

　ニコレッタはエリーゼの伸びた背を見送り、大きく深呼吸した。頭の中がすっきりとした気分だ。そっと胸元に残る赤い痕に触れると、唇の感触が蘇る。

（また、ファウスト様が守ってくれた）

　ほっと息をついた時、茶会で視た未来視の光景が頭をよぎった。

（そうだ、この後どこかの廊下でファウスト様はカルロ様と揉めてた！　早く戻って止めないと）

　ファウストの元へ急ごうと回廊を抜けた瞬間、ニコレッタは思わず足を止めた。

（あれは……カルロ様）

















第六章　王族の確執












　いつもは従者を引き連れているカルロが、たった一人で足早に歩いている。向かう先はどうやら王族の区画の外のようだった。

（そういえば、カルロ様はファウスト様と会った時、側妃様の様子を見てきたところだ、と仰っていた。もしかして、ちょうど側妃様のところへ向かってるんじゃ……？）

　以前耳にした会話からすると、ファウストはジャンに命じて側妃の居場所を探っているがなかなか見つからないようだった。

（このまま、カルロ様のあとをつけていけば側妃様の居場所が分かるかも……！）

　ニコレッタはごくりと喉を鳴らすと、そっとカルロを追い始めた。

　カルロは辺りを気にする様子もなく、すたすたと歩いていく。見失わないように少し離れてこっそりついていきながら、ニコレッタは側妃についての噂を思い出そうとした。

（確か……すごくワガママできつい性格だって聞いたことがあるような）

　王の寵愛を受けた側妃はもっぱら王族の居住区でぜいたくな生活を送っていると聞く。以前、「肌がお美しいですね」と褒めた侍女に対して浅黒い肌を馬鹿にしたと激昂し、重い罰を下したという事件は有名な話だった。以来、使用人たちとは顔を合わせようとせず、用があればすべて扉越しに命じるらしい。使用人たちも勘気を恐れ、用がない限りは側妃には近づかないようにしているようだった。

（だけど……もしかしたら、その噂はカルロ様や王妃様がわざと流したものなのかも。側妃様を孤立させるために）

　自分の考えにぞっとしながらカルロの後を追って角を曲がった瞬間、突然伸びてきた手がニコレッタの腕を掴んで荒々しく壁に押し付けた。

「きゃっ……！」

「可愛らしく後をつけてくるなんていじらしいじゃないか。どこの家の令嬢かな？」

　ニコレッタは壁に背を押し付けられたまま、驚きで動けなくなった。待ち伏せていたのだろうカルロは、ニコレッタを見て眉をひそめた。

「ん？　お前……ニコレッタじゃないか」

「か、カルロ様……」

「ははっ。そうやって着飾っているとそこそこ見られるものだな。悪くない」

　にやりと笑ったカルロは無遠慮にニコレッタの身体を眺めた。舐め回すような視線が胸元の赤い痕に止まり、不快げな表情に変わる。

「それで？　俺をつけ回して何のつもりだ」

　ニコレッタはぎこちなく笑みを浮かべた。

「先ほど、王妃様にお招きいただいてエリーゼ様と一緒にお茶をしてきたんです。その帰りにカルロ様をお見かけしたのでご挨拶を、と」

「ふん、挨拶か」

「恐れ多くも、王族とご縁を結ばせていただきますから……皆さまにきちんとご挨拶させていただきたくて」

　話している最中にもねっとりと注がれる視線に、肌がぞわぞわと粟立つ。ニコレッタはどうにか不快感を押し殺して笑顔で続けた。

「ファウスト様のお母様でいらっしゃる側妃様にも、ぜひお目にかかりたいんです。カルロ様は側妃様がどちらにいらっしゃるかご存じですか？」

「側妃だと？」

　カルロの声が不審げに尖り、腕を押さえる手に力が込められる。なるべく何も考えていない風を装いながら、ニコレッタは小首をかしげてみせた。

「はい！　ちゃんと挨拶しないと嫌われてしまうかもしれませんから。私、気に入ってもらえるでしょうか？」

「……」

　あまりにもカルロがじっと見つめてくるので、背筋に冷たい汗が滴り落ちる。やはり無謀だったのだろうか、と思い始めた時、カルロがにやりと口元を緩ませた。

「どうしても側妃と会いたいか？」

「え……は、はい！」

　大きく頷くと、カルロはますますにやにやし始めた。

「側妃は限られた者しか会えないが、特別に便宜を図ってやってもいい」

「本当ですか？　ぜひ……」

「その代わり、味見させろ」

　言葉の意味が分からず、ニコレッタは一瞬ぽかんとした。下卑た笑みを隠しもしないカルロの表情から、重苦しい予感が広がる。

「な、何を……」

　喉が引きつってうまく声が出ない。心臓が嫌な音を立てて脈打ち、全身が氷水を浴びせられたように冷たくなった。

「前々からお前には目をつけていた。いずれ俺のものにするつもりで寝かせておいたのに」

　カルロの手が胸元の赤い痕を撫で、そのままドレスごと胸をわしづかみにした。

「やっ……！」

　一瞬の驚愕の後、ぞっとするような嫌悪感がこみ上げてくる。何とか逃れようともがいたが、ニコレッタを捉える腕はびくともしなかった。

「ははっ、確かにお前の身体はさぞ抱き心地が良さそうだ。もう幾度抱かれた？」

　無遠慮に揉みしだきながら、カルロは下卑た笑い声をあげた。乱暴に引っ張られたドレスの布地が音を立てて裂ける。

「平民とはいえ王宮育ちのお前が、あんな野蛮な男に目をつけられてさぞ恐ろしかったろう？　俺がたっぷり慰めてやろう」

（ファウスト様……っ）

　赤い瞳が頭をよぎり、恐怖におののく心の奥に火がともった気がした。ニコレッタは奥歯を噛みしめ、あらん限りの勇気を振り絞ってカルロを睨みつけた。

「ファウスト様は……お優しい方です。野蛮なのは、あなたの方……っ」

「……なんだと」

　呆気にとられたように見開かれたカルロの瞳に、激しい怒気が閃く。次の瞬間、振り上げられた手がしたたかにニコレッタの頬を打った。

「あっ……！」

　痛みと衝撃で視界が明滅し、頭がぐらぐらと揺れた。壁に縫い止められた姿勢のまま、意識が一瞬遠くなる。

「下賤な平民ごときが生意気な口を……！　あの男と俺を同列に語るな、不愉快だ！」

　怒鳴ったカルロがさらに手を振り上げる。ニコレッタは避けるすべもなく、ぎゅっと赤い指輪を握りしめた。

（もう駄目……っ）

　痛みに備え、歯を食いしばった時――駆け寄ってくる力強い靴音が耳を打ち、次の瞬間カルロが後ろから伸びてきた手に荒々しく引きはがされた。

「ぐっ……何をするっ！」

「それはこちらの台詞だ」

　駆け付けた人物はカルロから庇うようにニコレッタの前に立った。目の前に広がる広い背中に、安堵のあまり思わずその場にへたり込みそうになる。

「ファウスト様……っ」

「俺の婚約者に堂々と狼藉とは、気でも違ったか」

　ファウストの鋭い視線が異母兄を貫いた。落ち着いた物腰の端々に、抑えきれない冷たい怒気が漂っている。
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　獰猛な肉食獣じみた気配をさすがに感じたのか、カルロはぎくりとした顔になった。

「違う、その女が先に誘って来たのだ！　俺の後をつけ回して、頼みがあると思わせぶりにすり寄ってきたのだ」

「なっ……」

　あまりの言い草に、一瞬言葉を失う。カルロは憎々しげな笑みを浮かべた。

「とんだ悪女だな、お前の婚約者は。ああ、それともお前がそう躾けたのか？」

（違う！　そんなこと……！）

　言い返したいのに、今更身体が震えてきてうまく声が出ない。はくはくと口を動かしていると、ちらりと振り返ったファウストが宥めるように目を細めた。手早く上着を脱ぐと、ニコレッタの肩へかける。

「ジャン」

「はい、殿下」

　ファウストの声に、いつの間にか駆けつけていたジャンが心得たようにニコレッタの腕を引いた。

「ニコレッタさん、こちらへ」

「あ……で、でも」

「この場は殿下に任せてください」

　優しく、けれど有無を言わせない雰囲気に、ニコレッタはためらいながら立ち上がった。ジャンに背を支えられて歩き出しながら振り返ると、カルロとファウストは向かい合って立っていた。夕陽に照らされたその構図は茶会の時に視た光景そのものだと気づいて息を飲む。

（私が……私のせいで、ファウスト様が）

　絶望に目が眩みながら、ニコレッタはよろよろとその場を去った。
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「目立たないよう、人目を避けて戻りましょう」

　その言葉通り、ジャンに手を引かれてあちこち曲がりながら部屋に辿り着くまでに誰かとすれ違うことはなかった。どうやら既に王宮内の経路や人の流れをひととおり把握しているらしい。

　部屋に戻ると、ジャンはすぐに手近な布を水で濡らしに行った。待っている間も気が気でなく視線はちらちらとドアへ向かってしまう。

「ファウスト様はご無事でしょうか……」

「心配なんて必要ありません。あの人、片手でノールバインを投げ飛ばせるんですよ？」

　ことさらに明るく言ってみせたジャンは、濡れた布を差し出しながら眉を下げた。

「自分は殿下よりニコレッタさんの方が心配です。……酷いことをされましたね」

「私は平気です。だけど……ドレスが少し破れてしまいました」

　裂けてしまった部分を撫でて、ニコレッタは肩を落とした。

（私のために作ったと仰っていた……大事にしたかったのに）

「とにかく、着替えと傷薬を持ってきます。ニコレッタさんは休んでて」

　ジャンが出ていくと、ニコレッタはよろめくようにベッドへと座り込んだ。

（私のせいで……私がもっと慎重に動いていれば）

　ぎゅっと濡れた布を握り締めた時、手首のところにあざができていることに気づく。

（さっき、カルロ様に掴まれた時の――）

　その瞬間、押さえつけられた感触がありありと蘇った。身体の芯が凍りついたように冷たくなり、全身がガタガタと震え出す。

　逃れたはずなのに、執拗に胸を揉む手の感触が離れてくれない。肌に触れられたところが気持ち悪くて何度もこすってしまい、気づけば血が滲んでいた。

（怖い……）

　羽織った上着をかき合わせて身を縮めた時、不意に扉が開いた。

「ニコレッタ！」

　入ってきたのはファウストだった。ベッドで縮こまるニコレッタへと大股で歩み寄る。慌てて立ち上がろうとした瞬間――たくましい腕に強く抱きしめられていた。

「庭園の近くで待機していたのだが……もっと早く駆け付けるべきだった」

　恐怖に震える背を大きな手が撫でる。

「すみません……ファウスト様、すみません」

「お前が謝ることなど何ひとつない」

　浅黒い肌に頬を寄せて、広い胸に身体を預ける。野性的な甘い香りに、身体のこわばりがほぐれていくのが分かった。そのまま体温を感じていると、手が伸びてきて顎を掬い上げられた。赤い瞳がニコレッタの赤く腫れた頬を見て、怒りに揺らめく。

「女を殴りつけるとは……屑が」

　小さく吐き捨てたファウストがニコレッタの頬に触れる。その手つきがあまりに優しくて、ほろりと涙が零れた。

「痛むのか」

「だ、大丈夫です」

　慌てて涙を拭こうとする手を押しとどめられ、ファウストの指が涙を掬いとった。

「こんなに赤くなって、傷まで……こんなところにも」

　傷をなぞった手が、いたわるようにそっと頬を包み込む。大きな手は温かくて、思わず顔をすり寄せると、驚いたような震えが伝わってきた。

「すまない、無遠慮に触れて」

「待って」

　引かれそうになった手を何か考えるより早く押さえ込んでしまう。

「少しだけでいいですから……このまま」

「……俺が触れていてもいいのか？」

「ファウスト様がいいんです。こうしていないと……気持ち悪くて」

　ぞわり、とまた嫌悪感が蘇って血のにじむ胸元を擦ってしまう。ごしごしと擦っていると、ファウストから押しとどめられた。

「分かった。……こちらへ来い」

　ベッドに腰を下ろしたファウストがニコレッタを抱え、膝に乗せる。小柄な体はすっぽりと腕の中に抱き込まれた。

「こうされるのは嫌か？」

　耳元で低い声に囁かれ、ぞわぞわとした甘い感覚が駆け抜けるのを感じながら、ニコレッタは小さく首を横に振った。

「嫌では、ないです……」

「……ならいいが」

　ファウストの手がゆっくりと頭を撫で、輪郭をなぞるように頬を滑って肩を包み込む。静かな温もりがじんわりと伝わってくるにつれて、べったりと貼り付いていた嫌悪感が塗り替えられていくのが分かった。

（あったかくてほっとする……どうして？）

　いつの間にか震えはおさまり、胸の奥には不思議な熱が満ちていくような感覚が広がっていった。そしてついに胸が完全に満たされた時、すとんとその熱の正体が分かった。

（私、ファウスト様が好きなんだ）

　気づいてしまえば、その感情は陶然とした幸福感とほのかな痛みをもたらした。

　ファウストの傍にいられるのはわずかな間だけだ。けれど、この猛々しくも優しい高貴な人の傍にほんの一時でもいることを許されている幸福に、また涙が零れそうになる。

（少しでもファウスト様のお役に立ちたい。そのためなら、なんでもできる）

　今までで一番強くそう思いながらファウストの顔を見上げた時、その頬に殴られた痕を見て取って、ニコレッタはハッと目を見開いた。冷たい水を浴びせられたように甘やかな陶酔から覚めて、身を起こす。

「ファウスト様！　お顔に傷が……」

「ん？　ああ、大したことはない」

「大したことあります！　ジャンさん、ジャンさん！」

　ニコレッタは慌ててベッドから飛び降りた。ジャンが驚いたようにドアを開けて顔を覗かせる。

「えっ、はい!?　入って大丈夫ですか？」

「それ、貸してください！」

　ニコレッタはジャンの抱えていた荷物の中から手当用の布と傷薬を手に取った。

「お前の方が酷い目に遭ったというのに、大げさに騒ぎ過ぎだ」

　ファウストはベッドで胡坐をかき、呆れたような顔をしていた。けれど、髪をかきあげる手のひらに爪が食い込んだ傷跡がついているのを見て、ニコレッタは唇を噛んだ。

「申し訳ありません、ファウスト様……」

「お前が謝ることじゃない」

　苦笑を浮かべるファウストの顔をまともに見られず、ニコレッタは俯いた。

「いいえ……私がいけないんです。ファウスト様がカルロ様に殴られるのが、あの場所だって気づかなかった。視てたはずなのに……」

「視ていた？」

「それどころか私のせいであんなことに……ちゃんと未来視を活かせなかったから」

「落ち着け、ニコレッタ。何か視たのか？」

　ファウストの大きな手が肩を抱き、優しく撫でてくれる。その温もりに少しだけ心が落ち着き、ニコレッタは順を追って話し始めた。

「お茶の席で、王妃様に未来視をさせられたんです。その時に……ファウスト様とカルロ様が夕陽の差す廊下で向き合って立っている場面を視ました」

　ファウストの眉がぴくりと跳ね、後ろで控えていたジャンが「えっ」と声をもらした。

「確かニコレッタさんの未来視って、三十秒先まででしたよね？　しかも視えるのはニコレッタさんの視界の範囲だって話じゃ……」

「今まではそうだったんですけど……実は今朝、急に視える範囲が広がったんです。なんというか……能力が強くなってきているような。そのせいで、逆に三十秒先の未来が分からなくて困ったんですけど」

　ニコレッタの言葉に、ファウストは酷く真剣な顔つきになった。

「能力の変化……それは王妃に知られたのか？」

「いえ、エリーゼ様がうまく庇ってくださって……王妃様は、むしろ私の能力がなくなりつつあると思われておいでです」

「そうか」

　慌てて答えると、ファウストはほっとしたように大きく息をつく。その姿を見上げ、ニコレッタは思い切って口を開いた。

「ファウスト様……側妃様の居場所、私にも探させてください」

　ニコレッタの言葉に、ファウストの纏う空気が一瞬にして張り詰めた。

「……何故そんなことを？」

　鋭く細められた赤い瞳がちらりとニコレッタの後ろにいるジャンへ向かう。物理的な圧迫感すら伴うような視線に、ジャンはぎょっとしながら慌てて首と手を振った。

「ちっ、違います、自分は何も……！」

「申し訳ありません！」

　ニコレッタは勢いよく頭を下げた。

「実は、この前、傷の手当てをしていただいた夜に……ファウスト様とジャンさんが話されているのを聞いてしまいました」

「……起きていたのか」

「それに、未来視でファウスト様とカルロ様を視た時に……その、おふたりの会話も」

「……」

　沈黙にそっと顔を上げると、ファウストは深く眉間にしわを寄せて黙り込んでいた。

「ファウスト様のご事情を盗み聞くなど、本当に申し訳ございません。どのようなお叱りも受けます」

「……聞こうと思って聞いたものでもないだろう。むしろ、俺が迂闊だった」

　息を吐くと、ファウストは顔を上げてニコレッタを見つめた。

「だが、それなら俺がどれほど不安定な立場にいるのか分かっただろう。……こんなはずではない、騙された、とでも思っているか？」

「まさか……！　私のような者に、そう簡単に話せるようなことではありません」

「そう思うなら、聞かなかったことにしろ」

　ファウストは冷ややかに言い放った。

「お前を婚約者に選んだのは、平民であり、王妃と繋がりのない名ばかりの聖女という弱い立場が俺にとって都合が良かったからに過ぎない」

　突き放すような声音で投げつけられる言葉に、ニコレッタは呆然とした。

「昨晩襲ってきた男は、先ほど首を刎ねられた」

　唐突に話題が変わり、どきりとして瞬く。感情をしまい込んだ赤い瞳がニコレッタを見返した。

「カルロは軽くじゃれついてきただけだ。だが、遣わされた者はあっけなく死んだ。……今日、もし俺が間に合わなければ、お前もまた俺への見せしめに使われただろう」

　ファウストがちらりとジャンを見た。何も言われなくても、その視線の意味は痛いほど伝わってきた。胸がぎゅっと締め付けられるように痛む。

（私が弱いから……身を守る力すらないから）

「王宮を出た後、家も穏やかな生活も保証してやる。だから、これ以上は関わるな。それがお前のため――」

「嫌です」

　考える前に言葉が滑り出ていた。ファウストが驚いたように眉をあげたが、同じくらいニコレッタも自分自身に驚いていた。震える手を握り締め、言葉を紡ぐ。

「私は……ファウスト様に何度も助けていただきました。ご恩を返したいのです」

「恩など感じる必要はない」

「いいえ！　お役に立ちたいんです！」

　今にも破れそうなほど激しく鳴る胸を押さえ、ニコレッタは訴えた。

「ファウスト様の仰る通り、私は弱くて何もできません。だけど……この王宮でずっと暮らしてきましたし、あちこちでお手伝いをしています。ジャンさんにも入り込めないようなところだって私なら行けます！」

「ニコレッタ……」

　困惑するファウストの前でニコレッタは膝をつき、頭を床にこすりつけた。

「おい、そんなことをするな」

「どうかお願いします、私を使ってください。決してファウスト様の足は引っ張りません。家も、穏やかな暮らしもいりませんから……」

「いいじゃないですか、殿下」

　空気と化してふたりを見守っていたジャンが見かねたように声をあげた。

「ニコレッタさんにも手伝ってもらいましょうよ」

「ジャン」

「別に危ない真似をしろって話じゃなくて。ほら、ニコレッタさんには未来視があるじゃないですか」

　ジャンはにっこり笑ってニコレッタにウインクしてみせた。

「視られる範囲が広がったんですよね？　それなら、側妃様の居場所に繋がる手がかりが視えるかもしれないでしょ」

「あっ……！」

　思いもよらない提案にニコレッタは瞬いた。

（私の未来視が……役に立つ？）

　今まで、未来視を役立てようと考えたことなどなかった。たった三十秒先の未来が視えたところでできることなどないに等しい。初めて役に立ったと思えたのはファウストが毒を飲むのを防いだことだった。

（だけど、今なら……！）

「や、やります！　絶対に役に立つものを視ます、やらせてください……！」

　ニコレッタは勢い込んで立ち上がった。縋るような目で見つめると、思いきり顔をしかめていたファウストはしぶしぶといった様子で頷いた。

「分かった」

　ほっと息を吐いたニコレッタに、ジャンがぱちりとウインクしてみせる。

「さすが殿下の選んだ婚約者さんですね。話がまとまったところで、俺は何か食べるものを調達してきますよ」

　足取りも軽く出ていくジャンを見送ると、ファウストは大きく息を吐いた。

「お前は……弱いと思っていたら、存外頑固だな」

「す……すみません」

「別に構わない。それより、立っていないで座ったらどうだ」

　隣を示されて、とくんと鼓動が跳ねる。言われるがままにベッドに腰掛けるとファウストと肩が触れ合い、急にふたりきりであることが意識されて頬が熱くなった。

「ええと……側妃様のことをお聞きしてもいいですか？」

　もじもじしながら尋ねると、ファウストはふと考えこむような表情を浮かべた。

「……母は俺と同じ褐色の肌に赤い目をしている。髪の色は銀色だ。俺は母親の血が色濃く出たらしくてな、顔の作りもよく似ている、と昔はよく言われた」

　言いながら自分の顔に触れるファウストに、ニコレッタはつい見とれてしまった。

「お美しい方なんでしょうね。あの」

　頭に浮かんだことをそのまま口にすると、ファウストは苦く笑った。

「どうだろうな。……俺自身はもう、顔をよく覚えていない」

「えっ……」

　ため息をつくと、ファウストは静かに語りだした。

「母は南の方の小国の血を引いていて、歌姫として酒場や舞台で歌っていたそうだ。そしてある時、身分を隠したエドゥアルト王と知り合って恋に落ち、俺を産んだ。父は俺と母のために町に家を用意し、密かに匿った」

「えっ……？　ファウスト様は王宮でお生まれになったんじゃないんですか？」

「生まれてしばらくは町で普通の子どもとして育った。が、ある時、母の存在が王妃にばれて俺たちは王宮に召し出された。どのような話し合いがあったのかは知らないが、俺は第二王子として認められ、母は側妃の位が与えられた」

　それからファウストは側妃と引き離され、王子としての教育を受けたのだという。右も左も分からない中、母親のためだと言われ励んだ結果、ファウストは乾いたスポンジのようにあらゆることを吸収して兄であるカルロをはるかに凌ぐ才能を見せ、上に立つ者としての頭角を現した。その結果、待っていたのは嫉妬と陰謀、暗殺騒ぎだった。

「いい加減、疲れてきたところに辺境で蛮族との小競り合いが始まった。王妃から、母が王宮での安寧な生活と引き換えに俺を差し出すことを了承した、と出征を命じられた」

　軽く目を伏せたファウストの顔には暗い影が差している。

「最後に会ったのは出征に出る直前だ。無事を祈っている、と言われたが……手紙のひとつも届くことはなかった」

　淡々と話すファウストを、ニコレッタはじっと見つめていた。憂いを浮かべた横顔を見ていると胸が切なくて、苦しくなった。

「母はよく故郷の子守り歌だという少し変わった旋律の歌を口ずさんでいた。何もかも朧気なのに、その歌だけはまだ覚えている」

「どんな歌ですか？」

　ほのかな期待を込めて見上げると、ファウストはぎょっとしたように瞬いた。

「……まさか、聞きたいのか？」

「あ、その、……聞きたいです」

　ファウストは微かにため息をつきながらも、低く押し殺したような声で歌い始めてくれた。深い声で紡がれる歌が部屋に広がっていく。

（……この歌）

　ニコレッタは静かな驚きに震えた。その旋律は確かに独特の抑揚がついていた。特徴のあるその歌は、ほんの少し前にも耳にしたばかりだ。

「妖精の歌……」

「うん？」

　西の、使用人たちが暮らす区画の端に広がる森。そこはいつ毒矢が飛んでくるのか分からないため、誰もが近づきたがらない。いつでも好きな時にカルロが出入りする狩場の中心にあるのは――。

　一気にぶつかり合った情報に、思わず叫び出しそうになって口元を押さえる。まさか、という気持ちと、もしかしたら、という期待で胸が苦しいほどだった。

「どうした、ニコレッタ――」

「ファウスト様……側妃様はもしかしたら、西の塔にいらっしゃるかもしれません」」

　ニコレッタの言葉に、ファウストの瞳が大きく見開かれた。

















第七章　恐ろしい未来












「――あの狩場の奥に塔があったとはな」

　ニコレッタの話を聞いたファウストは、窓際に佇んでじっと考え込んだ。

「昔は罪人を閉じ込めるために使われていたと聞いたことがあります。今はカルロ様が狩りの道具などを保管するのに使っているとかで、立ち入りは禁じられていて……毒矢などもあるので、好んで近づく人間はいません」

「殿下、これは当たりなんじゃないですか？　聞けば聞くほど怪しいですよ！」

　ニコレッタの説明に、戻って来たジャンが興奮したように声を弾ませる。

「あるいは、俺が出征した直後からそこに閉じ込められていた可能性もあるな」

　呟いたファウストの口の奥でぎりっと歯を噛みしめる音がした。

「あっ、あの、まだその塔にいらっしゃると決まったわけではありませんから……」

「まずは確認に向かう。今夜はおあつらえ向きの天気だからな」

　ファウストは窓の外へと視線を投げた。とっぷりと日が暮れた空には厚く雲がかかり、星ひとつ見えない。

「深夜を待って動く。ジャン」

「警備兵の配置の確認と経路を調べてきます。深夜前に東の区画で軽く騒ぎを起こしますので、そのタイミングで動いてください」

　ジャンはきびきびと言うと、「あ、そうだ」とテーブルにバスケットを置いた。

「チーズとパンを見繕って持って来たんです。せっかくだからニコレッタさんに無事に殿下が側妃様に会えるか視てもらえばいいんじゃないですか？」

「必要ない」

　ニコレッタが答える前にそっけなく言うと、ファウストは早く行けとばかりに手を払った。肩をすくめたジャンが一礼する。

「それじゃ、ご健闘を」

　ジャンが出ていくと、部屋には再び静けさが戻った。ファウストはじっと窓辺に佇んだまま黒い影のように動かない。手は腰の剣の柄にかけられ、長い指がゆっくりと柄頭を叩いていた。深紅の宝石が埋め込まれた柄頭はコツコツと硬質な音を刻んでいる。

「ファウスト様……少し召し上がりませんか」

「食べたければお前だけ食べろ」

　いつも以上に固い声音は、どこか近寄りがたい雰囲気を纏っていた。深く眉間にしわを寄せて、半ば以上目を閉じたファウストは、何故か酷く苦しそうに見えた。

（いよいよ側妃様に会えるかもしれないから、積もる思いがおありなのかな……）

　そう思ったところで、ふと疑問が生まれた。少しためらってから思い切って口を開く。

「あの……ファウスト様。側妃様を見つけたとして……その後はどうなさるおつもりなのか、お聞きしても良いでしょうか」

　指で柄頭を叩く音がぴたりと止まった。一瞬、空気がぴりっと帯電したような気がして思わず息を呑んだが、ファウストは意外なほど穏やかな顔でニコレッタへ振り返った。

「王が崩御して騒がしくなったあたりでさっさと王宮を出るつもりだ。……お前もついてきてもらうぞ」

「は、はい」

　ファウストは再び窓の外へ視線を投げた。

「そこから辺境へ戻る。何か言われたとて、蛮族の動きが気がかりゆえ、王族としての責務を果たしに戻ったというだけだ」

（だけど、……私はそこまで連れていってはもらえないんだ）

　ちらりとよぎった思いに胸が痛んだのを無視して、ニコレッタは続けて尋ねた。

「辺境には、側妃様もお連れするんですよね？」

「……さあ」

　ファウストの声音は変わらないのに、何故かひやりと冷たさを感じて思わず瞬く。長い指が再び、柄頭をゆっくりと叩き始めた。

「出ていくかどうかは母次第だ」

「そんな、閉じ込められているのに出ていきたくないなんて……」

「母を連れて王宮を出れば、おそらく追手がかかる」

　ファウストは窓の外を眺めたまま、冷静に言った。

「王妃は俺たちをどこまでも追うだろう。……王宮に留まれば、自由を失う代わりに安寧な生活は保証される」

　ニコレッタは言葉もなくファウストを見つめた。暗闇に沈む第二王子の表情は杳として知れない。

「子として母の心を推し量るには、時間が経ちすぎた」

　それきり、ファウストは口を閉ざした。そのまま、静かに時間だけが過ぎていく。

（私にできることは何かないのかな……）

　所在なく視線をさまよわせていたニコレッタは、ふとバスケットに目を留めた。

　今までと違って、未来視で視える場面がいつ、どこになるのかは分からない。けれど、少しでも先の情報を知っておくことはきっと役に立つはずだ。

（ファウスト様は必要ないっておっしゃってたけど、側妃様の姿だけでも視えたら……）

　バスケットを開けると、分厚いチーズが載せられたパンが綺麗に並べられていた。

（わ、おいしそう……！）

　こんな時なのについ嬉しくなりながら、一つ取り出して口に運ぶ。もっちりとしたチーズの塩気とパンの味が口いっぱいに広がった時、頭の中に鮮やかな光景が広がった。







『……こうするしかなかった』

　がらんとした部屋に立ち尽くしたファウストが、魂の失せたような乾いた声音で呟く。その手には抜き払った剣が握られており、刃はべっとりと赤く濡れていた。柄頭の赤い宝石まで血を浴びたように鈍く光っている。

　ファウストの視線の先には、壁にもたれて座り込んでいる女性がいた。褐色の肌をした手は自身の胸に当てられており、その手の間からはおびただしい血がとめどなくこぼれていた。

『あなたさえいなければ、俺は……』

　ファウストの声は微かに震えた。

『くだらない権力争いに巻き込まれることも、周囲の人間の裏切りに怯えることもなく、どこへでも行けた』

『……そうね』

　女性は弱々しく微笑んだ。血の気の失せたその顔はファウストとよく似ていたが、両眼を覆うように古ぼけた布が巻かれていた。

『俺は俺の人生を取り戻す。……恨むなら恨め』

　ファウストはだらりと下げていた剣を軽く上げ、赤く濡れた刃を暗い瞳で見つめた。

『恨むなんて……するはずがないわ』

　女性は力なく首を振った。胸を押さえていた手が力を失って滑り落ちる。

『私は……あなたに何もしてあげられなかった。私の方こそ……あなたに恨まれても、仕方ない……』

　ずるずると女性の身体が壁に赤い痕を残して床へと倒れ伏した。ファウストはその姿をどこか呆然と見つめた。女性はもがき、やっとのことで顔をファウストに向けた。両眼を覆う布が滑り落ちる。布から現れた両眼の上には痛々しい古い傷跡が真一文字に走っていて、虚ろに見開かれた瞳は光を喪っていた。

『……ごめんね』

　微笑みを浮かべた女性の身体から力が抜け、顔が力なく床に落ちた。

『母上』

　ふいに叫んだファウストが、剣を放り出して膝をついた。力なく横たわる女性にわななく手を伸ばす。その赤い瞳は取り返しのつかない悔恨に大きく揺れていた。

『違う。俺は……ああ、くそっ』

　自らの手で斬った母親を抱きしめ、ファウストは血を吐くように呟いた。

『……こんな結末を望んでいたわけじゃなかったのに』

　悲痛な慟哭が部屋に響く。それは胸を引き裂かれるようで――








「……コレッタ。ニコレッタ？」

　声をかけられて、ニコレッタは現実に引き戻された。半ば呆然としたまま振り返ったけれど、ファウストの姿がまともに見られず何度も瞬く。

（今のは……何？　ファウスト様が、側妃様を……手にかけて）

　あまりにも恐ろしい光景が色濃く余韻を残し、頭はぐらぐらと揺れてまともに考えることすら難しかった。何とか口を開いたけれど、言葉がのどに詰まって出てこない。

（伝えなきゃ……だけど……）

　何と言えばいいのだろうか。未来視の中のファウストは、覚悟を決めて側妃に刃を奮ったようだった。

（ファウスト様は最初からそのつもりで……？　まさか……でも）

「そろそろ行く」

　考えがまとまらないうちに、既に時間になってしまったようだった。ニコレッタは震えながら、淡々と身支度を整えるファウストを見つめた。

　ついさっきまで近くに感じられたはずのファウストが、今は初めて垣間見た時のように冷徹で、どこまでも遠い人間に見える。

（ファウスト様は……私なんかとは全然違う、強い方。そんな方がお心に決められたなら、何を言ったって変えられるはずない……）

「騒ぎになるだろうが知らぬふりをしておけ」

　フード付きのマントを纏ったファウストが扉の前で振り返る。その静かな声音に、未来視で聞いた慟哭が重なった。事切れた側妃の前に膝をつき、その身体を抱きしめてうなだれるファウストの小さく黒々とした姿――。

「……待って、待ってください」

　気が付けば、ニコレッタはファウストに駆け寄ってマントを掴んでいた。扉に手をかけていたファウストが怪訝そうに眉をひそめて振り返る。

「なんだ」

　焦れば焦るほど言葉は出てこなくて、それでもこのまま行かせるわけにはどうしてもいかなくて、ニコレッタは必死に赤い瞳を見上げた。

「……剣を」

　やっと絞り出した声は滑稽なほど掠れていた。

「剣を……置いていって、ください」

　ファウストの顔にはっきりと困惑の色が浮かぶ。

「それはできない。道中には獣もいるし、見張りがいる可能性もある」

「それでも、その剣は持っていかないでください」

　ニコレッタはわななく手でファウストの腰の剣を掴んだ。赤い宝石のついた剣は、未来視の中で側妃に振るわれたものだ。

「何を言っている？　ニコレッタ、やめろ」

「お願いです、誰かを斬ってしまうものを持っていかないで！」

　ニコレッタを引きはがそうとしていたファウストの手がびくりと跳ねた。赤い瞳が驚愕に見開かれ、一瞬で激しい怒りが渦巻くのが分かった。

「お前は……っ！」

　叩きつけられた威圧感にひゅっと喉が鳴る。恐ろしさに全身が痺れたようになりながらも、ニコレッタは必死にファウストの瞳を見返した。

「……」

　先に目を逸らしたのはファウストだった。苦しげに眉を歪め、ぎり、と歯を噛みしめる。無言のまま、ファウストは手早く腰の剣を取り外してニコレッタへと突き出した。

「……お前が預かっていろ」

「は、はい……」

　震える手で剣を受け取ると、ファウストはそのまま大股で部屋を出ていった。

「はあ……っ」

　今更になって身体が震え出す。ニコレッタは剣を抱えたまま、その場にずるずるとへたり込んだ。ずっしりと重い剣を抱きしめ、目を閉じてひたすら祈る。

（女神エルザ……どうか、ファウスト様を守ってください）






　　　◆






　ファウストを待つ時間は恐ろしく長く感じた。剣を膝に乗せてベッドに腰掛けていると、遠くでばたばたと人が走り回る音がかすかに聞こえた。

（ジャンさんが騒ぎを起こしたのかな……）

　ファウストは今ごろ、闇を縫って塔へと駆けているのだろうか。それとも、塔へとたどり着いて中にいる人物と対面を果たしているかもしれない。あるいは、既に――。

「大丈夫」

　自分に言い聞かせるように呟く。けれど、不安な気持ちはどんどん膨らんでいって、胸を押しつぶした。

　次から次へと浮かんでくる嫌な想像に疲れ果て、現実なのかどうか分からなくなってきた頃、音もなく扉が開いた。

「ファウスト様……っ」

　黒いフードを被った大柄な人影が滑り込み、すぐに扉を閉める。ニコレッタは剣を抱えたまま立ち上がったが、駆け寄ることがためらわれて立ち尽くした。

（側妃様はどうなったの……もし、ファウスト様の衣服に血がついていたら――）

　恐怖と不安で足がすくむ。剣をきつく抱きしめて震えていると、こちらを振り向いたファウストのマントが不自然に膨らんでいることに気づいた。身体をすっぽりと覆ったマントの下に、明らかに何か大きな――人のようなものを抱えているのを見てとり、どくりと心臓が跳ねる。

（まさか……）

　立ち尽くすニコレッタへ滑るように歩み寄ってきたファウストが、目の前でマントを取り払った。

「あ……っ」

　危うく声が漏れかけ、慌てて口を押さえる。マントで覆い隠されていたのは、やせ衰えた小柄な女性だった。ほつれた長い銀髪に褐色の肌を持ち、両眼には布が巻かれている顔は未来視で視た側妃と同じだ。

（……側妃、エヴァ様）

　一瞬、全身が凍りついたが、よく見るとボロボロのドレスには血の一滴もついてはおらず、胸元は規則正しく上下していることに気づいてほっと肩の力が抜けた。

「生きて……？」

「気を失っている」

　丁寧な手つきでエヴァをベッドに横たえたファウストは、天蓋のカーテンを閉めてベッドを覆い隠した。

「遅くなった」

　静かに告げたファウストはニコレッタの手の中から剣を取り上げた。自分の手に戻った剣を少し眺め、サイドテーブルへと置く。

「側妃様は……やはり、西の森の塔にいらしたのですか」

「ああ」

　ファウストは固い表情で頷いた。

「母がいたのは、西の塔の朽ちて今にも崩れそうな階段を上った最上階だった。……長年、小さな窓しかないその部屋に閉じ込められていたそうだ。見張りがひとりだけいたが、油断しきっていて問題もなかった」

　遠くを見つめる赤い瞳に暗い怒りが灯り、奥歯を噛みしめる音がした。

「部屋の中は荒れていて、到底人の住む場所ではなかった。身を横たえるベッドすらなく、粗末な椅子がひとつあるきりだった」

「そんな酷いところに、側妃様が……」

「その上、母は両の目を潰されて足の腱を切られていた。食事もろくに与えられず、生きているのが不思議なほどだった」

「な、なんて……むごい……」

　あまりの仕打ちに身体が震える。時折聞こえていたあの歌にどんな思いが込められていたのか、想像するだけで胸が詰まった。

「むごい、か」

　は、とファウストは疲れたように息を吐き出した。先ほどまでたぎっていた怒りの火が急に消え、赤い瞳は昏く影を帯びる。

「残忍さでは俺とて変わらん」

「ファウスト様……？」

「視たんだろう？」

　前触れなく投げかけられた言葉に、ひゅっ、と喉が鳴った。

　ファウストの視線がニコレッタから逸れ、テーブルに置かれた剣へと流れる。その時、前触れもなく部屋を照らしていたランプの灯りがふっと消え、部屋が暗闇に沈んだ。

「お前は、俺があの剣で何をしようとしていたのか視たはずだ。だからこそあれほど必死になって止めたのだろう」

　ひび割れた声で呟いたファウストは陰を纏い、まるで未来視で視た血濡れの剣を持つ姿と重なって見えた。

（ああ……やはり）

　胸の奥がひやりと冷たくなるのを感じながら、中指に嵌めた赤い石の指輪をぎゅっと握り込む。

「……私は、ファウスト様のお邪魔をしてしまいましたか？」

「さあ」

　ファウストはどこか投げやりに呟いた。

「母を王宮から救い出すつもりだった。そのための下準備も整えていた。だが……心のどこかで、ずっと別の選択肢がくすぶっていた」

　側妃のことを語る時のファウストの横顔が頭をよぎる。きっと今も苦しげな顔をしているのだろう、と思うと胸が軋んだ。

「俺は、母を憎んでいた」

　夜明け間近の闇に沈む室内で、黒いシルエットになったファウストがぽつりと呟いた。

「王妃やカルロなど、どうでもよかった。それより遥かに母の方が憎かった。流されるままに俺を産んで、抗わぬことで俺を縛り、耐えることしかせぬ母さえいなければ……」

　ファウストの視線がちらりとカーテンに覆われたベッドに投げられ、その手がテーブルに置かれた剣を掴む。

「俺の人生をこのおぞましい王宮に留まらせる存在と決別するつもりでここへ来た」

　ニコレッタが持つには重すぎる剣を、ファウストは片手で軽々と持ち上げた。

「部屋に踏み込んだ時、母は椅子に座ったままじっと俯いていた。こちらに気づいているだろうに、立ち上がるそぶりすら見せず……あの瞬間、この手に剣があれば俺は迷わず振るっていただろう」

　一瞬だけ激しい感情が表れ、暗い部屋に刃のような緊張感が走る。闇にきらめく白刃を見た気がして思わず息を呑んだ時、ふっと緊張感が霧散してファウストは剣を下ろした。

「……だが剣はなく、振るうことは叶わなかった。立ち上がろうとしなかったのではなく、足の腱が切られていて立ち上がれなかっただけなのだと分かった時……頭を殴られたような気分になった」

　力なく剣をサイドテーブルへと戻し、ファウストは自嘲の笑みを浮かべた。

「覚悟を決めたつもりだったのに、母を手にかけるどころか……こうして連れ帰れたことに安堵している。俺こそ、迷いを断ち切れぬ臆病者だ」

（ファウスト様……）

　うなだれたファウストがまるで途方に暮れた子どものようで、酷く胸が締め付けられる。

「それではいけませんか？」

　たまらなくなって、気づけば言葉が滑り出ていた。驚いたように瞬くファウストにそっと距離を詰めて、自身より大きな手を取る。

「憎むのも、迷うのも、ファウスト様が側妃様を大事に思っているからじゃないですか」

　未来視の中で血に濡れていた手は綺麗なままだった。そのことが泣きたくなるほど嬉しくて、そっと頬を寄せる。

「お前は……俺のことが怖くはないのか」

　囁くような声は掠れていた。

「最初は怖かったけど……今は怖くなんかありません」

「何故だ。必要であれば、俺は母すら手にかける。そのおぞましい光景を、お前だけはその目に焼き付けたはずだ」

「視ました」

　ニコレッタは叫ぶように言った。ファウストの口調は、まるで自分自身を斬りつけているかのように痛々しくて、胸が締め付けられてたまらなかった。

「あなたが側妃様を手にかけるところも、そのお身体を抱きしめるところも、後悔して涙を流すところも、私は全て視たんです！」

　あんな声は聞きたくない。胸が張り裂けそうな悲しみと後悔を、目の前のこの人に味わってほしくはなかった。

「ファウスト様は優しくて、温かい方です。私は……私は……」

　とうとう涙が頬を伝った。声を詰まらせながらも、精一杯の想いをこめて言葉を紡ぐ。

「私は、そんなファウスト様を……お慕いしています」

　その時、夜明けの最初の光が窓から差し込んだ。薄い光を浴びたファウストは、驚いたように大きく目を見開いていた。曙光しょこうを受けてきらめく瞳から少しずつ驚きの色が消え、代わりに深い感情が揺蕩う。

「お前には驚かされる」

「も、申し訳ありません」

　頭を下げようとするところを優しく抱き寄せられた。ファウストの腕の中はいつもの甘い香りに混じって草木と埃っぽい匂いがした。

「ニコレッタ……」

　名の響きを噛みしめるように呟き、ファウストは大きく息を吐いてニコレッタの頬に触れた。とくとくと、少し速い鼓動の音が触れ合ったところから伝わってくる。

「お前が必死になって止めてくれねば、俺は……お前が視た通りの行動に出ていた。母を手にかけ、自由ではなく決して償えぬ罪を手にしていただろう」

　赤い瞳にニコレッタを映し、ファウストは低い声で囁いた。

「俺が間違っていた。お前は強いな」

　その言葉とともに、ファウストは顔を寄せてニコレッタに口づけた。

（ああ……）

　つま先から髪一筋に至るまで、温かいものがニコレッタを満たした。触れ合った唇から溶けてしまいそうな心地になりながら、そっと目を閉じる。その瞬間――







　目の前には真新しい血だまりが広がっていた。その中心には膝をついてうなだれるファウストの姿がある。身にまとう漆黒の服は真紅に染まり、特に右肩のあたりがどす黒く濡れている。

　荒い息遣いがやけに近くで聞こえると思ったら、それが自分のものだと気づく。見下ろすと、自分の手には紅い宝石が埋め込まれた剣が握られていた。恐ろしく重いその剣も、握り締める自身の手も、べったりと血で濡れている。

　こちらを振り返ったファウストが、青ざめた顔でわずかに微笑んだ。

『……一思いにやれ』

　ファウストはそのまま抵抗せずにうなだれた。剣先がゆっくりと持ち上がっていき、ファウストめがけて振り下ろされ――。








「ニコレッタ？」

　はっと目を開けると、心配そうにファウストが覗き込んでいた。

（今の……何……）

　それは未来視のようでいて、全く異質なものだった。いつもならその場で起こる出来事を、自分の姿も含めて俯瞰して見ているような視点なのに、たった今垣間見たものはまるで自分自身が時空を飛び越えてその場で体験したようだった。

（私が……この手で、剣を振り上げて）

　何かを切り裂く重い感触がありありと蘇り、思わず悲鳴が漏れそうになった。足元から世界が崩壊していくような感覚が襲ってくる。

「顔色が悪いぞ」

「……あ、私……」

　口を開こうとするとぐらりと身体が傾いだ。倒れる前にファウストが素早く支え、その身体を抱き上げた。

「隣の部屋で少し横になろう。お互い、疲れているからな」

　優しく頭を撫でてくれるその手に、ニコレッタは何も言えずに俯いた。

（違う、未来視なんかじゃない。だって私、何も食べてなかったもの。何かの間違いだ）

　心の中で祈るように繰り返しながら、きつく目を閉じる。

（私が……ファウスト様を害するなんて。そんなこと、あるはずがない）

　幾度となく繰り返すうちに、いつの間にか眠りに落ちていた。夢は、見なかった。

















第八章　失われた奇跡












　目の前にはベーコンが添えられたポーチドエッグと瑞々しいフルーツサラダ、それにバターが香るパンが置かれている。朝食の席についたニコレッタは、パンを小さくちぎって口に運んだ。目を閉じてしっかりと咀嚼し、呑み込む。

　何も起こらない。

　祈るような気持ちで閉じた目を開けると、自然とため息がこぼれた。冷たい塊を呑み込んだように胸が重く沈む。

（どうして視えないんだろう）

　あの恐ろしい未来視を最後に、ぱったりと未来は視えなくなっていた。食事をしても視界がぶれることもなければ、頭の中に光景が広がることもない。

　最初は疲れているのかと思い、次に食べる量や食べ物の種類がいけないのかとあれこれと試してみたが、何を口にしても無駄だった。それどころか、何を食べても何の味も感じられない。今も、香ばしく焼かれたパンがまるで砂でも噛んでいるかのように味気なく喉を滑り落ちていった。

　ニコレッタは見ているだけでお腹が鳴りそうな料理の皿を眺め、もう一度ため息をついて目を伏せた。

（食べる気になれない……）

　今まで、どんなに辛い目に遭った時でもお腹はいつもすいていたし、どんなに粗末な食べ物でも口に入れればこの上なく美味しく感じられた。それが今では、何を食べても味がしないし満たされることもない。これ以上ないほどの癒しであり、最大の楽しみでもあった食事が、今やニコレッタにとって苦痛でしかなかった。

　ほとんど手を付けていない朝食を片付けた時、ドアがノックされてファウストとジャンが入ってきた。

「ニコレッタさん、おはようございます！」

「おはようございます、ジャンさん。……それにファウスト様、おはようございます」

　慌てて頭を下げようとすると、軽く手を振って制される。

「食事は終わったのか」

　今まで通りそっけない言葉ながら、その声音は格段に柔らかくなっていた。こちらに向けられた瞳もどこか甘さが滲んでいるような気がして、ずきりと胸が痛む。

「は、はい」

「……母はどうだった」

　少しためらいがちに投げられた問いには笑顔を浮かべて答える。

「少しずつ回復しているご様子です。今朝も、お食事を半分ほど召し上がりましたよ」

　塔から無事に連れ出されたエヴァだが、長年の幽閉で弱ってしまっており、とても王宮からの脱出とその後の辺境までの移動に耐えられそうになかった。どこかで体を休める必要があったが、覗き穴までついているファウストの部屋では王妃に見つかるのも時間の問題だ。どこか適当な場所はないか……とファウストとジャンが頭を抱えていた時、おそるおそるニコレッタが提案したのが、元々自身が暮らしていた聖女宮の物置小屋だった。

「聖女宮には基本的に聖女の皆様しかいらっしゃいませんし、物置小屋がある裏手は虫が出ると言って絶対に近づかないんです。アンナマリア様もいない今、物置小屋があることすら誰も知らないし、興味もないと思いますよ」

　その言葉通り、エヴァが物置小屋で過ごしていることに気づく者は誰もいなかった。ニコレッタがエヴァの世話をするために出入りしても不自然ではないため、咎められることもない。それでもなるべく人目につかない早朝に訪れるようにしていた。

「世話をかけるな」

　ファウストの言葉に、ニコレッタは大きく首を横に振った。

「とんでもない、エヴァ様のお世話をさせていただくなんて光栄です。それに、エヴァ様は優しくて我慢強いお方ですから……何の苦労もありません」

　エヴァは野に咲く花のように静かでたおやかな女性だった。物置小屋に移動した際も、精一杯片付けはしたが、アンナマリアによって荒らされた跡が残っていることに恐縮するニコレッタに「十分すぎるほどです、ありがとう」と言って微笑んでくれた。身体が回復してきてもなるべく音を立てないよう静かに過ごしている。エヴァの静謐さは心地よく、アンナマリアの傍にいた時のような息苦しさは全く感じなかった。

「塔から母が姿を消したことがそろそろ露見する頃合いだ。王妃やカルロが何かしらの動きを見せてくると思う。気をつけろ」

「は、はい」

「王妃様はともかく、カルロ殿下はここ数日ずいぶん浮かれていらっしゃいますよねえ。側妃様のことなんて気にも留めてないんじゃないですか」

「既に国王気取りなのだろう。……まあ、何も見えていない方がこちらも都合がいい」

　ファウストは皮肉げな笑みを零すと、ニコレッタの隣の椅子を引いて腰かけた。

「親愛なる我が兄上は、未だに辺境では蛮族が暴れまわり、周辺の国々と睨み合っていると思い込んでいるからな。……報告書は届いているか」

「はい、今朝」

　ジャンは懐から報告書を取り出しながら肩をすくめた。

「蛮族と呼ばれていたトラハル族とは実際は何年も前に和解して交易まで行ってますし、周辺の国々とも友好的な関係を築いてるってのに……王宮の人は本当に何も知らないんですね」

「報告してないからな」

　報告書を受け取ってめくりながら、ファウストはあっさりと言った。

「とはいえ、いつまでも状況が変わらないことを不審に思わず調べもしないなど統治者として論外だ。……そんな愚か者にいつまでも付き合うほど暇ではない」

　ファウストは報告書を眺めて、不敵な笑みを浮かべた。

「計画通り、辺境に戻れば速やかに独立を宣言するぞ。周辺諸国への根回しもおおむね済んだ」

「了解しました」

「王宮側の戦力規模もだいたい把握した。あれなら十分押さえ込めるだろう。欲を言えば、騎士団長をこちらに引き込みたいところだが」

「何度か訓練に交ぜてもらったりして距離は縮めてますよ。現体制に思うところはおありのようですし、可能性はありますから、機を見て声をかけてみますよ」

「頼む」

（辺境の独立って……ものすごく重要なことのような気が……）

　国を揺るがすような密事を、ふたりはニコレッタを気にすることもなく堂々と話している。そのことが落ち着かなくて、ニコレッタは視線をさまよわせた。

（ファウスト様はどうして私が聞くことを許してるんだろう）

　エヴァの居場所が判明した夜以来、ファウストは今までより頻繁に顔を見せるようになっていた。ジャンとの重要な話し合いも今のようにニコレッタのいるところで行い、気を使って席を外そうとすると「そこにいろ」と引き止められるほどだ。

　以前なら、明らかに縮まった距離を戸惑いながらも嬉しく感じただろう。けれど今はファウストを見るだけであの恐ろしい未来視が脳裏をよぎった。

（……やっぱり、あれは未来視だったんだ）

　なぜ何も食べていないのに視えたのか、どうして実際に体験したかのような視点だったのか、何か分からない。けれど、あの悪夢のような光景が確かに未来視であったことは、もう否定しきれなくなっていた。

（一体いつ起きるの？　どうしてあんなことになっちゃうの……？）

　せめて前後の状況が分かればと思うけれど、能力が発動しなくなってしまった今、それも叶わない。

　未来視ができなくなっているということをファウストに伝えるべきだと思いながらも、どうしても口に出せなかった。

　失望されるのが恐ろしくて口をつぐみ、黙っているという事実が後ろめたくてファウストをまっすぐに見ることができない。そんな状態でファウストに優しくされることは、もはや拷問に近かった。

（未来視が使えたからこそ、ファウスト様のお役に立てていたのに……それがなくなったら、私は他に何もない。ただの役立たずだ……）

「――俺たちは王のもとへ行ってくる」

　ふいにファウストの言葉が耳に飛び込んできて、物思いから引き戻された。顔を上げると、ファウストとジャンはきびきびと立ち上がって身支度を整えているところだった。

「昨晩、少しだけ目を覚まして俺を呼んだらしい。いい機会だから、あとどれほど猶予がありそうか見極めてくる」

「猶予って……一応、殿下のお父上ですよ」

　苦笑するジャンに、ファウストはにこりともせずに肩をすくめた。

「父と慕うほど交流があったわけではないからな。正直、俺という存在を覚えていたことに少し驚いた」

「それは確かに……一体、何の用でしょうね？　あ、ニコレッタさんはどうされます？」

「私は……」

　うろうろとさまよった視線が、ふと部屋の隅にかけられたオレンジのドレスに吸い寄せられる。エリーゼから借りたドレスはカルロに襲われた際に破れてしまった箇所を繕われ、ちょうど返ってきたところだった。

　ドレスを見ていると、お茶会の時のエリーゼの言葉が耳の奥に響いた。

　平民のニコレッタには、女神の祝福を受け止められるだけの器がない。だからいずれ能力は尽きる――。

（そうだ……エリーゼ様なら何かお分かりになるかもしれない。私の能力について……）

「私は……エリーゼ様のところへ、ドレスのお礼に伺わないと」

　別れ際にかけられた「困ったら頼ってきて」という言葉にすがる思いで言うと、ファウストがわずかに眉をひそめた。

「カルロの婚約者か」

「エリーゼ様は良い方です。この前も、王妃様から私を庇ってくださいました」

「庇う？　……彼女は王妃側の人間ではないのか」

　思案気に呟いたファウストに、ジャンが軽く手を上げてみせた。

「自分の見解ですが、エリーゼ様はあまり王宮内の派閥に関心がないんじゃないですかね。少し観察しましたけど、王妃どころか誰かに心を許してるって雰囲気は皆無ですよ」

「ああ。特にカルロとはお互い目も合わせようとしないようだ」

「そんなエリーゼ様が、ニコレッタさんを見る時だけはほんの少しだけ優しいまなざしになってるんです。少なくとも悪意がないのは間違いないですよ。自分で言うのもなんですが、殿下もご存じの通りその辺の鼻は利く方でして」

　自慢げに鼻をうごめかせるジャンに「確かにな」と苦笑すると、ファウストはニコレッタに向き直った。

「分かった。ただ、エリーゼのところへ行くとなるとカルロが現れる可能性もある。くれぐれも気をつけろ」

　カルロの粘着質な視線を思い出してしまい、鳥肌が立つのを感じながらニコレッタは頭を下げた。

「はい。ファウスト様もお気をつけて」

「……ニコレッタ」

　てっきりそのまま出ていくと思っていたら、再び呼びかけられた。顔を上げると、ファウストはじっとニコレッタを見つめていた。

「おそらく、王が亡くなって王宮を出るのはそう遠い話ではない。前にも言ったが、その時はお前も共に王宮を出た方がいいだろう」

「はい、よろしくお願いします」

「王宮から追手がかかったとしても、辺境まで逃げてしまえば身の安全は確保される。それに、環境は厳しいがそう悪いところでもない」

「はい」

「……母はお前を気に入っている」

「あ、ありがとうございます」

　ひとつ咳払いをして、ファウストはまっすぐにニコレッタを見つめた。

「それで、お前さえよければ、だが……」

　ニコレッタは俄かに騒がしくなる鼓動を感じて、ぎゅっと胸を押さえた。

（もしかして……ファウスト様は、私も辺境に連れていってくださる気に？）

　膨らみかけた期待は、けれどすぐにファウストの腰に提げられた赤い宝石の剣が目に入って急速にしぼんだ。代わって冷たい絶望が足元から這い登ってくる。

（だけど私はもう未来視すら使えない役立たずだ。……それどころか、いつかファウスト様に、あの剣を――）

　手の中に重いものを斬った反動が蘇り、濃い血の臭いが鼻をくすぐった。目の前が急速に陰り、足元から地面が崩れていくような感覚が襲ってくる。

（あ……私……）

「――ニコレッタ！」

　ふいに何か柔らかいものに抱き留められて、ニコレッタは瞬いた。気づけば、ファウストに抱きかかえられている。

「あ……私……？」

「いきなりふらつき始めたかと思ったら倒れた」

「すみません、ありがとうございます……」

　慌てて起き上がろうとしたけれど、そのまま抱き上げられてベッドへと運ばれた。

「酷い顔色だ。少し休め」

　有無を言わさず寝かしつけられ、ファウストを見上げる。

「あの……申し訳ありません。お話の途中だったのに」

「話などいい」

　ニコレッタの頭をひとつ撫でると、ファウストはさっさと出ていった。その背を見送って、起き上がると重いため息を零す。

　ファウストは優しい。だからこそ、余計に罪悪感が胸を焼く。いつ、あの未来視で視た光景が現実になるのか分からない今、自分こそがファウストの脅威なのではないかという気がしてならない。

「……エリーゼ様のところへ行かないと」

　細い一筋の希望に縋るように、ニコレッタはベッドを滑り降りてドアへと向かった。

















第九章　王の指名












「ニコレッタさん、今日も召し上がってなかったですねえ」

「……ああ」

　斜め後ろを歩くジャンの言葉に、ファウストは苦い思いで頷いた。

　婚約者であるニコレッタはこのところ、ほとんど食事をとっていない。あまり眠れてもいないようで、ふくふくとしていた頬は日を追うごとにげっそりとやつれて笑顔も少なくなっていた。

　様子がおかしくなったのは、側妃エヴァを助け出した後からだ。

「いったいどうしたんでしょうね。いつもあんなに食べるのが幸せそうだったのに」

「母と相性でも悪いのかと思ったが……そういうわけでもなさそうだ」

「エヴァ様と一緒なら多少は食事されているようですし、お二人の仲も良好なようです。反対に殿下といる時はいつも浮かない顔になっていますよね」

「……分かっている」

　思わずため息をつくと、ジャンはさらに首を捻った。

「ですが、殿下が嫌だとか怖いという雰囲気ではないんですよねえ。殿下の横顔や後ろ姿を一生懸命目で追ってますし……それも気づいてらっしゃいますよね」

「当たり前だ」

　ちらちらとこちらを窺うあの様子には覚えがある。そこから、彼女の様子がおかしい理由にも何となく見当はついていた。

（あれは、母のもとへ向かう俺を止めた時と同じだ）

「……おそらく、ニコレッタは俺に関する何かしらよくない未来を視ている。死か破滅か、それよりもっと悪い何かか」

　小さく呟いた言葉を拾い、ジャンがぴたりと足を止めて大きく目を見開く。

「えっ……ニコレッタさんはどうして教えてくれないんですか？」

「さあな」

　歩みを止めずに返すと、我に返ったジャンは慌てて追いかけてきた。

「殿下、どうしてそんなに落ち着いてるんですか！　どんな未来なのか分かれば回避できるんだから話してくれって言いましょうよ」

「話さないならそれなりの理由がある」

「ですが……そうだ、自分から聞いてみますよ！　それとなく話を持っていって」

「やめろ」

　足を止めて振り向くと、ジャンを真正面からにらみつける。

「問い詰めることでこれ以上苦しませたくない」

　ジャンはハッとしたように瞬くと、「……そうですね」と頷いた。

「すみません、出過ぎた真似を」

「そもそも、危機など今更だ。何か来ると分かっているだけマシだろう」

　きっぱりと言い切ると、向き直って歩き出す。少し遅れて足音がついてきた。

「その通りです。……にしても、殿下はニコレッタさんのことが本当に大事なんですね」

　元通り斜め後ろの位置についたジャンが、にこにこと嬉しそうな笑顔を浮かべてこちらを見てくる。

　慕っている、と頬を染めて言った姿が脳裏に浮かぶ。その姿に引っ張られるように青ざめながらも剣を掴んで「置いていって」と縋った様子、抱き寄せると真っ赤になって恥ずかしがる頬の赤らみなどが次々に溢れてきて、ファウストは一度目を瞑って想像を振り払った。

（ニコレッタは素朴で素直なだけの少女ではない。強い芯を持っている……長年、この王宮でたった一人生きてきたからか）

　婚約者に指名した時には、王宮を出た後は自由に生きる道を用意してそれで終わりのつもりだったのに、傍にいて気を使わなくともよい素直な相手という存在が、これほど心のよりどころになるとは思いもよらなかった。

「ニコレッタさんのこと、辺境へ連れていかれるおつもりなんでしょう？」

「本人の意思次第だ」

「自分はぜひいらしてほしいと思います。ニコレッタさんは、殿下に必要な方ですよ」

　思いのほか真面目な声音に振り返ると、ジャンは柔らかな微笑みを浮かべていた。

「ニコレッタさんといる時の殿下は、なんというか、肩の力が抜けているんです。辺境にいる奴らがニコレッタさんに接する殿下を見たら、目を疑うんじゃないですかね」

「……そこまで態度に出しているつもりはないんだが」

「出てますよ、ばっちり」

　妙にしみじみと言ったジャンは、廊下の窓から外を見やると大きなため息をついた。

「はあ……早く辺境に帰りたいですね。ここは息がつまります」

「そう思うなら、王妃に対してはさらに気を引き締めろ。万が一にも計画を気取られるな」

「ああ、王妃は『心眼』の聖女ですもんね。目を合わせたらこちらの心が読まれる、でしたっけ。おっかないですねえ」

「……」

「殿下？　どうかしましたか？」

　ふと黙り込んだファウストに、ジャンが小首をかしげた。

「少し気になってはいたが……おそらく、王妃の能力には問題がある」

「へ？」

「しばらく観察したが、ほとんど能力を使うところは見られなかった。使ったとしても侍女の他愛ない秘密を暴いてみせたりする程度だ。……読める範囲はかなり限定的、もしくは能力が衰えているのかもしれん」

　ぼそぼそと囁くと、ジャンは大きく口を開け、慌てて自分でその口を抑えた。ごくりと喉を鳴らし、自分も声を低める。

「……聖女の能力が衰えるなんてこと、あるんですか？　女神エルザの祝福でしょう？」

「女神エルザとて祝福を打ち消したくなることはあるだろう。……とはいえ、これらは全て推測に過ぎない」

　迷走しかけた思考を打ち払うように、ファウストは手を振った。

「心眼があろうがなかろうが、王妃は侮りがたい相手だ。長年にわたって王宮の実権を握り、強い影響力を蜘蛛の糸のように張り巡らせている。カルロが王となれば、本格的に好き放題振る舞い始めるだろう」

「何にせよ王妃様の動向には注意しろってことですね。よく分かりましたよ」

　大きく頷いたジャンの瞳が真剣な色を帯びる。

「ですが……殿下の推測通りなら、女神エルザも見放した王妃様なんて一気に求心力を失うんじゃないですか？　調べる価値はありそうですね」

「無理はするな」

「もちろんです。あくまでもできる範囲で、ですよ」

　ジャンがにやりと笑った時、ちょうど国王の居室の前に辿り着いた。ファウストは厳めしい扉を見上げ、軽く息を吐いた。

「ここで待機していろ」

「かしこまりました」

　ジャンが扉の脇に控えるのを確認して、扉をノックする。

「第二王子ファウストだ。王からのお召しと聞いて参上した」

　声に応じて扉が開き、王の傍仕えである侍従長が深々と頭を下げた。

「陛下はちょうどお目を覚まされております。どうぞ」

　部屋に入ったファウストは一瞬、足を止めた。病んだ王が身を横たえるベッドの脇には侍医が控え、少し離れて大法官と騎士団長が並んで控えている。

「何故、そなたらがここに？」

「我々も陛下にお声がけをいただいたのでございます」

　長年、エドゥアルト王を最も近くで補佐してきた三名のうち二名が顔を揃えている状況に、ファウストは内心で警戒を強めた。

（王妃と距離をとっている騎士団長はともかく、大法官は表向き中立だが内心は王妃派に傾いていてもおかしくはない。完全な王妃派である宰相はいないが……穏便に王位継承権の放棄を求められるか、あるいはいっそ、王族としての身分剥奪でも申し渡されるか）

「ファウスト殿下、どうぞ陛下のお傍に……」

「ああ」

（どちらにせよ、今更どうということはない）

　ファウストは冷然とした態度を崩すことなく王の枕元に歩み寄った。ベッドの脇に置かれたゴブレットには、濃く煮出した薬湯が半分ほど残っている。薬草の匂いに包まれて豪奢な寝具に横たわる衰えた王の姿を目にしても、感情にはさざ波ひとつ立たなかった。

（顔色はほとんど死人だな。呼吸も浅い……もってあと一日か二日というところか）

　静かに計算していると、瞼が震えてゆっくりと目が開く。自身と同じ赤い瞳がファウストを映し、わずかに見開かれた。

「……エヴァ」

「俺はファウストです、陛下」

「エヴァ……」

　ぼんやりと膜がかかった瞳は、こちらの言葉を理解しているのかどうかも定かではない。身を引きかけて、ふと母のことを思い出した。

（……もう一度、陛下に歌を歌って差し上げたい、と言っていたな）

　ため息を呑み込み、わずかに身体を傾けて国王に顔を寄せる。

（これはお前のためではない。母のためだ）

　そう心の中で呟きながら、ごく小さな声で子守歌を口ずさむ。母がかつてこの男に何度も歌って聞かせただろう旋律を、低く重みのある声で紡いでいくと、王の様子に変化が現れた。幾度か瞬きを繰り返し、はっきりとした意思が宿った瞳が焦点を結ぶ。

「ファウスト……か」

「陛下……！」

　ファウストが答えるより早く、侍従長が感極まったようにベッドに駆け寄った。大法官と騎士団長がやや驚きを滲ませた視線を交わし合う。ファウストもまた、内心で静かな驚きを覚えていた。

（この男の中にも、母への情はあったのか）

　母があの塔で孤独な虜囚として過ごした日々が少しは報われるような気がする――ほんの少しだけそんな気分になっていると、侍医と侍従長に支えられて身を起こした王が目線で近くに来るように促してきた。

「俺に何か話がおありとか」

　歩み寄ったファウストへ、エドゥアルト王は病み衰えた腕をぶるぶると持ち上げた。緩く握られた拳には何かが握られている。

（何を――）

　首を傾げながら差し出した手の中に、冷たく固いものが落とされた。その部屋にいた全員がはっと息を呑む中、ファウストは愕然として己の手の中に輝くものを見つめた。

「これは……シグネットリング……！」

　黄金に輝く指輪には王家の紋章が刻まれている。逆向きにデザインされた紋は印章の役割を果たすものであり、シグネットリングの所有者は国王である何よりの証だった。

「……見た、な」

　あまりにも予想外の出来事に呆然自失となっていたファウストが我に返って顔を上げると、エドゥアルト王の視線は臣下へとむけられていた。大法官は慌てて頷き、騎士団長は片膝をついて口を開いた。

「我ら、この目で陛下のご意志はしかと拝見仕りました」

（――やられた）

　そのために王妃派の宰相を除く二人を呼んでいたのか。驚愕と呆然自失の後にこみ上げてきたのは、胸を炙るような怒りだった。

「……ふざけるな」

　唸るような声に、侍従長と侍医がぎょっとしたように身を縮こまらせた。頭を下げていた大法官と騎士団長も意外そうな顔をこちらに向けるが、構わずに王へと詰め寄る。

「今更、俺を王に指名するだと……？　身勝手にもほどがある」

「で、殿下」

「さんざん王妃とカルロの好きにさせておいて、今更母上への償いのつもりか？　貴様は……どこまでいたぶるつもりだ……っ！」

　シグネットリングを投げ返そうとした時、国王が視線をあげた。その赤い瞳はあくまでも理性的で、ファウストの動きを留まらせる迫力を帯びていた。

「償い……で、王位は、渡さぬ」

　とぎれとぎれながらも、その言葉には不思議と腹の底に響くような重みがあった。それはまさしく王の威厳ともいうべきものだった。

「資質……カルロには、ない。……お前には、ある。……それだけ、だ」

　言い終えると、王はぐったりと身体を沈ませた。ファウストは全身が痺れるような感覚に襲われながら立っていた。手の中のシグネットリングがずしりと重く感じる。

（王の資質……）

　惰弱な王だと思っていた。平凡な生活を送っていた母を軽率に見初めたくせに結局は王妃の贄として差し出し、非道な扱いを受けていても手を差し伸べることすらしなかった唾棄すべき男が、それでも確かに王であると実感した。

「何故だ……あなたのような人間が、どうしてここまで王妃の専横を許した？」

「イメルダ……」

　その名を呟いた途端、それまで理性を保っていた王の瞳が大きく揺れた。元から悪かった顔色が紙のように白くなり、脂汗が額に滲む。先ほどまで纏っていた威厳は煙のように消え失せ、そこには身を縮めた死にかけの男が震えていた。

（王妃の名を呟くと同時に、この苦悶はなんだ……？）

　あまりにも急激な変貌に戸惑っていると、不意にエドゥアルトから手首を掴まれた。

「違う……」

「えっ？」

「ずっと、皆が騙され……ちか、ら」

　喘ぎながら懸命に紡がれた言葉は、激しい咳によって遮られた。何とか咳を抑えた王は再び口を開いたが、ひゅうひゅうと息の漏れ出る音しかこぼれては来なかった。

（騙されて……誰に？　王妃にか？）

「陛下！」

　狼狽えた侍医が駆け寄る。弱々しく咳き込んだエドゥアルトはファウストの手首をつかんだまま、空いた手で薬湯の入ったゴブレットを掴んだ。

（これ以上は無理か……）

　ため息を零しかけた時、手首をつかむ手にぐっと力が込められた。顔を上げると、王は赤い瞳でファウストを見つめたまま、ゴブレットを自らの胸元に引き寄せて傾けた。薬湯が胸元にこぼれ、濃い染みを作る。

「ああ、薬湯が……」

「すぐに着替えをお持ちいたします！」

　そのままゴブレットを取り落としてベッドに沈んだ王に、侍医と侍従長が駆け寄る。邪魔にならないよう下がりながらも、ファウストの心の中には困惑が渦を巻いていた。

（何だ……？　飲もうとしてこぼれたというよりは、あえて胸元に零したような）

　もやもやとした違和感の正体を探ろうとした時、扉がノックされた。

「陛下、イメルダですわ。お目を覚まされたと聞いて参りました」

　部屋の中の空気が一瞬、張り詰める。ファウストは素早くシグネットリングをしまい込むと、鋭い視線を部屋の中の面々に向けた。

「今、ここで起こったことは内密にしろ。いらぬ騒動は今の陛下にとって毒だ」

「御意のままに」

　真っ先に騎士団長が胸に手を当てて頷き、怯えた顔をした大法官が小刻みに頷く。青ざめた侍医と侍従長も深々と頭を下げた。その様子を見て取ると、ファウストは大股で扉へ向かい、その手で開け放った。

「まあ、ファウスト殿下。いらしたとは存じ上げませんでしたわ」

　扉の前に立っていた王妃イメルダは扉を開けたファウストに全く動じることなく、嫣然《えんぜん》と微笑んだ。碧眼と視線が絡まり合う前に恭しさを装って頭を下げる。

「王妃陛下に置かれましてはご機嫌麗しく。これでも父の身を案じておりますゆえ、ちょうど顔を見に来ておりました」

「そう。……ずいぶんと賑やかでしたのね」

　一歩、部屋に足を踏み入れた王妃が中にいる面々に視線を走らせ、目を細める。宰相が如才ない笑みを浮かべた。

「陛下がお目覚めと聞いて、我らも駆けつけたところです。ですが、あまりに一斉に押し寄せたせいでお体に障ってしまい……ちょうど、退出するところでした」

「薬湯を作り直しますので、御前失礼いたします」

　侍医はゴブレットを持ち、そそくさと部屋から出ていった。続いて大法官が、いかにももの言いたげにちらちらと王妃を気にしながら部屋の出口へと足を向ける。騎士団長は傍を通り過ぎる刹那、大法官を鋭く睨んでから無言の目配せを素早く送ってきた。瞬きで返せば、騎士団長は大法官の背に貼り付くようにしてともに部屋を出ていった。

「では、俺もこれで……」

「――長年飼っていた小鳥が逃げ出してしまいましたの」

　流れに乗って部屋から退出しようとしたファウストに、王妃が話しかけてきた。舌打ちしたくなる気持ちをこらえて、向き直る。

「それは残念なことですね」

「瞳を奪って羽根を切っておいたのに……どうやって逃げたのでしょうね？」

　迂遠な言い回しに微かな苛立ちの気配を感じ取り、恭しく目線を伏せたまま腹の中でせせら笑う。

「さて、鳥の考えることは見当もつきません。必要なら探す手伝いでもいたしましょうか」

「まあ、ご親切なこと。ですが、もういいのです。そろそろ飽きてきておりましたから」

　ふう、と吐息をもらしたイメルダ王妃は再び微笑みを唇に浮かべた。

「次は可愛らしい子犬が欲しいと思っておりますの。ころころとして素直な子」

「……」

　ニコレッタの微笑みが頭に浮かび、ファウストは逸らしていた目線を王妃に合わせた。ぶつかり合った視線に意思を込めて碧眼を睨みつける。

「王妃陛下のお傍には、既に奔放な孔雀がおいででしょう。女性と見れば羽根を広げ、王宮を我が物顔でのし歩く派手な鳥が。そちらで満足されては？」

　王妃の瞳に不機嫌な色が揺らめいた。赤い唇がかすかに動いたがそれ以上の言葉を紡ぐことなく、王妃はさっと顔を背けて国王が着替えを行っているベッドへと歩き出した。

　王妃の背を視線で追っていると、ふとベッドの傍に脱ぎ捨てられた寝衣が視界に入る。薬湯に染まった胸元を見ていると、その直前に絞り出された国王の言葉が脳裏に蘇った。

（騙されている……ちから……力、と言っていたのか？　やはり、王妃の能力には何か問題が……？）

　国王が伝えようとしたことがどうしても掴めず、もやもやともどかしい。

「陛下、お加減はいかがですか？　あまりご無理をなさらないで」

　考えを巡らせながら眺めていると、王妃は甘い声を出しながらベッドに身を屈めて王の背に触れた。弱々しく王妃を見上げたエドゥアルト王の瞳が、みるみるうちにどろりと焦点を失う。王は茫洋とした瞳でだらしなく王妃に微笑んだ。

「ああ……イメルダ、愛しい我が妃よ……」

　国王の変化を目の当たりにした時、ファウストの頭の中でかちりと思考のかけらが組み合わさる音がした。

（胸元……心……染める。……まさか）

　危うく漏れかけた声を噛み殺し、素早く踵を返すと部屋を出る。扉を閉めると、どっと全身を疲労感が襲ってきた。

（色々と……予想外の展開だ）

　胸元にしまったシグネットリングを無意識に押さえてしまう。この先どう動くか、もう一度最初から考え直さねばならない。

（クソ親父め）

　王子らしからぬ雑言を胸のうちで唱えながらも、王妃の意味ありげな言葉が耳にこびりついて離れない。明らかにエヴァの代わりとしてニコレッタを狙う発言に、思わず我を忘れて皮肉を叩きつけてしまった。

（とにかく、ニコレッタを守らねば。場合によっては、先に王宮から出した方がいいかもしれん。それに、王妃の能力についての考えが確かなら……）

　考えを巡らせながら数歩、進んだところで違和感に気づいた。

「ジャン？」

　呼びかけに答える声はない。扉の脇に待機させていたはずの長身の騎士の姿は、広い廊下のどこにも見当たらなかった。ファウストは一瞬だけ棒立ちになり、ついで本能に突き動かされるように勢いよく駆け出した。

（ニコレッタ……！）
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「あの……突然来てしまってすみません」

　ニコレッタはひたすら恐縮していた。エリーゼの部屋を訪れると、対応した侍女からはやんわりと「部屋を訪れる時には先触れを出すものだ」と指摘され、大いに慌てる羽目になった。謝りながら慌てて引き返そうとしたところをエリーゼから引き止められ、気が付けばお茶の用意が整えられた席に向かい合って座っている。部屋にいた侍女たちは用意を整えると素早く下がっていってしまい、部屋はニコレッタとエリーゼの二人きりだった。

「構いません」

　エリーゼはいつものように淡々とした口調で返し、カップを持ち上げた。お茶を飲む仕草は流れるように美しく、カップを受け皿に戻す時も微かな音すら立てない。

（綺麗だな……）

　美しい所作に見惚れていると、エリーゼの視線がニコレッタの前にある焼き菓子へとむけられた。

「召し上がらないのですか」

「あ……すみません、今はちょっと」

　つやつやとした焼き菓子はいつもなら飛びついただろうが、今はむしろ見ることすらどこか恐ろしい。俯いてお茶のカップに手を伸ばすと、エリーゼが小さく息を吐いた。

「それで、本日は何のご用でしょうか」

「あ、ええと……ドレスのお礼を……」

「未来視の能力に何か異変でもありましたか」

　ニコレッタの手の中でカップが滑り、硬質な音とともに受け皿に茶がこぼれた。非礼を詫びる余裕もなく、ニコレッタは唖然としてエリーゼを見つめた。

「な、なん、なんで……」

「ニコレッタ様が見るからに食事をとっていないからです」

　エリーゼは焼き菓子をつまむと、二つに割った。ふわりとバターの香りが漂う。

「げっそりとやつれているのに、焼き菓子を見た時に辛そうな顔で目を背けました。食べることに対する恐れがあるのでないかと」

「……」

「その点を踏まえて、なぜ私のところへ足を運んだのかについて考えると、おそらく聖女の能力について相談したいのではないかと考えました」

　二つに割った焼き菓子を見比べたエリーゼは、大きい方をニコレッタへと差し出した。

「ともあれ、無理にでも何か食べた方が良いですね。自覚はないのかもしれませんが、今にも倒れそうですよ」

「は……はい」

　焼き菓子を受け取り、恐る恐る口に運ぶ。相変わらず味はしなかったし未来視も訪れなかったが、焼き菓子を食べると固く強張った心が少し解れるような気がした。

「ここには私たち以外誰もいませんし、話したことが王妃様に伝わることはありません。お約束します」

「そんな、疑ってなんかいないです。あの……」

　俯くと、中指に嵌めたままの指輪が目に入った。赤い石がまるでファウストの瞳のようでそっと手で覆い隠し、ニコレッタは口を開いた。

「お茶会のときに、エリーゼ様が話されていたことを詳しく聞かせていただけませんか？　その……平民の私には女神エルザの祝福を受け止める器がないって」

　改めて口にすると、ずんと胸が重くなる。エリーゼはわずかに瞳を見開いた。

「ああ……あの話ですか」

「その、器というものは……何とかならないんでしょうか？　頑張ったら大きくなるとか、溢れないように気をつけるとか、女神エルザの祝福を私でも受け止めていられるようにする方法は、なにか……」

　かたん、と手にカップがぶつかって我に返る。気づけば、いつの間にかテーブルに手をついて前のめりになっていた。受け皿に再びこぼれたお茶に、頬が羞恥で熱くなる。

「す、すみません。つい……」

「ニコレッタ様」

　顔を上げると、エリーゼは静かな瞳でニコレッタを見つめていた。

「あれは嘘です」

「……え？」

　咄嗟に言われた言葉が理解できずに瞬くと、エリーゼは淡々とした声音で「あの場で述べた器の話は全てでたらめです」と告げた。

「でも、王妃様の前で仰ってましたよね？　嘘だったら王妃様がお気づきにならないはずはないじゃないですか……？」

　エリーゼは問いに答えることなく目を伏せた。テーブルに置かれた手が静かに皿のふちをなぞっている。そうしながら、エリーゼは静かに深く思考を巡らせているようだった。

（エリーゼ様……？）

　何かまずいことを言ったのだろうか。落ち着かない気持ちで見守っていると、皿のふちをなぞる手が止まってエリーゼが再び顔をあげた。黒い瞳は先ほどよりもずっと深く、決意のようなものが見え隠れしていた。

「あなたは知っておいた方が良いかもしれません。……これは確信に近い推測ですが、王妃様はご自身の能力を偽っておいでです」

「……え？」

「あの方の能力は、人の心を読み取るものではありません」

　ニコレッタは驚きのあまり、危うくこぼれそうになった声をなんとか呑み込んだ。信じられない思いで瞬いたけれど、エリーゼはあくまでも真剣な表情を崩さなかった。

「な……何を仰ってるんですか？　能力を偽るなんて、そんなこと……できるはずが……」

「私もそう思っておりました。ですが……あの方ほどの権力があれば、不可能ではないでしょう。あの方の能力はもっと別の、恐ろしいものです」

　部屋には隙間風など吹き込んではいないのに、凍えるほど冷たい風が身体を撫でた気がした。いつの間にかカラカラになっていた喉をごくりと鳴らす。

「恐ろしいって……でしたら、本当は一体どんな……」

　思い切って尋ねると、エリーゼの眉間に苦悩するような深いしわが刻まれた。白磁の額に冷たい汗が浮かぶ。

「はっきりとした確証があるわけではないのですが……王妃様は、人の心を支配できるのではないかと考えております」

「……！」

　衝撃のあまり、ニコレッタは呼吸すら忘れて固まった。喘ぐように何度か口を開閉し、やっと言葉を絞り出す。

「いくら女神の祝福とはいえ、そんな能力が本当にあるんですか……？」

「私も他にそのような能力は聞いたことがありません。ですが……そう思ったのは、私自身が王妃様に支配されていたと感じているからです」

「エリーゼ様が……!?」

　エリーゼは固い表情で頷くと、手を上げて長い前髪をかきあげた。露わになった額に薄くはあるが、はっきりと古い傷跡が走っているのを見て取って、思わず息を呑む。

「それは……」

「昔、カルロ様につけられたものです」

　元通り前髪を戻すと、エリーゼは静かに話し始めた。

「カルロ様は昔から女性関係が奔放な方でした。ですが私は何も知らず……初めてカルロ様が他の女性と懇意にしていることを知った時、やめてほしいとお願いしたのです。そうしたところ、激昂したカルロ様に突き飛ばされて扉の角にぶつかり……」

「そんな、酷い……！」

　淡々と語られる出来事に絶句しつつも、先日襲われた記憶と重なってぞくりと背筋が震えた。打たれた頬の痛みがありありと蘇り、思わず頬を押さえる。

「顔に傷がつけられたことで父は激怒し、婚約破棄を申し入れました。私も当然そのつもりで王宮を出る準備をしていたのですが、突然王妃様が部屋にいらして私の手を握り、瞳を覗き込まれて……そこから後のことはよく覚えていません」

　エリーゼは髪の上からそっと傷跡をなぞるように撫でて、重いため息を零した。

「気が付けば婚約破棄などなかったことになり、私は……王妃様の意に沿うことが全てだと思うようになっておりました。王妃様以外の人間に心を許すことは途方もない罪悪に感じて家族すら遠ざけ、周囲から切り離されていましたが、そのことをおかしいとすら思いませんでした」

　言葉を紡ぐエリーゼはやはりほとんど表情はなかったが、ニコレッタには酷く苦しそうに見えた。

（孤高を貫いているように見えたエリーゼ様が、そんな目に遭っていたなんて……）

　抑圧された心の底では、どんなに苦しかっただろう。そんな苦しさすらも自覚できなかったのだとしたら、それはとても残酷なことに思えてならなかった。

（側妃様に対する処遇といい……どうしてそんな酷いことができるんだろう）

「おそらくあのままだと私は本当に何も考えられない操り人形になっていたでしょう。正気に戻れたのは幸運でしたが……王妃様の支配から抜け出したことが露見したら、次はどのような手段に出てくるのか分かりません。ですから、今も変わらず王妃様の意のままに動くふりをしているのです」

「そうだったんですね……」

「……この話を誰かにしたのは初めてです。王妃様の支配がどこまで及んでいるのか、分かりませんでしたから」

　エリーゼは言葉を切ると、喉を休めるようにお茶を飲んだ。ニコレッタもつられるようにカップを口に運ぶ。お茶はすっかり冷めてはいたが、渇ききった喉を潤してくれた。

（王妃様の能力のこと……ファウスト様にお伝えしないと）

　ファウストの顔が頭をよぎると、途端に胸が重く塞いだ。大事な情報を届けねば、という思いの下に、これで少しは役に立てるという気持ちが頭を覗かせて、ますます気持ちが落ち込んでしまう。

「すっかり話がそれてしまいましたね」

　俯いていると、エリーゼが仕切り直すように口を開いた。

「未来視の能力について相談されたいのでしょう。お力になれるかどうかは分かりませんが、どうぞ仰ってください」

　淡々とした口調ながらも、エリーゼが真摯に案じてくれていることが伝わってきて、ニコレッタは重い口を開いた。

「私……未来が視えなくなってしまったんです。いくら食べても、何も視えなくて」

　一度話し出すと、押し込めていた不安な気持ちがあふれ出して止まらなくなった。

「何を食べても味がしないんです。砂をかじっているみたいで、食べ物を口に入れることが恐ろしくて……私は平民だし、力をなくしてしまったら本当に役立たずなんです。それなのに、いつあの恐ろしい未来が訪れるのか分からない……っ」

　肩に手が触れて、ニコレッタは言葉を切った。いつの間にか席を立っていたエリーゼが、そっと肩を撫でてくれている。

「何か恐ろしい未来視を視たんですね」

「あ……」

　さっと青ざめると、エリーゼは「深くは聞きません」と首を振った。

「おそらくはその未来視が原因で、それ以上の未来が視えなくなっているのでしょう」

　静かな問いに、思わず自分の手を見下ろす。その手に人を斬る感触が蘇りそうで、ぎゅっと手を握り合わせた。

「どうして……何故、あんなことになるのか知りたいんです。だけど、あれ以来何も視えなくて……っ」

　うなだれていると、エリーゼが考えを巡らせながら口を開いた。

「ニコレッタ様の視る未来ですが……視てしまえば必ず起きるというわけではなく、あらかじめ手を打つことで回避することが可能ですよね」

「え……は、はい」

「でしたら、分からないなりにできる範囲で手は打てないものですか？　たとえば、危険な場所を避けたり、危険な物を遠ざけたりなど」

「……それは」

　可能だ。

　ファウストがエヴァを手にかける未来を防ぐため、あらかじめ剣を離したように――ファウストにとって危険なものを、遠くへ離せばいい。

（つまり、私自身をファウスト様から遠ざければ……あんな未来はやってこない）

　本当は分かっていた。けれど、ファウストの傍にいたいがためにずっと目を背け続けてきたのだ。あの優しい腕の中に入れたことが嬉しくて、踏み出せないでいた。

（ああ……私こそ、なんてあさましい）

　欲のためにファウストを危険にさらしている自分がたとえようもなく恥ずかしく厭わしい。ニコレッタは惨めな気持ちで中指にはまっている指輪を見つめた。

（こんな私がファウスト様のお傍にいちゃ駄目だ。役に立つどころか、害にしかならない……未来視が使えなくなったのも当然だ。せめて、今からでもやれることをしないと）

　そう決めた途端、ついさっきまで激しく揺れていた心が嘘のように静まり返った。一つ深呼吸すると、ニコレッタは指輪から視線を外して気遣わしげに見守っているエリーゼへ向き直った。

「エリーゼ様。私……王宮を離れたいんです。手を貸してもらえませんか？」

　エリーゼは驚いたように、白金の髪の奥で瞳を揺らした。

「それは……ファウスト様には頼めないということですか」

「はい。ひとりで、できるだけ遠くへ行かないといけません」

　祈るような思いで見つめる。エリーゼはしばし、考えるように黙ったあとで頷いた。

「……分かりました、ご協力しましょう」

「あ……ありがとうございます！」

　ほっとして体の力が抜けそうになりながら頭を下げると、エリーゼは首を振った。

「あなたの力になると言ったはずです。それで、いつ出ていきますか？」

「できれば、なるべく早い方が……」

「今は王宮内も不安定で、出入りは厳しく制限されています。私の家の者を呼びますので、ニコレッタ様はその者と入れ替わって出ていくのが良いでしょう」

　てきぱきと言うと、エリーゼは机へと向かった。

「すぐに家へ手紙を書きます。――ところで、ファウスト様はどうなさいますか？　おそらく、あなたがいなくなれば探されると思いますが」

「……そう、ですよね」

（王妃様の能力のことも伝えないといけないし……もう一度だけお会いして、正直に話す？『あなたを殺すかもしれないので、お傍を離れます』って）

　話した時、ファウストはどんな反応をするだろうか。馬鹿を言うなと笑い飛ばしてくれるのか、お前にやられる俺ではないと不敵な笑みを浮かべるのか。

（傍を離れるなって、言ってくれるかな）

　一瞬よぎった考えを、慌てて振り払う。

（直接会ったら決心が鈍っちゃう。手紙を書いて、ジャンさんに預けよう）

「エリーゼ様、手紙を書きたいので……書くものを貸していただけますか？」

「構いませんよ。こちらをどうぞ」

　エリーゼの用意してくれたレターセットを使い、ニコレッタはファウストにあてた手紙を書いた。王妃の能力が人の心を操るものかもしれないということと、未来視の能力を失ってしまったこと。何の力もない自分がファウストの足手まといにならないよう、先に王宮を出ておくことにした、心配しないでほしい……と言葉を選びながら綴り、封筒に入れて念入りに封をする。

「私、手紙をジャンさんに預けてきます。そのあとは……」

「夕方には家の者が王宮に来るでしょう。ですからそれまでに戻ってきてください。人払いはしておきます」

　淡々と言うエリーゼを見つめ、ニコレッタは胸にこみ上げるものを感じながら頭を下げた。

「エリーゼ様、本当にありがとうございます。私なんかのためにここまで力を貸していただいて……この恩をどう返したらいいのか」

「構いません。……私も、あなたには助けられましたから」

　エリーゼは白金の髪をさらりと流すようにして、ニコレッタに黒い瞳を向けた。

「私が王妃様の支配から抜け出せたきっかけは、あなただったのです」

「えっ……？」

「あなたと初めて出会った時、私は既に王妃様の支配下に置かれていましたが……あなたの過去を垣間見るうちに、頭の靄が少しずつ薄くなっていくような気がしていました。そしてある時、あなたの記憶の中から歌が聞こえたのです」

「歌……ですか？」

「その歌を聞いた瞬間、私はまるで夢から覚めるように我に返りました。……偶然だったのかもしれませんが、私はあなたのおかげだと思っています」

　ニコレッタはぽかんと口を開いてエリーゼを見た。エリーゼは柔らかく微笑んだ。

「ニコレッタ様には感謝しています。ですから、どうぞあなたも自由になってください」

　エリーゼの部屋を出て廊下を歩きながらも、ニコレッタの頭の中には最後のエリーゼとの会話がぐるぐるとまわっていた。

（私の記憶の中の歌が、王妃様の能力を打ち消した……）

　エリーゼの言うとおり、偶然なのかもしれない。けれど、とても重要なことのような気がする。

（どんな歌だったんだろう。私は覚えてるのかな？）

「ニコレッタさん」

　物思いに沈んでいると、不意に伸びてきた手にぽんと肩を叩かれた。

「ひゃっ……」

　一瞬、心臓が大きく跳ねる。慌てて顔を上げると、いつの間に現れたのか長身の騎士がすぐ傍に立っていた。

「ジャンさん！」

　ジャンはニコレッタの肩に手を乗せたまま小首を傾げた。

「お部屋にいると思ってたのに、いないので探しましたよ」

「あ……エリーゼ様のところに行ってました」

（ちょうど良かった。部屋に戻ったらファウスト様に会っちゃうかもしれなかったし）

　ほっとしながら手紙を取り出そうとすると、ジャンが朗らかに続けた。

「ニコレッタさんを連れてくるように言われているんです。ついてきてもらえますか？」

「え……」

　ポケットに手を入れたまま、ぎくりと身体が強張る。

（なんでこのタイミングで……ファウスト様に会わないで済むよう手紙まで書いたのに）

「ほら、行きましょう」

「ま、待ってください」

　肩を押されそうになって、ニコレッタは足を踏ん張った。

「私……これから行かなければならないところがあるんです。だから行けません。代わりにこれをファウスト様に渡してください」

　ジャンは手紙を無造作に受け取ると懐にねじ込んだ。いつものジャンらしからぬ粗雑な仕草を意外に感じる間もなく、ぐいと肩を抱き込まれる。

「じ、ジャンさん？」

「手紙なんかいいですから、とにかくついてきてください」

　あくまでも朗らかな口調にそぐわない強引な態度に、ニコレッタは当惑してジャンを見上げた。

「どうしたんですか？　私、ファウスト様には……」

「殿下じゃないですよ」

　長身の騎士はいつもと変わらない笑顔を浮かべたまま、ニコレッタを覗き込んだ。

「ニコレッタさんをお呼びなのはイメルダ王妃様です」

「え」

　いつも温かなその瞳がどんよりと曇っていることに気づいた時――首筋に衝撃が走った。世界が大きく揺れ、意識が急速に遠くなっていく。

「すみません、ニコレッタさん。王妃様がお待ちなので」

　その言葉を最後に、ふつりと意識が途切れた。
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　ファウストはひとり、部屋の中で椅子に浅く腰掛けて扉を見つめていた。右手は腰の剣の柄に置かれている。

　戻った時、部屋の中にニコレッタの姿はなかった。荒れた様子はなく、自分から出ていったものだと思われるが、夕暮れになってもまだ戻ってくる様子はない。

（気づくのが遅れたのは俺のミスだ。だが、これ以上遅れをとるわけにはいかない）

　窓から差し込む陽の光が次第に薄まり、夜の影が忍び寄り始めた頃、ふいに扉がノックされた。

「殿下、自分です」

「――ああ」

　部屋に入ってきた長身の騎士は、まるっきりいつもと変わらない様子だった。軽く眉を下げて申し訳なさそうな表情を浮かべている。

「どこへ行っていた」

「申し訳ありません、殿下。騎士団長に声をかけられて、鍛錬に付き合うことになりまして……」

「それで、今まで？」

「はい。ずいぶんしごかれちゃいましたけど、気に入ってもらえましたよ。辺境からこっちに来ないかって誘われてしまいました」

「……そうか」

　ファウストは立ち上がると窓の方へ向かった。手を伸ばし、カーテンを引く。

「ニコレッタが戻らない。何か知らないか」

　振り向かずに尋ねると、一瞬の空白の後「……いえ、自分は何も」と戸惑ったような返事が返ってきた。

「あ、ですが……もしかしたら厨房で殿下のお食事を作られてるのかもしれませんね。もう少し待っていたら、きっと美味しい夕食を持ってきてくれますよ！」

「それはない」

　ファウストは答えるなり、素早くその場を飛びのいた。刹那の差で、話しながらさりげなく間合いを詰めていたジャンの振るった剣が振り下ろされ、カーテンを大きく切り裂く。

「あっ……」

　不意の一撃を外したジャンが慌てて剣を引き戻すより早く、ファウストは腰から外していた剣を鞘ごと鋭く突き出した。剣先が空いた脇腹に深々とめり込み、くぐもったうめき声をあげたジャンの手から剣が転がり落ちる。

「まさかとは思っていたが……やはりお前が狙われたか」

　床に落ちた剣を蹴り飛ばしたファウストは、わき腹を押さえてうずくまる騎士を見下ろして顔を歪めた。ジャンは顔を上げると、無理やり繕ったような笑みを浮かべた。

「すみません、殿下。ちょっとした冗談のつもりで……」

「それが俺に通用すると？　王妃の支配を受けると知能も下がるのか」

「……！」

　王妃という単語にさっと顔色を変えたジャンが床から跳ね上がり、襲い掛かってくる。ファウストは落ち着いて掴みかかってきた腕を弾き、そのまま胸ぐらをつかんでジャンの身体を跳ね上げた。長身の身体が重い衝撃音とともに床に叩きつけられ、その拍子に懐からくしゃくしゃに丸められた手紙が飛び出して床へと落ちる。

「ぐはっ……！」

　ファウストは息もできない様子のジャンを片腕で引きずり起こすと、椅子に座らせて手早く縛り上げた。その後、転がったままの手紙を拾い、宛名の筆跡にさっと目を走らせる。表情をさらに険しくしたファウストは、手紙を懐にしまい込むと荒い息をつくジャンの顎を掴んで顔を覗き込んだ。見返してくる瞳は、どろりと濁っていた。

「普段のお前なら、俺に黙って傍を離れるなどあり得ない。ニコレッタの不在にも部屋に入った時点で気づいたはずだ。不自然にもほどがある」

「……」

「お前の持っていた手紙はニコレッタの書いたものだ。あれを連れ去ったのはお前だな。どこへ連れていった」

「……」

「王妃の部屋か？　それとも別の場所か。答えろ！」

　先ほどまでの勢いはかき消え、何を聞いてもジャンは虚ろな瞳を向けるばかりだった。ほとんど意思の感じられない様子はあたかも糸の切れた操り人形のようで、先ほど見た国王の姿に重なって見える。

「こんなもの、女神の祝福なものか。……まるで呪いだ」

　思わず毒づいた時、扉の方で物音がした。鋭く振り返ると、そこには扉を開けた姿勢のまま呆然としたエリーゼが立っていた。

（敵か？　いや……）

　反射的に剣の柄に手をかけようとして、その表情に思いとどまる。エリーゼは蒼白な顔で、忌まわしいものを見るような目でジャンを見つめていた。

「エリーゼ嬢？　何故ここに」

　その声にハッと瞬いたエリーゼは、素早く扉を閉めて足早に歩み寄ってきた。

「私にその者の目を視させてください」

「何を――」

「その者がニコレッタ様の居場所を知っているのでしょう？　私なら視えます」

　必死な表情を浮かべて詰め寄るエリーゼに常の冷静さはどこにもなかった。別人のような姿に虚ろな目をしている随従が自信満々に言い切った言葉が頭をよぎる。

（悪意はない、か。ジャン、お前の鼻はやはり優秀だ）

「頼む」

　一歩下がれば、エリーゼは食らいつくようにジャンの瞳を覗き込んだ。白金の髪の奥に隠れている黒い瞳が大きく見開かれ、焦点がぼやける。その姿は、ニコレッタが未来視をしている時の様子によく似ていた。

（ニコレッタ……無事でいろ）

　焦燥感に胸を炙られて剣の柄を固く握りしめた時、金属の擦れ合う足音が足早に近づいてきて、扉が乱暴にノックされた。騎士団長の低い声が焦ったように告げる。

「ファウスト殿下！　急ぎ報告したきことがあります、どうかお目通りを！」






　　　◆






　深い水の底から浮かび上がるように意識が戻ってきて、ニコレッタは重い瞼を開けた。体中が強張り、めまいがしている。特に首の後ろは瞬きするだけでずきずきと痛んだ。

（あれ……私……？）

　ニコレッタは暗闇の中、床に転がされていた。身じろぎすれば手首に固いものが食い込み、縛られていることに気づく。そうしているうちに意識を失う直前の出来事がじわじわと蘇ってきた。

（そうだ、ジャンさんの様子がおかしくて……王妃様が呼んでるって、それで）

　完全に思い出した瞬間、水を浴びせられたように全身が冷たくなった。こみ上げる不安で呼吸が荒くなる。きょろきょろと辺りを見回せば、そこは小さくて粗末な部屋のようだった。ぽつんと置かれた古ぼけた椅子が視界に入った時、どくんと心臓が大きく跳ねる。

（あの椅子は、エヴァ様が座っていらした……！　それじゃ、ここは西の塔？）

　痛みに構わず身体をねじり、壁にもたれるようにして上半身を起こすと、小さな窓が見えた。四角く切り取られた空は既に真っ暗で、少なくとも攫われてから半日は経っているようだった。

（ああ、どうしよう……！　ジャンさんが王妃様の支配を受けているなら、ファウスト様が危ない！　ここから脱出して、お知らせしないと……！）

　何とか戒めから逃れられないか身体をくねらせたり、手首を捻ったりしていると、遠くから朽ちかけた木がぎしぎしと軋む音が聞こえてきた。次第に近づいてくるその音が足音だと気づき、ニコレッタは青ざめた。

（ジャンさん？　それとも……）

　息を呑んだ時、木のドアが軋んで開き――部屋に滑り込んできたのは、イメルダ王妃その人だった。黒くシンプルなベルベットのドレスを纏った王妃は、壁際で震えるニコレッタを見ると軽く目を細めた。

「あら、もう起きていたのね」

「王妃様……」

　王妃は滑るように歩み寄ってくると、椅子を見て眉をひそめ、しぶしぶといった様子で腰を下ろした。艶やかなドレスを纏う王妃は殺風景で粗末な部屋にはまるで似つかわしくなく、酷くちぐはぐに見えた。

「ああ、嫌になってしまうわ」

　物憂げなため息を零した王妃は、ニコレッタへ話しかけているとも、独り言ともつかぬ口調で呟いた。

「あと少しで何もかもうまく行ったというのに。まったく、死んでからも私を苛立たせるなんて本当に業腹な男だこと」

「死ん……で……？」

　全身が凍りつくような感覚が走り抜け、頭を思いきり殴られたように視界がぐらぐらと揺れた。知らず知らずのうちに身体が前に泳ぎ、うつぶせに倒れ込む。

「まさか……ファウスト様が？　ファウスト様はっ……」

　必死に床をはいずりながら見上げれば、王妃は温度の無いまなざしで微笑んだ。

「いいえ。残念だけど、死んだのはエドゥアルト」

　聞き馴染みのない名前に一瞬安堵し、少し遅れてその名が国王を指すことに気づいてニコレッタは喘いだ。

「こ、国王様がお亡くなりに……!?」

「ええ、つい先ほど。だからいろいろと予定が狂ってしまったの。でも、これも退屈しのぎだと思えば少しは楽しめるかしら」

　さして感慨もなさそうに頷いた王妃は、黒いドレスの裾を撫でながらちらりとニコレッタを見やった。

「それにしても本当に哀れだわ、あなたって。あんな悪魔の子のために必死になって……女神エルザもお嘆きでしょうね」

　王妃の口元には冷たい侮蔑が含まれた微笑が浮かんでいる。胸に怒りが渦巻くのを感じながら、ニコレッタはその侮蔑の笑みを精一杯睨み返した。

「ファウスト様は……悪魔の子などではありません。強くてお優しい方です」

「すっかり心酔してしまっているのね。あなたのあのちっぽけな能力を吸い取ったのが、あの悪魔とも知らずに」

　忍び笑いを漏らす王妃の言葉に、ニコレッタは困惑して瞬いた。

「何の話ですか……？」

「本当に無知で馬鹿な子。いいわ、教えてあげる」

　王妃はゆっくりと立ち上がると、ニコレッタの傍に膝をついて優しげにすら感じるまなざしを向けてきた。

「あなたの未来視ができなくなったのは、ファウストのせいなのよ。何故なら、母親のエヴァは聖女の能力を吸い取る悪魔だったのだもの」

　王妃はかつてここにいた側妃の姿を幻視したかのように碧眼を細め、不快げな表情を浮かべた。

「この私がせっかくエドゥアルトを理想的な国王にしてあげていたのに、あの女がエドゥアルトから私の祝福を剥ぎ取った。そのせいで彼は凡俗に成り下がってしまったのよ」

「祝福……？」

　ますます困惑するニコレッタに王妃は顔を寄せた。艶めかしい香りとともに、赤く塗られた唇が囁く。

「私の能力は心を視る程度のものではないの。その者の心を、より正しく素晴らしい方向へと導いてあげられるのよ。他のどの聖女もかなわない、女神エルザから特別に授かった祝福……この力は私の誇り」

　どこか陶然とした瞳で語る王妃を見つめ、ニコレッタは背筋を冷たい汗が滑り降りていくのを感じた。

（そんな……王様まで、王妃様に支配されていたなんて）

「私はこの国の王妃として、女神エルザに授けられた特別な能力でエドゥアルトを導いてあげていたというのに……あの悪魔のせいで何もかもおかしくなってしまったの」

「悪魔とは……」

「エヴァに決まっているでしょう」

　王妃は半ば呆れたような声音で続けた。

「知らぬ間にエドゥアルトに近づいたエヴァは、私が念入りにかけた祝福を解いてしまった。女神エルザの力を吸い取ることなんて、あの女は悪魔に違いないわ。それなのにあの男は、よりによってその悪魔との間に子供まで……あれほど愚かだとは思わなかった」

　口調は淡々としていたが、王妃の瞳には冷たい怒りが揺らめいていた。

「けれど腐っても王なのだから、一度は許してあげたの。泣いて懇願するから悪魔の親子は生かしてあげたけれど、私の誇りに泥を塗った報いを受けてもらった。そうしてエドゥアルトにもう一度しっかりと祝福を授けて……あとはカルロに王権が渡れば、全てが終わるはずだったのに」

　王妃は遠くを見つめるように一瞬黙りこみ、侮蔑と憎悪が入り混じったため息を落とした。ニコレッタは王妃の告白に身体が冷えていくのを感じながらも、必死で考えを巡らせていた。

（王妃様の話が本当なら、エヴァ様は聖女の能力を打ち消すことができる……？　いったいどうやって……）

「ねえ、あなた」

　不意に伸びてきた手に顎を掬い上げられ、思考が途切れた。王妃のほっそりとした両手がニコレッタの頬を包み込むようにして固定し、碧眼がじっとニコレッタの瞳を覗き込んできた。

「私ですらこうなのだから、あなたのようなわずかな力などファウストにどうしようもなく吸い取られてしまうのも無理はないわ。本当に気の毒な子」

「あ……」

　王妃の言葉は低くゆったりとしていて、蜜のように甘く心を溶かしていった。

（目を逸らさないと。このままだと私まで支配されてしまう……）

　分かっているのに抗えない。頭に靄がかかり、何も考えられなくなっていく。

「あなたはもう何の価値も持たない存在。でも、私が助けてあげる。あなたを正しい道に導いてあげるわ」

　王妃の言葉は、甘美な鎖となってニコレッタの心に絡みついた。ぼんやりとした意識の中で、王妃のそばにいる限り自分には価値があるのだと、その言葉に縋りつきたい気持ちが湧き上がり始めていた。

「いい子ね。今から縄を解いてあげる」

　ぷつりと戒めを解かれても、ニコレッタはその場から一歩も動けなかった。逃げ出すどころか、微かに残った理性をぎりぎり保つのが精いっぱいだ。その必死の抵抗すら、そう長くはもちそうになかった。

（私は……ファウスト様のために……？　王妃様の、ために……？）

「私の言うことを聞けるわね？」

「は……はい」

　ぼんやりと頷くと、微笑みを浮かべた王妃が甘い声で囁いてくる。

「これからあなたはファウストのところに行って、指輪をとってくるの。黄金でできた、王家の紋章が刻まれたシグネットリングよ」

「シグネットリング……ですか？」

　虚ろな瞳で見上げると、王妃は窓の外をちらりと見た。

「夜が明ければエドゥアルトの死が公表されて、正式な王位継承の告示が出てしまうわ。それまでに王位の証であるシグネットリングを取り戻さないと。……エドゥアルトは最後まで、暗愚なままだったわね」

　王妃の美しい口元が不愉快そうに歪み、きりりと歯を噛みしめる音が聞こえた。

「王位にふさわしいのは特別な聖女である私の子、カルロだけ。どうしてそんな簡単なことが分からなかったのかしら」

（カルロ様が……王にふさわしい？）

　身体を這う手の感触がにわかに蘇り、ニコレッタは思わず身震いした。甘美な陶酔が薄らぎ、遠くなっていた危機感が戻ってくる。

「それなのに、私の眼を盗んでファウストなどにシグネットリングを渡すなんて……辺境で蛮族を相手に戦うことしかしていないのに、王になどなれるはずがないじゃない」

（違う）

　ファウストは辺境を立派に治めている。争いを終わらせ、周囲の国々とも交流を持っている姿は立派な施政者だ。王宮で女性と戯れているカルロとは比べ物にならない。

　無意識に握り合わせていた手が、赤い石の指輪に触れた。ファウストから貰った指輪に触れていると、あの赤い瞳に見つめられているような気がして胸に力が湧いてくる。

「ねえ？　あなたもそう思うでしょう。次の国王はカルロでなければ納得がいかないわ」

「思い……ません」

　王妃が怪訝そうな顔になる。ニコレッタは奥歯に力を込めて、王妃を見つめ返した。

「カルロ様は……王様としてふさわしい方ではありません……っ」

　ニコレッタを見つめる碧眼が大きく見開かれ、昏い殺意が燃え上がった。王妃の手が勢いよく振り上げられ、思わず身をすくめる。

（殴られる……っ）

　けれど、予想に反してその手は奇妙に優しくニコレッタの頬に触れた。

「案外よく見ているのね。そう、カルロは短絡的で視野も狭い愚かな子。国など治められる器ではないわ」

「えっ……」

「だけど、そんなことはどうでもいいの。あの子を動かすのは結局、私なのだから」

　王妃の瞳に魅入られれば再び甘い陶酔が忍び寄り、先ほどより遥かに強烈にニコレッタを侵食していく。

「褒めてあげるわ、少しだけ。でも、それは不遜と呼ばれる態度ね。生意気な子には罰が必要よ。……分かっているでしょう？」

　王妃は甘く残酷な笑みを浮かべて、そっと囁いた。

「あなたの手でファウストを殺してきなさい」

「殺す……ファウスト様を？」

　ほとんど消えかけていた理性をわずかに引き戻されて、ニコレッタは喘いだ。

「ええ。私に逆らったあなたに罰を与えないと。ファウストが死ぬのはあなたが愚かなことを言ったせい。」

　うふふ、と笑う声にまた心を奪われそうになり、咄嗟に唇を噛みしめる。血の味と痛みが広がった時、ニコレッタは自身が視た未来視の意味を悟った。

（ああ……そうだったんだ。私がファウスト様に剣を振り上げるのは、王妃様に洗脳されてしまうから。どれほど抵抗したって、このまま操られてしまうんだ）

「いい？　ファウストに近づき、甘えるの。そうしてあの子が気を抜いた瞬間に、あの子の剣を抜いて斬りつけなさい」

「……私などの腕では、ファウスト様を傷つけることなどできません」

（ファウスト様、私など切り捨ててください。どうか慈悲などかけないで、いっそ殺してください）

「そうかもしれないわね。だけど、あなたが死ぬかファウストが死ぬまで攻撃をやめてはいけないわ。どちらが死んだとしても、きっと面白いもの」

　王妃は心から楽しそうにころころと笑った。

「ああ、楽しみ。どちらが死ぬかしら？」

（駄目だ……このまま操られてファウスト様に刃を振るってしまうのも、ファウスト様に私を斬らせるのも、どちらも駄目）

　絶望に目が眩み、涙があふれる。ぼろぼろと頬を伝う涙を拭うこともできないまま思わず指輪を握り締めた時、頭の奥から小さな歌が聞こえてきた。

（これは……妖精の歌……？）

　かつてこの塔に閉じ込められていたエヴァが紡いだ旋律が、微かに、だがはっきりとニコレッタの中に響いている。その歌に意識を凝らせば、王妃の支配が緩むのを感じた。

（エヴァ様の歌が……王妃様の力を押し返している？　まさか、私の記憶の中でエリーゼ様が聞いた歌って……！）

「さあ、そろそろ行きなさい。夜が明ける前に何もかも終わらせるの」

　王妃の碧眼が冷たくきらめくと、旋律が途切れがちになり、再び頭がぼんやりとしてくる。

（駄目、このままじゃ抗いきれない。それなら……いっそ私がいなくなってしまえば――ファウスト様は守れる）

　ニコレッタは歯を食いしばり、王妃の命に従って扉へ向かおうとする意志に逆らって反対側の窓へと踏み出した。暗く開いた窓からは夜風が吹き込み、遠くに王宮の黒々とした影が見える。どれ程高い塔かは分からないが、この窓から身を投げれば間違いなくただでは済まないだろう。

（怖い。だけど……ファウスト様を、守りたい）

「あなた、何を……しているの？」

　震える手を窓にかけた時、背後で王妃が戸惑った声をあげた。振り向けば、王妃は驚きと怒りがない交ぜになった表情を浮かべてこちらを見ていた。

「遊んでいないで、早くファウストのもとへ行きなさい！」

「行き……ません」

　窓枠を掴んだまま、ニコレッタは精一杯声を張り上げた。

「な……」

　王妃は愕然とした顔で目を見開いた。余裕げな笑みは跡形もなくなり、焦りと混乱が取って代わる。

「どうして……？　何故、あなたまでもが私に逆らえるの!?」

　豊かな金髪をかきむしった王妃は、椅子を蹴飛ばすようにして立ち上がるとニコレッタへ指を突きつけて怒鳴った。

「命令よ！　ファウストを殺しなさい！」

　王妃の言葉に引きずられるように、身体が勝手に扉の方を向く。後ろ手に窓枠を掴み、ニコレッタは必死にその場にとどまった。唇をさらに強く噛みしめれば、口の端を血が伝った。今にも途切れそうな妖精の歌に意識を集中しながら、王妃を睨みつけた。

「嫌です！」

　窓の外から吹き込む風を浴びながら、恐怖で震える声を無理やり絞り出す。

「ファウスト様を傷つけるなんて絶対にできません。そんなことをするくらいなら、ここから飛び降りた方がましです……っ！」

「――それはやめておけ」

　不意に耳元で聞き慣れた声がして、ニコレッタは驚きに息を呑んだ。慌てて振り向く前に大きな手が伸びてきて、しっかりと抱き寄せられる。

「ふ、ファウスト様……!?」

「お前が死ねば相手の思うつぼだ」

　ファウストはニコレッタを抱いたまま窓枠を乗り越え、身軽に部屋内に降り立った。扉の近くに立つ王妃は、口を開けたまま声もなく驚愕の表情を浮かべていた。外壁をよじ登って窓から現れたファウストを、信じられないものを見るかのようにまじまじと見つめている。

「窓から失礼いたします、王妃陛下。俺の婚約者が落ちそうになっていたもので」

　王妃は幾度か口を開閉した後で、やっとか細い声をもらした。

「な……何故、ここが……」

「ジャンから教えてもらいましたよ。俺の腹心にくだらないことをやらせたものだ」

　王妃を見据えるファウストの瞳は獲物を前にした獰猛な獣のように鋭く光っていた。

「あなたにこれまで踏みにじられてきたものについては、今更思うことなどない」

　ファウストは荒れた部屋を冷ややかに見回し、一歩前へと進み出た。その手は静かに剣の柄にかけられている。

「だが、これ以上俺のものを奪おうとするならば、覚悟していただこう」

「お前のものなど何ひとつない。全て私のものよ！」

　王妃はひび割れた声で叫んだ。青ざめた顔にさっと赤みが差し、憎悪にたぎった碧眼をニコレッタへと向ける。

「ねえ、あなただって聖女の端くれだったのだから、私の力がどれほど素晴らしいものなのか分かるでしょう？　私は聖女の中でも特別に女神エルザに選ばれた者。誰もかれも、私に導かれることを泣いて喜ぶべきなのよ！」

「ではなぜ能力を隠す」

「……は？」

　王妃の口から間の抜けた声が漏れた。ニコレッタを庇いながら、ファウストは冷静に王妃を見据えた。

「人の心を見抜く力などと自身の能力を偽っていたのは何故だ？　それほど女神から授かった力に誇りを持っているのならば隠す必要などないだろう」

「それ、は」

「本来のあなたの能力は目を合わせ、触れた者の心を支配して操るものだ。その力で長年操られた国王は心身が衰弱し、廃人同然と成り果てた」

　ファウストの指摘に王妃の顔色が蒼白となった。

「か……勝手な憶測を……陛下は、病気で」

「うまくもみ消したつもりだろうが、調べた。あなたの侍女や侍従は幾人も心を失ったように虚ろになって亡くなっている。全て国王と同じ症状だ」

　王妃をねめつけるファウストの顔が嫌悪感に歪み、手は静かに剣の柄を握り締めた。

「意に反して他人を操り、壊してしまう力の何が特別だ。忌まわしい……ご自身でも分かっていたからこそ偽り、隠していたのだろう」

「……うるさい！」

　王妃はわめき、大きく頭を振ってファウストを睨みつけた。

「この私を侮辱して無事で済むと思わないことね。すぐに女神エルザの怒りを受けることになるわ……後悔に塗れて死んでいきなさい！」

　毒が滴るような呪詛の言葉を叩きつけた王妃は身を翻し、開いた扉から飛び出した。ヒールが軋む階段を打ちながら駆け下りていく音が響く。

「あっ……！」

　駆け去った王妃に戸惑ってファウストを見上げると、第二王子は眉をひそめて開け放たれた扉を見つめていた。

「追わないのですか？」

「既に騎士団長が動いて王宮内を掌握しつつある。王妃の逃げる先などない」

　剣の柄から手を離すと、ファウストは長いため息をもらした。

「死に瀕した国王に枕を押し付けてとどめを刺したのは王妃だ。……シグネットリングのことが、よほど許せなかったらしい」

「そんな……」

　ニコレッタが息を呑んだ時――不意にはるか下の方で板がへし折れるような音と共に、ぞっとするような悲鳴が響き渡った。ニコレッタの心臓が凍りつく。

「きゃああああっ――！」

　鈍い衝撃音が幾度か聞こえてきて、悲鳴がふつりと途切れる。唇を噛みしめたファウストが素早く身を翻して扉へ向かい、ニコレッタも慌てて後を追った。

「ここで待っていろ」

「いえ、私もお供します」

　ファウストは軽く眉を寄せると、手を伸ばしてニコレッタを抱き上げた。

「では、俺が連れていく。ここの階段はほとんど腐っている。無闇に進めば……王妃のようになる」

「は、はい」

　片腕でニコレッタを抱え上げたまま、ファウストは慎重に階段を降りていった。階下に降り立つと、じわじわと広がる血だまりの中で、黒い花のようにドレスを広げた王妃が横たわっていた。散らばった金髪の間から見える碧眼は見開かれたまま、もう動くことはなかった。

「ああ……なんてこと」

　あまりの惨状に思わず声を漏らすと、ファウストの手がそっと視界を遮るように顔を覆った。

「……皮肉なものだな。女神エルザの怒りを受けたのは結局、王妃自身だった」

　その声音にどこか悲しみが混じっているのを感じ取り、胸が締め付けられる。ファウストはそのまま大股で塔の外へと出ると、ニコレッタをそっと地面に降ろした。ふらつく足を踏みしめて深呼吸する。鼻をくすぐる草木の香りに、すっかり強張っていた心が緩んだ。

「ファウスト様……助けてくださってありがとうございます。窓から現れたのは驚きましたけど」

「階段は軋むから気づかれると思った」

　呟いたファウストはニコレッタを上から下まで眺めると、ほっと息を吐いた。

「ありがとうございます。あの……」

「手紙は読んだ」

　ぎくりと身体が固まる。ファウストは宥めるようにニコレッタの頭に手を置いた。

「俺は、お前に未来視の力があろうがなかろうがどちらでもいい」

「でも、それではファウスト様のお役に立てません」

「そう思うなら、俺の傍にいろ」

　赤い瞳が柔らかくニコレッタを見つめた。熱を帯びたまなざしに、胸が甘く弾むと同時に、あの恐ろしい未来視が脳裏をちらついた。

（あれが王妃様に操られた姿なのだとしたら……もう回避できたと思っていいの？　私は、ファウスト様のお傍を離れなくても……いいのかな？）

　迷っていると、伸びてきた手がニコレッタを優しく抱きしめた。

「ファウスト様……」

　わななく唇がそっと塞がれる。目のくらむような幸福感に満たされた時――不意に頭が揺さぶられ、鮮やかな光景が脳裏に広がった。







　胸の中心に何かが勢いよくぶつかってきたような衝撃が走り、かっと熱が全身を駆け抜けた。直後に激痛が押し寄せてくる。

「ニコレッタ！」

　今までに見たことがないほど焦った顔でファウストが叫ぶ。視線を下げれば、自分の胸の中心から矢が突き出ているのが見えた。

「くそっ、せっかく待ち伏せしてたってのに……邪魔なんだよ貴様っ！」

　少し離れた木陰から、カルロが弓を構え直しながら叫んだ。再び矢を放とうとした瞬間、黒い風のように距離を詰めたファウストが猛然と剣を振るった。

「ぐはっ……！」

　血しぶきを上げてくずおれるカルロを一顧だにせず、ファウストがこちらを振り向く。その姿に傷ひとつないことに安堵して、ニコレッタは目を閉じた。全身が重く痺れ、指先ひとつも動かせない。そのまま、意識は冷たい闇の底に引きずり込まれて――。








　ニコレッタは目を見開いた。思わず背中をまさぐったが、そこには何もない。

（未来視が……!?　どうして、今……!?）

　ドクドクと心臓が波打っている。冷たく暗い闇に落ちていく感覚があまりにも生々しく、全身の血の気が引いていたが、それどころではなかった。

（今の未来視は――きっと、この後すぐに起こる）

　だったら、自分のできることはひとつだ。

「ニコレッタ？」

　ファウストが眉をひそめてこちらを覗き込んでくる。その顔を見上げて、ニコレッタは微笑んだ。

（最後に、ちゃんとお役に立てて良かった）

　背後でがさりと木が揺れる音がした。さっと向き直れば、木陰に隠れるようにしてまさに矢を放とうとしていたカルロが驚きで目を見張った。唇を噛みしめ、両腕を広げて矢を受け止めようとした刹那――ぐん、と身体を強い力で引かれ、目の前を黒い影が覆った。

「えっ……」

　重い衝撃音が響き、頬に自分のものではない血が降りかかる。ニコレッタは愕然として、自分の前に立ちはだかるファウストを見上げた。その右肩には、ニコレッタの胸に突き立つはずだった矢が深々と刺さっていた。

「ふ、ファウスト様……っ！」

「やった、やったぞ！　ざまあみろ！」

　木陰から転がり出たカルロが喜色を浮かべて目を輝かせる。

「俺から王座を掠めとろうなんてふざけた真似をしやがって！　たっぷり苦しんで死ね、薄汚い……ひぃっ」

　肩の矢など意にも介さず向かってくるファウストに、カルロの快哉は悲鳴にすり替わった。漆黒の殺意を秘めたファウストに圧倒されるように後退りながらも、引きつった笑みを浮かべる。

「そ、それは毒矢だぞ！　解毒薬が欲しければ、跪いて……」

「必要ない」

　喋りながら隠し持っていた短剣を抜こうとしたカルロへ、ファウストは抜き払った剣を一閃させた。

「ぐはっ……！」

　重い音と共に短剣を握ったままの腕が地面に落ちる。間を置かず、白目を剥いたカルロが自身の腕の上に倒れ込んだ。こちらを振り向いたファウストは未来視と異なりべっとりと血に濡れ、顔色は夜目にも分かるほどはっきりと悪くなっていた。二、三歩歩いたところで大きく身体を揺らし、剣を取り落としてその場に膝をつく。

「ファウスト様っ！」

　震えてうまく動かない足をなんとか動かして駆け寄る。ファウストは右腕をだらりと垂らしたまま、震える左腕をなんとか伸ばして矢を掴んだ。そのまま引き抜くと、新たな血が噴き出て足元に血だまりを作る。

「……くそ、矢じりが残った」

　引き抜いた矢の先端を見たファウストは舌打ちした。荒い息をつき、額には汗が浮かんでいる。

「い、今、助けを呼んでまいりますから……っ」

「それより……手を貸してくれ」

　ファウストは自ら作った血だまりに膝をついたまま、転がった剣へ目をやった。

「矢じりを出さねば、さらに毒が回る。あれで……傷口を切り開いてくれ」

　ニコレッタは一瞬息を止めた。剣とファウストを交互に見る。

「わた、私が……ファウスト様のお身体を？」

「頼む」

　心臓が痛いくらいに高鳴っている。恐ろしくてがたがたと震えながらも、ニコレッタはぎくしゃくと剣を掴んだ。重い剣はべったりと血濡れている。

（ファウスト様を助けられるのは、私だけなんだから）

「わ、分かりました……お任せ、ください」

　自分の荒い息を聞きながら、両手で剣を持ち上げる。こちらを振り返ったファウストが、青ざめた顔でわずかに微笑んだ。

「……ひと思いにやれ」

　そのまま抵抗せずにうなだれる姿がかつて視た映像と重なり――ニコレッタは目を見開いた。

（未来視はこのことだったんだ！　私はファウスト様を殺すわけじゃなかった……！）

　そう気づいた瞬間、身体の震えがすっと収まった。剣先がゆっくりと持ち上がっていき、ファウストめがけて振り下ろされ――重い手ごたえと共に肩口を浅く切り裂く。

「ぐっ……」

　苦痛の呻きが零れ、新たな血と共に光るものが転がり落ちた。安堵で思わずその場にへたり込みそうになる身体を叱咤して、両手で傷口を強く押さえる。

「ファウスト様は私がお守りします。必ず、助けますから！」

　懸命に止血しながら告げると、青ざめた顔でファウストが微笑んだ。

「俺を守ると言った女は、お前が初めてだ」

　その微笑みに胸がいっぱいになる。ファウストはニコレッタに頭を持たれかけさせると、大きく息をついた。

「いつでも、手の届く場所にいてくれ。……それが、俺がお前に望むことだ」

「はい」

　こみ上げる涙が頬を伝ってこぼれるのを感じながら、ニコレッタは頷いた。

「ずっと、お傍にいます……いさせてください」

　遠くから複数の足音とざわめきが近づいてくる。長く暗い夜の果てに、新しい朝がやってこようとしていた。

















第十二章　未来の温もり












「……カルロ様は片腕を失いましたが、しぶとく一命をとりとめられたそうです」

　向かいに座ったエリーゼが何気ない調子で口にした言葉に、ニコレッタは紅茶のカップを持ったまま瞬いた。

（しぶとく……）

「ある程度回復した後、王子としての身分も剥奪されて市井に降りることとなりました」

「市井に……そう、ですか」

「とはいえ、そのまま町に出ては庶民の迷惑になるだけですから、実際は戒律の厳しい男性だけの修道院に送られます」

　優雅な所作でお茶を飲みながら、エリーゼは淡々と元婚約者の末路を口にした。いつも目元を隠していた白金の髪は美しくまとめられ、その素顔が露わになっている。

「毒杯とどちらがいいか選べと言われ、しぶしぶ修道院を選んだそうです」

「……カルロ様が王宮から去られるのは、正直ほっとします」

　カップを両手で包み込みながら呟くと、エリーゼはちらりと微笑んで「私もです」と言った。それからきりりと顔を引き締め、カップを置いた。

「そんなことよりも、そろそろ本日の講義を始めましょうか」

　ニコレッタもつられて背筋を伸ばすと、真剣な顔で頷く。

「はい、今日もよろしくお願いいたします！」

　――エドゥアルト王の崩御とそれに伴う一連の出来事から、一カ月が経っていた。

　王の死と同日に王妃が転落死し、次期国王と目されていた第一王子が第二王子を暗殺しようとしたものの返り討ちに遭い、捕縛されるという事件が立て続けに起きたため、王宮は一時大混乱に陥った。この前代未聞の事態を収めたのは第二王子ファウストだった。大怪我を負いながらも自ら指揮を執り、鮮やかに貴族たちの動揺を鎮めてみせたのである。

　さらに、騎士団長と大法官、それに国王付きの侍従長と侍医が揃って「国王はご逝去の直前に第二王子であるファウスト殿下を正式な後継に定め、自らシグネットリングを渡した」と宣言した。これにより王宮の大勢はほぼ決定づけられた。

　宰相を始めとした王妃派閥は異を唱えたものの、ファウストは「イメルダ王妃は聖女としての能力を偽り、真の力である他者の心を支配する能力を悪用して国王や身近な人間を長年操っていた」という告発を数々の証拠と証人を揃えた上で行った。証人の中には長年王妃の傍にいたエリーゼ・ドロエットも名を連ねており、さらに神殿でも王妃に関わっていた多くの神官が廃人となっていたことも発覚した。これにより告発は真実だと認められ、王妃は大罪人として歴代の聖女、および王族からその名を抹消されることとなった。

　すべての始末を終えたファウストは改めて国王として即位することを国内および周辺諸国に公表し、同時に平民出身の聖女ニコレッタを正妃に迎えることも宣言した。戴冠式と婚姻の儀が近づく中、ニコレッタはひたすら王妃としての教養をエリーゼからつきっきりで詰め込まれる日々を送っていた。

　エリーゼが「ここまでにいたしましょう」と告げたのは、真夜中が近づく頃だった。歴史書に没頭していたニコレッタは慌てて顔を上げると、時計を見て眉を下げた。

「もうこんな時間……！　エリーゼ様、毎日遅くまでお付き合いいただいて本当に申し訳ありません」

「私は構いませんが、ニコレッタ様こそきちんと休まれておいでですか？　あまりご無理をなさらないでください」

「私は平気です！　今、とても楽しいので」

　その目に心配そうな色をにじませるエリーゼに、ニコレッタは満面の笑顔を向けた。

「ファウスト様が私を望んでくださる限り、そのお傍は誰にも譲りたくありませんから……あの方の隣で胸を張って立てるように、できることは何でもやりたいんです」

　瞳を輝かせるニコレッタに、エリーゼは瞬いてから眩しそうに微笑んだ。

「あなたならきっと大丈夫ですね。……私はそろそろ失礼します。明日も引き続き頑張りましょう」

　立ち上がって会釈したエリーゼに、ニコレッタも慌てて立ち上がると頭を下げた。

「エリーゼ様、いつも本当にありがとうございます。何かお礼ができればいいのですが……私にできることがあれば、なんでも言ってください」

　扉を開けかけていたエリーゼは、手をぴたりと止めて振り返った。

「でしたら、また私とお茶を飲んでくれますか。……お友達として」

「え」

　ニコレッタは大きく目を見開き、無表情で頬をほんの少し染めるエリーゼを見つめた。驚きがじわじわと面映ゆい嬉しさに変わっていくのを感じながら、急いで何度も頷く。

「も、もちろんです。私などでよければ」

「ニコレッタ様が良いのです」

　微笑むエリーゼのどこにも冷たく無機質だったころの面影はない。美しい微笑みにぼうっと見惚れていると、コンコン、と扉をノックする音が響いた。

「入ってもいいか？」

　半ば開いた扉の向こうに立っていたのは寛いだ部屋着姿のファウストだった。さっと表情を引き締めたエリーゼが優雅にドレスをつまんで一礼する。

「ファウスト陛下、お待たせいたしまして申し訳ございません」

「エリーゼ嬢、いつもニコレッタに尽くしてくれて感謝する。……だが、少し妬けるな」

　冗談めかして告げたファウストに、エリーゼは淑女の笑みを浮かべた。

「女性同士の間には、時に言葉では表せない分かち合えるものがあります。ですが、どうぞご安心を。私たちだけのささやかな絆は、決して陛下を脅かすものではございません」

　ファウストは一瞬呆気にとられたあと、苦笑を浮かべた。

「……参った。つまらない嫉妬は却って己の首を絞めることになったようだな」

「私はこれにて失礼いたします。後はおふたりでゆっくりお過ごしくださいませ」

　エリーゼが去ると、ファウストはややきまり悪そうにソファに腰を下ろした。

「すまない。疲れているだろうが、お前の顔が見たかった」

「とんでもありません！　来てくださって嬉しいです。今、何かお飲み物を……」

「必要ない。こちらへ」

　呼ばれるまま近寄ると腕をぐいと引かれ、あっという間に膝の上に抱えられてしまう。

　頬が熱くなるのを感じながら慌てて降りようとしたが、しっかりと抱え込まれてどうにもならなかった。

「ファウスト様……お、重くないですか？」

「羽のように軽くはないな」

「ですよね!?　最近食べ過ぎちゃってて、少し太った気がしていて……あの、式までには痩せますから、ちゃんと」

　ファウストは声をあげて笑うと、さらにニコレッタを抱く腕に力を込めた。

「痩せるな。お前の重みは心地よい。確かに俺の腕の中にいると実感できる」

「そ、そう……ですか」

　考えてみると、ファウストとゆっくり顔を合わせるのはあの事件以来初めてだ。久しぶりの腕の感触に鼓動が高鳴るのを感じながら、そっと胸に身体を預ける。服越しに伝わってくる体温を感じて甘やかな気持ちに浸っていると、前触れなく未来視が始まった。

「あ……」

「どうした？」

　覗き込んでくるファウストに、ニコレッタは笑みを向けた。

「近いうちに、エヴァ様が正式に聖女だと認められるようです」

「何か視えたのか？」

「はい。神殿から正式な通知が届くところが視えました」

「母が……」

　驚いたように瞬いたファウストは、静かに微笑むニコレッタを見て眉を寄せた。

「驚かないのか？」

「エヴァ様が特別な力をお持ちだということは存じておりました。詳しくは分かりませんが……他の聖女の力を打ち消すような能力だと」

「他の聖女の力を打ち消す……？」

「王妃様がエヴァ様の目を潰されたのは……きっと、エヴァ様の能力を封じるためだったんだと思います」

　聖女の能力は目と手に宿ると言われている。口では「悪魔」と呼んでいた王妃も、内心はエヴァもまた聖女であることに気づいていたのだろう。

「ですが……おそらくエヴァ様の能力は、声に宿っていたんです」

　ニコレッタの話を聞いていたファウストが、何かに気づいたような顔になった。

「もしや、あの子守唄か」

「はい。私が……王妃様の支配を受けそうになった時、エヴァ様の歌が頭に浮かんで抵抗できたんです」

　エリーゼが王妃の支配から脱出できたのも歌だと言っていた。おそらく、ニコレッタの記憶の中にあったエヴァの歌を間接的に聞いたのだろう。

「記憶にある歌……そうか、それであの時、少しだけ王が正気に……」

　ふと、ファウストが小さく呟いた。

「え？」

「……いや、なんでもない」

　ファウストは少しだけ笑んで首を振ると、膝に乗せたニコレッタを改めて見やった。

「ところで、未来視の能力が戻ったとは聞いていたが……何も食べていなくても視えたのか？」

「あ……はい」

　ニコレッタの未来視は、今やものを食べているかいないかに関わらず、気まぐれに視えるようになってしまっていた。大抵ファウストと過ごしている時に視えるが、そうでない時もある。

「聖女の能力の発動条件が変わるなどということがあるのか」

　首を傾げるファウストに、ニコレッタは首を振った。

「あの、変わったわけじゃなくて……元々、私の能力は発動条件が違っていたんです」

　ファウストは無言のまま、柔らかなまなざしで続きを促してくる。ニコレッタはファウストの胸に身体を預けたまま、遠くを見るようにして話し始めた。

「実は最近、村で暮らしていた頃のことを夢に見るようになりました。それで、少しずつ思い出してきたんですが……私は昔、もっと自由に未来を視ていたんです」

　幼いニコレッタが語る未来は断片的で、大人からはあまり相手にされていなかった。それでも、明日の天気やちょっとした失せもののありかなどを言い当ててみせ、勘の鋭い子だと言われていたのだが――祭りの日、全てが変わった。

「村祭りの前の晩、恐ろしいものが村を襲うことを未来視で視たんです。皆に必死で逃げようと言いましたが、誰も聞いてくれなくて……とうとう、祭りの邪魔だと炭焼き小屋に追いやられてしまいました。そして、村は土砂に呑み込まれて……」

　幼かったニコレッタの心は孤独と絶望に耐え切れなかった。いくら未来が視えても何もできず、誰も救えなかった――そんな胸をかきむしられるような後悔が辛くて、村の記憶ごと全て忘れてしまった。

「昔の私は……幸せなことがあると、未来を視ていました。きっと、幸せだって感じることが能力発動の条件だったんです。だけど、ひとりぼっちになってから心が半分死んでしまったみたいで、何をしても幸せだと感じられなくて」

　辛うじて生き延びても、平民の孤児には辛い生活しか待っていなかった。神殿でも王宮でも、ニコレッタは異物で厄介者だった。けれど、自分が辛いと思っていることすら自分で分からないほど、心は麻痺していた。

「ものを食べる時だけ未来視が発動したのは、そんな状態でも食べる時だけはほんの少し、幸せだなって思えたってことだと思います。つくづく食いしん坊ですよね」

　あはは、と照れたように笑うニコレッタをファウストはじっと見つめた。

「違う」

「え……」

「そんな状態でも、ものを食べる時に幸せを感じられたのは……お前が強いからだ」

　深く赤い瞳で見つめられ、胸が強く締め付けられる。

「俺は、そんなお前を誇りに思う」

「そ……んな」

　不意に視界がぼやけた。前触れなくあふれた涙に慌てたけれど、どうしても止まらなかった。

「私……つ、強い、ですか？」

「ああ」

「もっと、強くなります。ファウスト様の、お傍に、ずっといられるくらい、ずっと」

「お前が強くとも弱くとも、どちらでも構わない」

　温かなものが頬に触れて涙を拭う。それがファウストの唇だと、遅れて気づいた。

「ただ、お前がお前自身であってくれればいい」

　瞬きで涙を払えば、ファウストは真摯にニコレッタを見つめていた。視線を外さぬまま、ファウストはニコレッタの左手を掬い上げた。

「お前が、他の誰でもなく、ただニコレッタとして傍にいることが、俺の願いだ」

　その言葉とともに、薬指にするりと何かがはめられる。それは赤い石の指輪だった。

「約束する。もう二度とお前を孤独にはさせない。だから、俺と結婚してくれるか？」

　ニコレッタは薬指にはめられた指輪を呆然と見つめた。せっかくおさまりかけた涙が、またぼろぼろとこぼれてくる。けれどそれは胸にこみ上げたファウストへの想いが溢れてしまった証でもあった。

「……はい。はい、ファウスト様。私などでよければ……っ」

「お前が良い」

　言うなり、ファウストはニコレッタを抱き寄せて口づけた。唇を強く吸われ、甘い刺激にうっとりとしてしまう。ぎゅっと押し付けた胸から早鐘を打つ鼓動が伝わってしまいそうだった。

「……駄目だ」

　唇を離したファウストは眉根を寄せて小さく呟いた。聞き返す間もなく、ファウストがニコレッタを抱き上げたまま立ち上がる。

「婚儀まで待てない。今すぐ、お前が俺のものだと確かめさせてくれ」

　囁かれた言葉にはいつかの夜に感じたより遥かに強い熱がこもっていて、お腹の奥がずくりと甘く疼いた。欲望を秘めた獣のような瞳を見上げ、恥じらいながらも小さく頷く。

「はい……私も、ファウスト様のものにして欲しい」

「……あまり煽るな」

　どこか困ったように呟くと、ファウストは大股でベッドへと向かった。優しくニコレッタの身体を下ろすと、シャツを脱ぎ捨てて上半身を露わにし、ニコレッタの顏の傍に手をつく。ぎしりと軋む音にどぎまぎしながら見上げると、再び唇が降ってきて――先ほどとは比べものにならないほど深いキスが始まった。

「んっ……」

　それはまるで捕食のようだった。滑り込んできた舌がニコレッタの舌を絡めとり、生き物のように弄び、吸い上げ、しゃぶれば、波のような快感が広がっていく。ただキスをされているだけなのに全身がぴりぴりと痺れ、その先を無意識に期待するように胸の鼓動がますます高まっていった。

「は、はぁっ……息、が……」

　呼吸するタイミングが分からず喘ぐと、低い声が忍び笑いを漏らす。その声にすら、ぞくぞくしてしまう。

「口をずらして呼吸するんだ。何度か練習すれば分かる……そら」

　からかうように囁かれ、何度もキスされているうちに頭がぼうっとなっていって、気づけば自分からファウストの首に腕を回して夢中で唇を貪っていた。触れ合うたびに嬉しくなって、けれど同時に物足りなさが募っていって、切なくてたまらなくなる。

「脱がせるぞ」

　ファウストの声は少し掠れていて、色気をたっぷり纏っていた。どきどきしすぎて声も出せずに頷くと、筋張った長い指が器用に動いてドレスを脱がせていく。

　下着姿になると、途端に恥ずかしさがこみ上げてきた。露わな肌にファウストの視線を痛いほど感じてそろりと顔を上げると、赤い瞳が先ほどよりも強い熱を帯びてニコレッタを見つめていた。視線が胸元に落ちるだけで、またお腹の奥がきゅんと疼いた。

「触って……ください。この前みたいに」

　自分はいつからこんなに大胆になったのだろう？　言ってから真っ赤になったけれど、ファウストは我に返ったようにふっと笑って手を伸ばしてきた。

「悪い。あまりに綺麗で見惚れていた」

「そんな……っん」

　大きな手に胸を包まれ、素肌が触れ合う感触に目がちかちかした。まるで肌を通じて微弱な快感が注がれているみたいに身体中が反応している。そのままゆっくりと揉みしだかれれば、身体が熱くなって息が不規則に跳ねた。

（気持ちいい……）

　前の時には何が何だか分からなかった刺激を、今はちゃんと快感として感じている。そのことが嬉しくて、思い切って自分からも手を伸ばしてファウストに触れてみた。

（固い）

　首筋から広い肩、背中へと手を滑らせると、肌の下にしっかりとした筋肉を感じる。肌はすべすべとしていて、触れるだけで気持ちいい。

「くすぐったい」

　笑み混じりに言われ、どきりとして手を止めると「続けろ」と囁いた唇が耳朶を食んだ。同時に胸をまさぐっていた手が先端をつまんで転がす。

「ふぁ、あっ」

　快感はどんどん膨らんでいって、それとともに愛おしさがこみ上げてきた。じゅんと脚の間が潤う気配がして、思わず腿を擦り合わせる。

（触れているだけなのに、どうしてこんなに気持ちいいんだろう……）

　ファウストの唇が首筋に落ちる。生温かな舌が肌を滑り、鎖骨に軽く歯を立ててから胸の先端を口に含んだ。

「ひゃっ……」

「手が止まっているぞ」

　咥えたまま喋られれば振動でさらに刺激が弾ける。快楽で半ば頭を蕩けさせながら、ニコレッタも夢中になってファウストの肌に触れた。引き締まった脇腹を滑り落ちると、下衣に阻まれる。

「脱がせてくれるか」

　甘くねだるような声音に、また胸がきゅんと締め付けられた。

「ファウスト様……ずるいです」

「ずるくなどない。お前の服は俺が脱がせたのだから、お前は俺の服を脱がせるべきだ」

　ますます可愛い。その上に濃厚な色気を纏っているのだから、逆らえるはずがない。痛いほど高鳴る鼓動を感じながら、何とかベルトを探り当てて外そうと試みる。けれど、その間にも乳房を捏ねられながら先端を吸われ、何度も指が滑って失敗してしまった。

「っ、もう……ファウスト、様っ……あっ、んん……っ」

「お前の身体が魅力的なのが悪い。だが……俺もそろそろ限界だ」

　悪びれもせずに言うと、ファウストは素早くベルトを外して下衣を脱ぎ捨てた。惜しげもなくさらけ出された下半身の欲望は想像よりもずっと大きく猛々しい形をしていて、思わず息を呑む。

「あ……わ、私……」

「心配するな。ちゃんと準備はする」

　それまでの快楽を忘れたように身をこわばらせたニコレッタにファウストは苦笑して、改めて覆いかぶさるとキスを落とした。やわやわと唇を食まれ、宥めるように頭から肩にかけて大きな手で撫でられると、次第に緊張がほぐれていくのが分かった。そのまま下りていった手が、下腹を撫でる。

「この奥に俺を受け入れてもらう」

（ここに……ファウスト様を）

　太腿に触れている熱く固いものが入ってくることを想像してしまって、奥の方がひときわ甘く疼いた。

「は、はい……頑張ります」

「そう固くなるな」

　その言葉とともに両脚が優しく広げられ、太腿を撫でながら下りた手が秘所に触れる。思わず身構えた瞬間、ファウストの指が花芽に触れ、あの強烈な快感が襲ってきた。

「あぁっ……！」

　目の前がちかちかする。ファウストが指を巧みに動かすたびに波のような快感が押し寄せて、ニコレッタはなすすべなく喘いだ。

「んっ、そこ、やぁっ」

「大丈夫だ。俺に身を任せろ」

　耳元で囁かれる声と身体をすっぽりと包み込むような温もりは酷く安心できて、少し混乱が収まる。そうすると今度は快楽がよりはっきりと感じられて、身体の奥から蜜が溢れるのが分かった。

「あっ……」

「たっぷり潤っているな。……指を入れるぞ」

　は、とファウストの息が荒く弾んでいるのが分かって、こんな時なのに泣きたいほど嬉しくなる。

（ファウスト様も、ちゃんと興奮してくれてるんだ）

　愛おしさを感じた時、ぐっと体内に指が入り込んできて思わず身体がはねた。

「んっ……！」

「さすがに狭いな……」

　気を散らすように花芽をいじられながら指を抜き差しされるうちに、次第に異物感は薄れていった。頃合いを見て指が二本、三本と増やされる。

（ファウスト様……すごく、丁寧に触れてくださってる）

　体内の熱が高まっていくのを感じながら薄目を開けると、ファウストは眉根を寄せて何かに耐えるような顔になっていた。その成熟した雄の気配を感じ取った時、身体の奥がひくひくと震えるのが分かった。急速に身体の熱が高まっていく。

（欲しい……この人が欲しい）

　こみ上げてくる想いに突き動かされるように、夢中で身をよじってファウストに抱きつくと、赤い瞳が驚いたように瞬いた。

「ニコレッタ？」

「くだ、さい」

　熱くて切なくてたまらない。半ば泣きながら、ファウストにすがり付いて懇願した。

「痛くてもいいから、ファウスト様が欲しいです……っ」

「……っニコレッタ」

　理性の糸がちぎれたようにファウストが荒々しく唇を重ねてきた。貪るようなキスをしながら、腰を引き寄せられる。次の瞬間、熱く猛々しいものが蜜口を割って入り込んできた。

「っ……！」

　圧倒的な質量とともに駆け抜けた鋭い痛みに、ニコレッタは奥歯を噛みしめた。みちみちと身体の奥が押し広げられていく。痛みのためだけではない涙が滲み、零れるのが分かった。

（もっと入ってきて。全部、私の中に）

　声にならないニコレッタの想いに応えるように昂ぶりは最奥まで差し込まれ、下腹が触れ合う。は、と荒い息をついたファウストはそのままニコレッタの身体を抱きしめた。

「すまん……優しく、するつもりだったのに」

「いいんです。嬉しい」

　ニコレッタは首を振って、ファウストを抱きしめ返した。鋭い痛みは既に過ぎ去り、鈍痛と異物感だけが残っている。

「気持ち、いいですか……？」

　不安になって尋ねると、小さなうめき声が返ってきた。

「良すぎて、今にも理性が飛びそうだ」

「よ、よかった、です」

　ファウストはため息をついて、唇を重ねてきた。先ほどの荒々しいものとは違う、ゆっくりと絡みつくようなキスをしながら、少しずつ腰を揺らし始める。

「ん、んぅ」

　揺らされるうちにだんだん異物感は去っていき、代わって甘い疼きが広がり始める。漏れる声が甘く溶け始めたのが伝わったのか、揺れは次第に大きくなり、ゆっくりと抜き差しが始まった。

「あ……あっ、んっ」

　とん、とん、と奥を突かれると痛みと快楽が入り混じり、今までに感じたことのない感覚になる。ファウストに合わせるようにそっと身体を動かしてみると、とたんに快楽が増幅されて何も考えられなくなった。

「あ、ああっ、気持ちいいっ、ファウスト様……っ」

「ニコレッタ……俺のものだ」

　囁かれた言葉に頷くと、一気にファウストの動きが激しくなり、吐息が入り混じる。肌を伝う汗も、めまいがするほどの熱も、どちらのものか分からないほど混じり合い、快楽の奥から何かがせり上がってくる。

「あっ、んんっ、んぅっ……！」

「くっ……！」

　ひときわ強く奥を突かれた時、最奥で熱いものが弾けてニコレッタは全身をのけぞらせた。身体を大きく震わせたファウストが痛いほどの力で抱きしめてくる。

「……愛している」

　掠れた声で囁かれ、深い幸福感に全身が満たされた時――大きく視界がぶれた。
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　広い王宮の廊下に長椅子が置かれており、そこにファウストが座っていた。腕を組んで座るファウストの隣には、幼い少年がちょこんと並んで座っている。少年はファウストと同じ褐色の肌をしていて、髪はチョコレート色のくせっ毛で、はちみつ色の瞳を持っていた。並んで座る二人の横には、近衛騎士の制服を着たジャンが控えている。

『まだかな？』

　足をぶらぶらさせながら尋ねた少年に、ファウストがちらりと視線を投げた。

『リオン、退屈だったら向こうで遊んできてもいいぞ』

『そうしましょうか、殿下。自分が剣の稽古でも馬の稽古でも付き合いますよ』

　ジャンも声をかけるが、少年は首を横に振った。

『ううん、平気。母上が頑張ってるんだから、ここで応援していたいんだ』

『辛抱強いですねえ、リオン殿下は。ご立派です』

　ジャンの言葉に得意そうな顔になった少年は、ふとファウストを見上げた。

『弟かな、妹かな。ねえ、父上はどっちだと思う？』

　ファウストは瞬いてからゆっくり答えた。

『さあ、こればかりは産まれてみないと分からない』

『僕、弟がいいな！』

　元気よく言った少年に、ジャンが朗らかに笑う。

『リオン殿下、弟もいいですが、妹もいいものですよ』

『だって妹は一緒に遊べないでしょ？　つまんないよ』

『そんなことはない。どちらだとしても一緒に遊べる』

　ファウストは優しく息子の頭を撫でた。その手にはシグネットリングが輝いている。

『本当？　それなら、妹でもいいよ』

『お前は兄だ。弟でも妹でも、守ってやってくれ』

『うん、任せて』

　少年がにっと笑った時、ふいに大きな産声が響き渡った。親子は顔を見合わせて、勢いよく立ち上がる。同時に、向かいの扉が開いてエリーゼが飛び出してきた。

『無事にお生れになりました！　王妃様も、お子様たちも、皆お健やかです』

『そうか！』

　満面の笑みを浮かべたファウストが、ふと瞬く。

『……お子様たち？』

『男児と女児の双子でございました。王妃様は大変頑張られましたね』

　ファウストは何度か口を開閉し、不意にこみ上げてきた涙を拭った。

『……ふたりか。はは……そうか』

『おめでとうございます、陛下！　自分、他のみなさんにも知らせに行ってきます！』

　ジャンが弾かれたように駆け出し、エリーゼは微笑みを浮かべて一礼した。

『陛下、どうぞ中に入って王妃様をいたわって差し上げてください』

　リオンはそわそわしながら父親のマントを引っ張った。

『父上！　早く、母上のところに行こうよ！　弟と妹を見せてもらおう！』

『ああ、そうだな。ニコレッタも俺たちを待っている』

　ファウストは両手を伸ばしてくる息子を抱き上げると、そのまま賑やかな産声が聞こえてくる部屋へ入っていった――。








「――ニコレッタ？」

　はっ、と目を開けると、ニコレッタはファウストの腕の中にいた。

（今のは……）

「すまない、無理をさせた。辛いのか？」

　心配そうに髪を撫でるファウストの顔に、ついさっき視た少年の顔が重なった。

「……平気です」

　赤い瞳を見上げて、ニコレッタは微笑んだ。

「とても幸せだと思ったんです。ファウスト様と……こうしていることが」

　瞬いたファウストが、柔らかい微笑みを返してニコレッタを抱く腕に力を込める。

「俺もだ」

　幸福な温もりを感じながら、ニコレッタは目を閉じた。まぶたの裏には、これからファウストとふたりで紡いでいく幸福な未来がはっきりと浮かんでいた。
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